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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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「なあなあ、朝のあれ、誰だれ？」

　二学期が始まったばかりで夏休み気分が抜ぬけきらず、普ふ段だんよりざわついている教室で、鞄かばんから教科書を引っ張り出していた西にし原はら一かず海みは、クラスメイトの声に顔を上げた。

「あれって？」

「車で送られてきたじゃんか。サングラスかけたしっぶいおっさんだったけど、どういう関係？」

「……父だけど」

　高校生にもなって父親に送られてくるなんて恥はずかしいし、過保護だと思われるような気がして、一海はためらいがちに答えた。

　が、一海の不安をよそにクラスメイトはニカッと笑うと、おもむろに教室中に響ひびく声で叫さけぶ。

「オヤジさんだってよ！」

　その声に答えるように、「やっぱりね」とか「心配しちゃったぜ」とか、意味不明の声が教室のあちこちから戻もどってきた。

「え？　なに？　おれ、なんかまずいことした？」

　みんながなんでどよめいているのかわからず、不安になった一海はキョロキョロと教室内を見渡した。

「そうじゃないって。悪い奴やつにとっつかまったんじゃないかって、勝手に心配しちゃっただけ」

「悪い奴って……。父さん、人相悪くないと思うんだけど」

　悪いどころか、極ごく上じようの部類に入ると一海は思っている。

　そんな父の顔を見られて騒ぎになるのが嫌だったから、送ってもらうときも、普段はかけないサングラスをわざわざかけてもらったぐらいなのだ。

「そういう意味じゃないって。ま、なんだ。意味がわかんなきゃそれでいいんだ。──わかんないままでいてくれたほうが、俺らは嬉しいしさ」

　な？　と、クラスメイトはまたしても不特定多数の生徒に話しかけ、その声に、教室にいた生徒たちがいっせいにうなずいた。

　大部分の生徒たちはニコニコと満面の笑えみを浮かべていたが、ごく一部の女子はなにやら意味ありげな含み笑いを浮かべていて、一海はそれが妙みように気にかかった。

（ぼく、もしかして、みんなにからかわれてんのかも……）

　いじめの前兆だったらどうしよう……と、不安になった一海に、クラスメイトがまた声をかけてきた。

「一海ってさ、オヤジさんに似てないんだな」

「え、あ、うん。姉は父に似てるんだけど」

「じゃ、お袋ふくろさん似？」

　邪じや気きのない笑顔で顔を覗のぞき込まれ、なんとなくいたたまれない気分になった一海は、軽く顔を伏せた。

「それも……ちがう」

「あ、あれ？　一海、どした？　なんか気にさわったか」

　目の前にいるクラスメイトが、おろおろしているのがわかったが、一海はどうしても顔を上げられなかった。

　派手で人目を引く、彫ほりの深い顔立ちの父と姉、母は切れ長の瞳ひとみの純和風の顔立ちだ。

　どんぐり眼まなこでぼやっとした顔立ちの一海は、どっちにも似ていない。

　父は、若くして亡くなった自分の兄に、一海がよく似ているというけど、早死にした人に似ていてもちっとも嬉しくない。

　家族に似ていないのは顔だけじゃない。才能もまた似なかった。

　夢を叶え、ゲームデザイナーとして成功を収めている父。

　有名大学に苦労することなく余裕で合格した姉は、将来は新聞記者になるんだと宣言して、実際の現場を肌で感じたいと新聞社で忙しくバイトしながら、大学でもいい成績を収めている。

　一見するとのんきな専業主婦にしか見えない母は、趣味だったパッチワークの作品で、手芸コンクールの大賞を何度もとっている。最近では、パッチワークのレクチャーと自作品を紹介した本なんかを何冊か出版していたりするのだ。

　家族の中で、一海一人が中ちゆう途と半はん端ぱな存在だった。

（お姉ちゃんに、いい遺伝子を全部とられちゃったんだ。きっと……）

　姉、一かず湖こは、一海にとって、一番のコンプレックスの元だ。

　子供の頃から、周囲の子供たちのリーダー的存在だった姉。

　一海も、小さかった頃は、そんな姉が自慢で大好きで、ずっと後ろをくっついてまわっていた。が、成長するにつれ、まぶしい姉に対する憧れは、同じ親を持つ姉弟なのに、なんでこんなに違うんだろうという劣等感へと変質していった。

　最近では、苦手意識が先に立って、ろくに話もしないし、話しかけられるとついつい突っかかってしまう。このままだと、顔を見るのも嫌なぐらいに姉を嫌いになってしまいそうだ。

（お姉ちゃんは、なんにも悪くないのに……）

　思考の袋ふくろ小こう路じにはまりこんで、どよんと落ち込んだ一海の肩かたを、軽く叩たたく者がいる。

「おはよう。……朝から暗いな。なんかあったか？」

　一海の親友、岡おか島じま竜たつ也やだった。

「別に暗くなんか──」

　なってないと、顔を上げ、ムキになって反論しかけたが、竜也の視線はクラスメイトに向いていて、一海としては、空から振ぶりに終わった言葉を気まずく飲み込むしかない。

「苛いじめたわけじゃないんだけどさぁ」

　と竜也に話しかけられたクラスメイトが、困ったように答えている。

「両親どっちに似たんだって聞いたら、こうなっちゃって……。まずかったかな？」

「……少しまずいかな。──ま、気にするな」

　竜也はため息混じりにそういうと、クラスメイトに向かって、もう行けというように軽く手を振った。クラスメイトは、「頼む」と拝むように両手を胸の前であわせてから、自分の席へと戻っていってしまう。

「なんで竜也が拝まれるのさ？」

　自分のことを話していたはずなのに、一海には二人のジェスチャーの意味が理解できない。

「たいしたことじゃない。気にするな」

　少々ムッとしている一海を軽くあしらいながら、長身の竜也は、窮きゆう屈くつそうに一海の右みぎ隣どなりの席に座った。

「出生の秘密を抱かかえてるわけじゃなし、似てないことぐらいで、そんなに落ち込むな」

「だって……」

　ちょっと唇を尖らせる一海は、まるで幼いだだっ子のようだ。

　何度か一海の自宅に遊びに行ったことがある竜也も、一海の家族の顔は知っている。

　確かに彼らは、文句のつけ所のない正当派の美形揃ぞろいだったが、なぜ一海がそんなことに拘こだわるのか、竜也には全く理解できない。

　客観的に見て、一海は充分に可愛い。これだけ可愛い顔してて、なにが不満なんだろうと竜也は思うのだ。

　顔だけ見れば、確かに一海のランクは家族達より下かもしれない。が、それ以外の要素をプラスすれば、一海だって彼らに負けちゃいない。

　ジッとしていれば、ちょっと目を引くぐらいの可愛さだが、動き出した一海は、もうめちゃくちゃに可愛いのだ。

　たいていの人は、子猫や子犬がもぞもぞ動く姿を見ると、思わずにんまりして、なでようと無意識のうちに手を伸ばしてしまう。

　それと同じような、有無をいわさぬ可愛さが、確かに一海にはある。

　庇ひ護ご欲を誘う可愛さといえばいいのだろうか？

　他人の顔の造作に興味がない竜也でさえ、入学式のとき、知り合いがいない環かん境きようで不安そうにキョロキョロする一海がかわいそうになって、思わず声をかけてしまったぐらいなのだから。

「で、なんでそんな話になったんだ？」

「……今日、父さんに送ってもらってきたんだ。それで……」

　なるほど、と、竜也は納なつ得とくした。

　一海の父親は所帯臭くささを感じさせない美び丈じよう夫ふだ。

　そんな彼に一海が送られてきたもんだから、一海を好きな奴は年上の恋人が出来たんじゃないかと焦り、竜也のように保護者的な気分の奴は、一海がよからぬ中年に騙されてるんじゃないかと心配して大騒ぎしたんだろう。

「珍しいな。いつもは電車だろう？」

「そうなんだけど……。昨日の帰り、電車の中で変な奴に会っちゃってさ。それで、なんか怖こわくなっちゃって、今日だけ父さんに頼んだんだ」

「変な奴？」

「うん。若い男の人だったんだけど……。なんかさ、急に鼻がくっつきそうなぐらいに顔近づけてきて、じろじろ見られちゃってさ」

　電車の中でうたた寝をしていた一海が、車内アナウンスの声にあくびをかみ殺しながら顔を上げたら、三日ぐらい着替えてないんじゃないかと思うぐらいに小汚い格好をした男が、いきなり顔を近づけてきたのだ。

　ナチュラルディスタンスを完全無視したその行動に、外見だけじゃなく性格も小動物系で、慣れるまでは自分から他人に話しかけることもできない一海は、完全にびびってしまった。

　びびったせいで、男の顔はちゃんと覚えていない。ただ、食い入るように見つめてくる瞳の強さだけが一海の脳裏に焼き付いた。

　男の強い視線から早く逃れたくて、電車を降りようとそそくさとドアに向かった一海は、いつの間にか背後に立っていた男に、「おい、ちび」と高圧的に話しかけられ、恐怖のあまり心臓が口からはみ出しそうになった。この男に捕まったら、頭からバリバリ食われちゃうんじゃないか、なんて、非現実的な想像が頭をよぎるぐらいに怖かったのだ。

「……ドアが閉まる間ま際ぎわに電車から飛び降りて、なんとか逃げられたけど」

　実際には、慌てるあまり、電車とホームの段差を失念してこけるという醜しゆう態たいをさらしてしまったのだが、みっともないので竜也にはいわないでおいた。

「……なんか、やばそうだな。──おやじさんに、その話したのか？」

「してないよ」

「そっか……。なぁ、今日は寮りように寄らずに、早めに帰ったほうがいいんじゃないか」

　竜也は、心配そうに眉をひそめた。

「なんで？」

「その変な奴に目をつけられてるとまずいだろう。時間をずらしたほうがいい」

「目をつけられるってなんだよ？　たまたまからかわれただけじゃんか。そんなことで遊べなくなるなんてやだよ」

　一海はむっと頰を膨らませた。

　最近の一海は、竜也が寝起きしている御み崎さき学園の男子寮で遊んでから帰るのを日課にしている。

　寮内の竜也の部屋で、だらだらと過ごすのが居心地がいいせいもあるけれど、一海がまっすぐ家に帰りたがらない本当の理由は別にある。

　家が嫌だから帰りたくないわけじゃない。

　一海が嫌なのは、なにもせずに家に帰る自分自身。

　バイトや友とも達だちとのつきあいで、毎日遅くに帰ってくる姉とは違って、一海はのんびりご飯を食べてテレビを見て宿題をして眠るだけ。

　単調な生活を繰り返すだけの自分が、酷くつまらない人間に思えてしまう。

　趣しゆ味みもあることはあるのだが、あまりにも根暗すぎて、他人に自慢できるようなものじゃない。ほかになにか夢中になれるものはないかと探してみたりもしたが、スポーツ関係は苦手だし、友達がお勧めだといって貸してくれたミステリー小説は殺人が起きる前に睡眠薬に変身してしまったし、テレビ画面のアイドル達は、一海の家族に比べれば一般人レベルで、どこが可愛いのかさっぱりわからない。

　高校二年の二学期にもなって、今さらどこかの部に入部するのもためらわれるし、なにより入りたいと思える部もない。

　ないないづくしの自分に嫌気がさして始めた寮通いだったのだが、これが結構いい感じだった。寮生たちはみんな親切で、竜也がいないときでも一海をかまってくれる。夢中になれるものを持たない自分を思って落ち込む暇がないぐらいには楽しいのだ。

　今、寮通いをやめたら、一海の性格じゃ見知らぬ他人がうようよしている繁はん華か街がいで一人で遊ぶなんてできっこないから、まっすぐ家に帰らなきゃならなくなる。そうなったら、きっと長すぎる夜の時間をもてあまして、自己嫌悪にどっぷりはまるのがおちだ。

「絶対にやだからね」

　一海は、頰を膨らませたまま、もう一回いった。

「わかったよ。……じゃあ、今日は俺がおまえんちまで一いつ緒しよに行こう。それならいいだろう？」

「なんでだよ？」

　送ってくとかいいだしたら絶対反はん抗こうするぞ、と一海は意気込んだ。

　小心者のくせに慣れた相手には負けず嫌ぎらいな、本当に子供のような一海の性格をよく知っている竜也は、しかたなく違ちがう理由をねつ造することにした。

「メシ」

「へ？」

「だから、おまえのお袋さんの手料理が食いたくなっただけ。寮のメシもまずくはないけどな、質より量って感じだから毎日だと飽きるんだ。たまには、美う味まいもん食いたい」

　頼んでみてくれよ、と、下した手てに出ると、案の定、単純な一海の機嫌はコロッとなおった。

「わかった。後で母さんに電話しとくよ。──母さん、竜也はよく食べるから作り甲が斐いがあるっていってたし、きっと喜ぶと思うよ」

　ニコニコして一海がそういった途端、それまで奇き妙みように張りつめていた教室の空気が、ふっと軽くなる。

　一海本人は気づいていなかったが、一海のご機嫌が斜ななめになったときから、ほとんどの生徒が、ちらちらとこっちの様子をうかがっていたのだ。

　注目されて居心地が悪かった竜也は、一海に、もうちょっと自覚してほしいとしみじみ思う。

　本人は家族と比べて自分が目立たないことを気にしているらしいが、その実、一海は校内では隠れたアイドルだったりする。

　大きな目でキョロキョロと不安そうに周囲を見み渡わたす仕草には、男も女もいちころで庇護欲をかき立てられるし、笑ったりされたら癖くせのないサラサラの茶色の髪をくしゃくしゃとなでたい衝動に駆られる。

　そんな衝動をみんなが実行に移さないのは、このアイドルが繊せん細さいすぎて、ちょっとしたことですぐに落ち込むし、不安がるからだ。

　素直すぎて、感情を隠すすべを知らない上に、大切に愛されて育った者特有の鈍さで、周囲の人間たちが一海の感情に敏びん感かんに反応し、気を遣ってくれている事実にも気づけない。

　入学式のとき、ついほっとけずに声をかけて以来、一海にすっかりなつかれてしまった竜也は、一海の機嫌が斜めになるたびに、周囲の生徒たちに何とかしてくれと頼られる羽目になる。

　一海は竜也のことを一番の親友だと思ってくれているようだが、一海を可愛いとは思うものの恋愛感情を一切持たない竜也としては、手間のかかる弟がいるような気分だ。

　親友だと思っている竜也が、実は保護者的な気分でいるなどと知ったら、子供扱いするなと一海はふてくされるだろうけど……。

（一湖さんがいればいいけどな）

　一海が電車で会ったという奇妙な男のことを、忠告がてら家族に報告したほうがいいだろうと竜也は思っていた。

　一海の父親は、忙しくて夜ほとんど家にいないし、母親は、一海と同じで少々鈍どん感かんすぎて、竜也がなにを心配しているのか理解できないだろう。

　その点、頭の回転が速くてハッキリした性格の一海の姉、一湖なら、竜也の懸け念ねんにすぐに気づいてくれて、弟に変な虫がつかないよう、それなりの対応策を考えてくれるはずだった。

　少々甘やかしすぎな気もするが、せっかくここまで素直に育ったこの可愛い生き物に、変な知識をつけて歪めたくない気持ちのほうが勝まさる。

　自分が男に襲われる心配があるかもしれないなんて知ったら、一海はきっと、ものすごく怯おびえるようになってしまうだろうから……。

（その前に信じないか……）

　なにしろ、一海は自分が可愛いことを自覚していないのだ。

　厄介だよな、と、綿菓子製アイドルのマネージャーと陰で囁ささやかれている竜也は、こっそりため息をついた。







「一海くん、大変大変！」

　放課後、掃除を終えた一海が帰り支じ度たくをしていると、クラスメイトの女の子たち三人が教室に駆け込んできた。

「慌てちゃって、どうしたのさ？」

　いったん学校を出た後で戻ってきたのだろう。女の子たちはみんな手に鞄かばんを持っていた。

「校門のトコでね、激烈な美形が一海くんを待ってるの」

「ねえねえ、どういう関係？」

　やたらと嬉しそうな女の子たちに詰つめ寄られて、一海はちょっとびびって引いた。

「どういう関係って……。男、女？」

「男！　二十代後半ぐらいのワイルド系。うちのガッコにもいけてるセンセ多いけど、あのタイプはいないよね？」

「そうそ。超クールで遊び人風！　ちょっとマジで声かけられたい感じ」

（誰だろ？）

　異様にはしゃいでいる女の子たちをよそに、一海は不安になった。

　激烈な美形だというから、家族の誰かだろうかと一瞬思ったのだが、二十代後半の男じゃ違うようだ。知り合いに、そんなタイプの人間もいない。

「ホントにおれを待ってるの？」

「間違いないよ！　ね？」

「うん！　おっきい茶色の目が特徴的な、子犬みたいに可愛い男の子っていってたもん」

「名指しじゃないんだ。だったら、人違いだよ」

　自分が可愛いとは思っていない一海は、あっさりと断言した。

　が、女の子たちは諦めない。

「そんなことないって。絶対一海くんのことだって」

　早く早くと、一海の手を引っ張って連れ出そうとする。

「違うと思うけどな」

　どうせ、寮りようで着き替がえてくる竜也と校門のところで待ち合わせすることになっている。

　ついでだから、まあいいかと、一海は引っ張られるままに足を動かした。

　校舎を出た一海は、校門の周辺が妙にざわついているのに気づいた。

　複数のグループが立ち話をしているし、不思議なことに、校門を出たり入ったりと、同じ行動を繰り返す生徒もいる。しかも、不審な行動をしているのは女生徒ばかり。

（新あら手てのお百度参り、ってことはないか）

「ねえ、あれ、なにしてるの？」

「みんな、一海くんを待ってる美形を見たくてうろついてんのよ」

「ふ～ん。そう」

　自分を待っているという部分は故意に聞き流し、気のない返事をしたが、内心は興味津しん々しんだ。かなりの数の生徒が群がっているその人物の顔が、どの程度のものなのか見てみたい。

　純粋な好奇心で、ちょっとわくわくしながら、お百度参りをしている生徒たちにまぎれて校門を抜けた。

「ほら、あの人だよ」

　女の子が顎あごで示した先には、黒のＢＭＷが駐ちゆう車しやしてて、その車にもたれて立っている洒落しやれた感じの男が一人。

「やっぱ、人違い。知らない人だよ」

　ちらっと見て一海はそう断言した。

（あ、やだな。吸い殻がらが……）

　一海の目は、男の顔よりも、男の足下に捨てられている吸い殻のほうに引きつけられた。

　幼い頃から、姉や母にすり込まれたおかげで、ゴミや煙草のポイ捨てが我慢できないのだ。

　どんなに格好よくても、あれでは興ざめだと思う。

「ちょっと待っててね」

　一海が人違いだといっているのに、微かすかに頰を赤くした女の子たちが、弾はずむような足取りで男に近づいていく。女の子たちに話しかけられた男は、くわえ煙草のままで一海に視線を向けると、軽くうなずいた。

「間違いない。あれだ」

（え……？）

　視線の向きから見て、どうやら自分がアレ呼ばわりされたらしいと覚さとった一海は戸と惑まどった。

　そんな一海に、男がずかずかと歩み寄ってくる。

「あ、あの……」

　見知らぬ男が目の前にきて、一海はすっかり萎い縮しゆくしてしまう。救いを求めるように、男の向こう側にいる女の子たちに視線を向けたとき、不意に身体が浮いた。

「ええっ!?」

　男は、一海の腰に腕をまわして軽々と肩に担かつぎあげ、車に戻っていく。

　現実離れした状況に、一瞬、頭が真っ白になってしまった一海が我に返ったときには、車の助手席に放り込まれていた。

　逃げる間もなく、一海を乗せた車がタイヤをきしませて走り出す。

　一海は、慌ててキョロキョロと周囲を見渡した。

　運転席にいるのは、当然ながら吸い殻ポイ捨て男。

「返せ、どろぼー!!」

　リアガラスの向こうでは、さっきまで一緒だった女の子達が拳を振り上げて叫んでいる。

　が、その姿もあっという間に見えなくなった。

（えーっと、この状況って……。もしかして）

「……誘拐？」

　男が盛大に吹き出す煙草の煙にむせながら、おそるおそる勇気を振り絞しぼって運転席の男に聞いてみる。

「金には不自由してない」と、間髪入れずに男。

「じゃあ、なんで？」

「家に着いたら教えてやる。おとなしくしてろ」

　煙草の火をもみ消しながらの有う無むをいわせぬ強い口調に、一海の勇気も、もみ消された。

　走行中の車から飛び降りるなんて不可能だし、できることはただ一つ。

（シートベルト締めなきゃ）

　マイペースというより、混乱して思考能力が低下した結果の条件反射だった。







　着いた先は古びた洋館。

　おりしもその日は曇くもり空で、手入れが全くなされていない庭木に囲まれた洋館は、まるで恐怖映画の一場面を思わせる。

　石造りの外がい壁へきのあちこちに、太いツタがうねうねと絡からまっていて、不気味な雰囲気を増していた。

「さっさと降りろ」

　建物の不気味さに気け圧おされ、車から降りることを躊ちゆう躇ちよしていた一海は、先に車から降りた男に促され、しぶしぶ車から降りた。

　でも、素直についていく気になれなくて黙ってその場に立っていると、歩きかけていた男が振り向いて眉をひそめる。

「なに突っ立ってんだ。さっさと来い」

「……いやだ」

　勇気を振り絞って首を振ったものの、その声は小さい。

　男は、一海の精一杯の抵抗に舌打ちした。

「ったく、めんどくせーやつだな。もう一回持ち運ばれたいのか？」

　それはもっと嫌だ。

　一海が、ふるふるとすごい勢いで首を振ると、男はむんずと腕を摑んで、むりやり一海を屋敷へと歩かせた。

　鍵を開けた男が、玄関の重厚な扉を押し開ける。

蝶ちよう番つがいが錆さびているのか、ギギギーッと耳障りな音が屋敷内に反響する。男は、その音にまたしても舌打ちしながら、慣れた足取りで邸てい内ないに入っていく。

　引きずられるようにして、一海も邸内に入った。

（すご……）

　二階部分まで吹き抜けの広いホールをぐるりと見渡して、 一瞬状況を忘れた一海の口から、思わず感嘆のため息がこぼれた。

　天井からはいかにも年代物っぽい、カットグラスを多用した真しん鍮ちゆう製のシャンデリアが下がっていて、二階へと続く階段の踊り場の大きな窓から差し込むかすかな光を反射してチラチラと輝いている。

　右手奥の壁に置かれた、やっぱり年代物らしい柱はしら時ど計けいの時を刻む音が、ホールに反響してやけに大きく響いた。

（これって、個人宅なのかなぁ……）

　邸内の空気はむっと暑くよどんでいて、ほこりっぽい。家というより、客の少ない博物館のような雰囲気だ。

　古い柱時計の表面に刻まれたレリーフをもっとよく見たいと思ったのだが、男はそれを許してはくれなかった。

「ぐずぐずするな」

　立ち止まろうとする一海の腕を引っ張って、ホール正面の、アーチ型で観かん音のん開びらきのドアをくぐり、応接室らしき部屋に入る。

「へぇ」

　室内の様子に声が漏もれた。

　古びた玄関ホールとは一転して、畳たたみに換かん算さんすると二十畳じよう近くありそうなその部屋は、新築の建物の臭いがした。

　リフォームしたてなのだろう。壁も床も真新しい建材で覆おおわれているし、家具も今時のセンスで統一されている。

　ブラインドで外の光を遮しや断だんした室内は、空調がよく利いていて、落ち着いた間接照明で照らし出されている。部屋の一角にはミニバーまであった。

　まるでおしゃれな高級マンションの一室のようだ。

「おとなしく座ってろ」

　男は、キョロキョロしている一海を突き飛ばして、黒い革かわ張ばりのソファーに座らせた。

「いいか、逃げるなよ」

　そう念を押すと、奥の間に通じているらしい違ちがうドアから出ていく。

（やっぱり、ぼく、誘拐されたんじゃないのかな）

　一人になると、猛もう烈れつに不安になった。

　贅ぜい沢たくな生活はしていないから意識してなかったけど、人気ゲームデザイナーである父の年収は、普通のサラリーマンとは比べものにならない。テレビにもたまに出ているから、一応有名人の部類にはいるだろうし、狙われても不思議じゃない。

（あいつが戻ってくる前に逃げよ）

　一海は、男が姿を消したドアを見つめたまま、足音を立てないように入り口のドアに向かい、取っ手に手を伸ばした。が、届きかけたところで、ふと足を止める。

（この絵って……）

　入り口のドアの真横に飾かざってあったから、今まで気づかなかったが、そこに飾ってあった絵に、一海はとても見覚えがあった。

　夕暮れどき、オレンジ色に染まった砂すな浜はまを、犬を連れて散歩する長い髪の女性が影かげ絵えのように描かれている絵。

　母が最近購入して、自宅のリビングに飾られるようになったリトグラフの絵と全く同じものだ。

　二年ぐらい前、当時一番人気の女優をモデルにして、全編ＣＧで作成されたＣＭが一世を風ふう靡びしたことがあった。

　透明感のあるオレンジ色の液体の中を泳ぐ人魚の美しさと、光を受けてゆらゆら揺ゆらめく液体の流動感や水泡のきらめきが芸術的だと随分ともてはやされたのだが、この絵は、そのＣＭで一いち躍やく有名になった、画家でもあるＣＭディレクターの初期の頃ころの名作なのだと、ファンである母が自慢げにいっていた。

　一海も、そのＣＭが放映された当時は、その画像の綺麗さにはまって、テレビ画面に映るたびに張りつくようにして見ていた。が、その後、メジャーになったその作者のイラストが、モデルとなった女優のポスターに使われて女優のファン以外にも爆発的な人気を誇ったり、同じシリーズのイラストが人気ミュージシャンのＣＤのジャケットに使われたりしだした頃から、一海の中での好感度が徐じよ々じよに下がりはじめた。

　商業ベースに乗ってしまったことで、イラストの幻げん想そう的な美しさに手て垢あかがついてしまったみたいに思えて、幻滅してしまったのだ。

　そんな気持ちを持っていたから、母が絵を買ったばかりの頃、どれも同じようなオレンジ色ばかりを使って描かれるこの作者の絵が、おりからの癒いやしブームに乗って、本来の価値以上にもてはやされているだけかもしれないじゃないかと文句をつけて、「かずくん、感じ悪い」と母にふてられて困ったりもした。

　それでも、余計な感情を抜きにして見ると、この絵の温かく静かなオレンジ色の風景が、不思議と落ち着いた気分にさせてくれるのは確かだ。

（あいつも、この絵好きなのかな）

　黒の額縁に入れられ、小さな照明器具でライトアップされたその絵は、一海の家の明るいリビングで見たときよりも、不思議と寂しげに見える。

（どこがちがうんだろう？）

　一海は、逃げようとしていたことをすっかり忘れ、絵に見入った。

「同じ絵だよね？」

「その絵、見たことあるのか？」

　間違い探しに夢中になっていた一海は、男の声に、文字通り飛び上がった。

「あ、うん。母が同じ絵を持ってるんだ」

「写真印刷のカレンダーかジグソーパズルだろ？」

「違うよ。リトグラフだっていってた」

「それはそれは……、お気の毒なことで」

「気の毒？　なんで？」

「今は流行に乗ってるから、ちやほやされてるがな、そんな芸術性の欠片かけらもないような絵じゃ、十年もたてば価値は無くなるってことさ。わざわざ高い金を出して本物を買うだけ損だ」

　あざ笑うような口調に、母を馬鹿にされたような気がしてカチンときた。

「そんなのあんたの勝手な評価だろ！　この絵が好きで買った人や描いた人に失礼だよ！」

　自分の立場も忘れて思わず怒鳴ってしまう。

「その絵を描いた本人が自分でいってるんだから、別にいいだろうが」

「へ？」

（ほんにん？　はんにんじゃなくって？）

　耳から入ってきた情報を素直に信じることができない。

　こんなに綺麗で繊細な色を作り出す人と、目の前にいる誘拐犯人が同一人物だなんて、どうしても釈然としない。

「うっそだぁ」

「なんでだ」

「だって、あんた、どう見ても芸術家タイプじゃないし、あの絵と全然雰囲気違うじゃんか」

「絵は雰囲気で描くもんじゃないだろうが」

「そうかなぁ……。でも、それにしたって若すぎるよ。大企業のＣＭを任されるのって、それなりに実績とか必要なんじゃないの？」

　目の前の男は、どう見ても二十代。実績を積めるだけの期間はないはずだ。

「俺は天才だからな。実績なんて必要ない。──だいたいなぁ、噓をいって俺になんの得があるってんだ？　あほらしい」

　自分を天才だというその口調からは、全然気負いが感じられない。

　それが妙に真実っぽくて、ホントなのかもしれないと一海は思いはじめた。

（でも、だったらなんでこんなことすんだろう？）

　社会的に評価の高い作品を生み出す人物が営利目的の誘拐なんかするわけがない。

　それなら、どうして自分はここに連れてこられたんだろう？

　一海は、すっかり混乱してしまった。

「おい、ちび。俺がわざわざ自分でコーヒーを淹いれてやったんだぞ。こっちに来て、ありがたく飲め」

　絵の前に立ちつくす一海に、男が手招きする。

「…………ちび？」

　その口調には聞き覚えがあった。

　しかも、聞いたのはつい昨日のことで……。

（まさか、そんなこと）

　改めて男の顔をまじまじと見る。

　なんだかんだで今までちゃんと見ていなかったが、女の子達が大騒ぎしていただけあって、確かに激烈な美形だ。

　癖のある短めの黒髪に、南国風の彫りの深い顔立ちと浅黒い肌がよく似合っている。全体的に甘い印象の顔立ちなのに、軟派そうに見えないのは、きりっとした眉のせいかもしれない。

　服装はスッキリしたデザインのシャツと革のパンツで、靴だって疵きず一つついていない新品同然の品。

　昨日、電車で会った小汚い男は、寝癖がつきまくったぐしゃぐしゃの髪に、安物っぽいＴシャツと膝が破れたジーンズを着て、さらに薄汚れたビーチサンダルを履いていた。

　顔はちょっと似ているような気もするが、いかにもな高級品を自然に着こなしているこの男と、昨日の男が同一人物のわけがない。

（他人の空似だよね）

「なんだ？　俺の顔に見とれてるのか？　だったらもっと近くで見ていいぞ」

　混乱している一海に、男がズイッと歩み寄り、ぐっと顔を近づけてくる。

「わっ！」

（やっぱ、この人だっ！）

　ナチュラルディスタンスを完全無視した、傍ぼう若じやく無ぶ人じんなその行動パターンは昨日の男と同じもの。びびった一海は、思わずその場にしゃがみ込んでしまった。

「なんだ？　俺のあまりの美貌に腰が抜けたか？」

「ちが～うっ!!」

　頭の上でへらへら笑う男に怒鳴りながら、壁を伝わって横に逃げる。

「もしかして、き、昨日会った？」

　ソファーの後ろに逃げ込んで、背もたれから目だけ出しておそるおそる聞いた。

「おう、会ったな。──そういや、おまえ、昨日ホームでころんでたな。ケツは大丈夫か？」

「余計なお世話！」

　誰にも話していなかった昨夜ゆうべの失態を知ってる以上、もう間違いない。

「へ、変質者じゃなかったの？」

「誰が変質者だ！　無礼者！」

「だって、いきなり顔近づけてきて、じろじろ見てたじゃん。あんなことされたら、誰だってそう思うよ！」

　反論したら、男はグッと言葉に詰まった。

「……いや、あれはだな、色々事情があったんだ。なんだ、その……、今日はこうしてちゃんと会いに行ってやったからいいじゃないか」

「ちゃんと会いに来た？　誘拐しに来たの間違いじゃないの？」

「人を勝手に犯罪者にするな！」

「犯罪者だよ！　事情もいわないで、いきなり車に押し込んだじゃないか！　立派に犯罪行為だ！」

「そうでもしなきゃ逃げるだろうが!?　昨日だって、人が呼び止めてんのにシカトして逃げやがって」

「あんな怖い目でじろじろ見られて、いきなり話しかけられたら、誰だって逃げるよっ！　だいたい失礼じゃないか！」

「だから今日は、わざわざ校門まで迎えに行ってやっただろうが！」

「迎えに来たんじゃなくて、誘拐しに来たんだろ！　もっと失礼だよ！」

「このっ……！」

　男がずかずかと歩み寄ってきて、逃げるまもなくグッと襟えり首くびを摑まれた。

　次の瞬間、 一海の身体はふわっと浮ういた。

「なになに！　やだ、おろせっ！」

　いきなり抱き上げられた一海は、暴れようと力を込こめたが、実行する前にポイッとソファーの上に落とされる。

「これじゃ堂どう々どう巡めぐりだ。まず、コーヒーでも飲んで気を静めろ」

　男はテーブルの上に置かれてあったカップを一海に手て渡わたすと、自分は少し離はなれたところにあるミニバーのスツールに腰掛けた。

「おら、飲め！　俺が他人のためにコーヒーを淹れてやるのなんか、十年ぶりぐらいだぞ。感謝して飲め」

「えらそー」

　腕組みしてふんぞり返っている姿を見て、一海が思わず呟くと、男は眉まゆ根ねを寄せた。

「……見た目と違ちがって、随分生意気だな」

「見た目ってなんだよ」

「いいから飲めっ！」

　男はミニバーからスコッチの瓶びんを取り、グラスに注いでグイッとあおる。

　一海がコーヒーに口をつけないままカップをテーブルに戻もどすのをめざとく見つけ、またしても牙をむいた。

「俺の淹れたコーヒーが飲めないってのか!?」

「……ミルクと砂糖がないと飲めない」

「……ちびじゃなくて、赤ちゃんか？」

「ちがう！　ぼくの体質だよ！　ブラックで飲むと胃が痛くなるんだ」

「この家にはミルクも砂糖もないぞ。めんどうなぼくちゃんだな」

「……っ」

　ぼくちゃんといわれ、一海は真まっ赤かになってうつむいた。

　中学生ぐらいまで、自分のことを「ぼく」といっていたが、女の子達に「似合う、可愛い」とくすくす笑われてからは、家の外では「おれ」というように気をつけていたのだ。

（よりによって、こんな失礼な奴に、からかうネタをやっちゃうなんて……）

　さっきから、なんだか妙に口の滑りがよくなってるような気がする。

　車に押し込まれたときの恐怖感もいつの間にか消え、誘拐犯相手に好き勝手な暴言を吐きまくってるし、「ぼく」と口を滑らせてしまったのも気がゆるんでいる証拠かもしれない。

　親友の竜也の前でさえ、こんな失敗はしないのに、いったいどういうことなんだろう？

　自分でも感情の動きがつかみきれない。凄く変な感じだ。

「ほら、これなら飲めるだろ？」

　一海の目の前に、透明な液体が注がれたグラスが乱暴に置かれた。

「なに……これ？」

「水。それが嫌なら酒しかないぞ」

「でも、泡立ってるよ。……変な薬とか入ってるんじゃない？」

「そんなに俺を犯罪者にしたいのか？　──それは天然の炭酸水だ。ペリエっての。いいから騙だまされたと思って飲んでみろ」

「……騙されたくない」

「かわいくねーな。おい」

「うん。知ってる」

　一海はヤケになって、グラスに口をつけた。

「うぇ～」

　確かに水だ。でも、味はしないのに炭酸のシュワシュワした感じが口いっぱいに広がって、ものすごい違和感がある。

「変なかんじ」

「次のときは、ミルクでもジュースでもなんでも好きなもの用意してやるから我が慢まんしろ」

「つぎ？　二度も誘拐する気？」

「あのな──」

　またしても会話が振ふり出しに戻りかけたそのとき、電子音が響ひびいた。

「携帯か？」

「うん」

　一海は鞄かばんにしまっていた携帯を急いで取り出した。受信ボタンを押して耳に当てると、珍めずらしいことに母からだった。

『かずくん？』

「うん。なに？　どしたの？」

『あのね、クラスメイトだっていう女の子から電話があってね、かずくんが誘拐されたっていってるの。──ほんとなの？』

「あー、そっか」

　あの状態で友達が車に押し込まれるのを目もく撃げきしたら、常識から考えて、家族か警察に報告するはずだ。

　一瞬、 警察に通報してもらおうかなんて考えが脳のう裏りをよぎったが、すぐに却きやつ下かした。

　強引だし乱暴だけど、目の前にいる男はそんなに悪い人じゃないような気がするから。

　とりあえず心配しなくていい旨だけ伝え、詳しいことは帰ってから話すと約束して携帯を切った。

　顔を上げると、いつの間にか向かい側のソファーに移動してきた男が、満足そうな顔でこっちを見ていた。

「やっと、俺を信用する気になったか」

「違うよ。母さんを安心させたかっただけ」

「かわいくない」

「うん。知ってるってば。──で、なんで、おれを誘拐したのさ？　っていうか、まず、あなた誰？」

「あの絵の作者。イラストレーターでＣＭディレクター。沢さわ木き衛まもる。──おまえは？」

「西原一海」

「西の原に、名前は？」

「一つの海」

「ちくはぐな名前だなぁ」

「うるさい。──で、なんで誘拐したの？」

「昨日逃げられたからな」

「会ったのは昨日が初めてなのに、なんで学校がわかったのさ」

「制服で」

「……マニア？」

「ちがうっつーの！　制服の胸ポケットに校章が刺し繡しゆうしてあんだろ？　それで調べたんだよ」

「ふ～ん。めざとい。──でも、なんで探そうなんて思ったの？　おれ、昨日、電車の中で沢木さんの気に障さわることした？　そんで説教してやろうとか」

「全然ちがう。頼みがあったから探したんだ」

　意外な発言に、一海はキョトンと目を丸くした。

「頼み？」

「そう。──絵のモデルになってくれ」

「モデル!?　なんで!?」

「嫌か？」

「嫌とかじゃなくて、なんでおれなのさ!?　沢木さんぐらい売れっ子だったら、モデルに不自由してないでしょ」

「不自由はしてないが、インスピレーションの問題があってな。──どうだ？　バイト料はずむし、時間もおまえの都合にあわせるから、しばらくここに通ってみないか？」

「え、でも……」

「なんだよ、やっぱり嫌なのか？」

「そうじゃないけど……」

　バイト自体は嫌じゃないし、この古い屋敷の内部をもうちょっとよく見てみたい気もするから、心惹ひかれる申し出だと思う。

　だが、一海には、うなずけるだけの自信がなかった。

　万人が認める美人の姉ならともかく、なぜ平凡な自分なんかが選ばれたのか、さっぱり理解できない。

（からかわれてるんじゃないのかなぁ？）

　疑惑の目で沢木を見ていたら、なにか勘違いしたらしい沢木が、「よし」と膝を打った。

「バイト料、五万でどうだ！」

「へ？　一月？」

「俺はそんなにケチじゃない。一日」

「なっ！」

（なんでーっ!?）

　とんでもない額だ。学校帰りにここに通うとしたら、いられる時間は無理をしても四、五時間。時給一万のバイトなんて聞いたことがない。

「そんなにいらないよ！」

　一海はぷるぷると首を振った。

「あって困るもんじゃないだろうが」

　沢木は不思議そうな顔で一海を見ている。

（この人、本気なんだ）

　売れっ子で忙しいはずの沢木が、大金と時間を浪ろう費ひしてまで他人をからかったりしないはず。

「バイト……してもいいよ」

　一海は、目の前の男を信じることにした。

「でも、お金はいらない。交通費さえくれればいいから」

「欲がなさすぎねぇか」

「そういうわけじゃないんだけど……、でも、やっぱりいらないよ」

　欲がないんじゃなくて、自信がないのだ。

　一海には、自分の容姿にお金を払うだけの価値があるなんて、どうしても信じられない。

　こんな気持ちのままでバイト料なんかもらってしまったら、詐さ欺ぎでもしてるような罪悪感を感じてしまうかもしれない。

「口約束だけして、来ないつもりじゃないだろうな？」

　疑わしそうに眉をひそめて沢木がいう。

「そんなことしないよ」

「そうかぁ？　まぁ、いいか。来なかったら、学校まで迎えに行けばいい話だしな」

「それ、絶対やめてよね。沢木さん、目立つんだから」

「おまえがちゃんと来さえすればしないさ。気が変わったらいつでもいえよ。──とりあえず、これからよろしくな」

　沢木が微笑みながら手を差し出してくる。

「こちらこそ」

　本当に嬉しそうなその笑顔は、今までに見せられたどの表情よりも親しみやすい。だから、一海も躊ちゆう躇ちよせずに手を握り返すことができた。

「さて、じゃあ、今日のところはこれで解放してやるよ。──お袋さんも心配してるだろうしな」

　テーブルの上に投げ捨ててあった車の鍵を手に沢木が立ち上がる。

　が、一海は立ち上がらなかった。

「どうした？　帰りたくないのか？」

「そうじゃなくて……飲酒運転」

「……おまえは警察のまわし者か？　あんなの飲んだうちにはいらねぇよ。事故らないから安心しろ」

「事故らなくても、いやだ。歩いて帰る」

「ここから駅まで、歩くと三十分はかかるぞ。それに道はわかるのか？」

「じゃあ、タクシー呼んでよ。酔っぱらいの車には絶対乗らない」

「……わかったよ。呼んでやるよ」

　いうことを聞いてくれたものの、沢木の顔から、さっきまでの親しみやすい笑えみが消えてしまった。

　イライラしているのを場の空気で感じる。

（嫌われちゃったかな）

　一海は急に不安になった。

　が、考えてみれば、ここに来てから、沢木にはいいたい放題いいまくっている。今さらかもしれない。

「すぐに来るってよ。ここにいるとクラクション聞こえないから、外にでてるか？」

　タクシー会社に電話を入れた沢木の声に、一海は素直にうなずいた。




　タクシーを待っている間、一海は歩道にでてキョロキョロと周囲の様子をうかがった。

「なにしてんだよ」

「目印になるもの探してんの。つぎに来るとき、タクシーの運転手さんに説明できないし……。あ、近くにバス停は？」

「ない。──この家だったら、幽ゆう霊れい屋や敷しきっていえばたいてい一発で通じるぞ」

　不機嫌そうにいった沢木は、家の中からくわえていた煙草を地面に吐き捨てた。

「あ、煙草のポイ捨て」

「……いちいち、こまけぇな」

「だって気になるんだもん。ついでにいわせて貰もらうけど、足の爪も切ったほうがいいよ」

　昨夜ゆうべ、電車の中でサンダル履きの足を見たときから、ずっと気になっていたのだ。

「……おまえのお袋さんって口うるさいタイプか？」

「違う。うるさいのはお姉ちゃん。──でも、足の爪は母さんがよくいうんだ。見えないところに気を遣いなさいって。それがすべての基本だからって」

「あ、そ」

　沢木は曇り空を仰あおいで、ぽりぽりと頭をかいた。

「そのお袋さんが、おまえんちにある絵のオーナーなのか？」

「うん。へそくりで買ったんだって」

「凄いへそくりだな」

　沢木の驚いたような口調に、一海は興味をそそられた。

「あの絵って、いくらぐらいするの？」

「知らないのか？」

「うん。内ない緒しよだって、教えてくれないんだ」

「あれは古い絵だからな、今はもう市場には出回ってないんだ。コレクター同士の売買がメインだから正確なところは俺も知らないが、たぶん軽く百万はこえてるだろうな」

「え、そーなの!?」

「オヤジさんにばれたら怒られるんじゃないか？」

　沢木がニヤニヤ笑いながら、からかうようにいう。

「それはないよ。母さん、自分で稼いだお金で買ったと思うし」

「なんだ、つまらん」

　その口調が本当につまらなさそうで、妙に子供っぽい感じがして、一海は、ちょっとだけ可愛いかもなんて思ってしまう。

「──まぁ、なんだ、お袋さんにお礼いっといてくれ」

　ぼそぼそと明後日あさつてのほうを向いて照れくさそうに沢木がいう。

「うん！」

（沢木さんって、けっこうおもしろい人かもしんない）

　最初は怖かったけど、今は全然平気だ。

　よく怒鳴ったり怒ったりするけど、ちょっと口調が荒いだけで、ホントはそんなに気を悪くしてないみたいだし……。

「あ、タクシー来た」

　タクシーは、吸い寄せられるように門の前で停とまった。

「じゃ、明日な」

「うん。さよなら」

　一海がタクシーに乗り込み、ドアが閉まる寸前、

「もうちょい明るくないと駄目だな」

　そんな沢木の声が耳に届いた。

（ぼくが暗すぎるってこと？）

　確かめる前に、タクシーは走り出してしまう。

（ま、いっか）

　明日、確かめればいい。

　家に帰って、今日の事件を母に話すのが、凄く楽しみだった。

　一日の出来事を母や姉に報告するのが楽しみで、早く家に帰りたくてしかたなかった小学生の頃みたいだ。

　一海は浮かれる気分のまま、無意識のうちに微笑みながら、流れ去っていく車窓の風景を眺ながめていた。




　　　☆




　バイトの話をすると、沢木のファンだった母は、すっかりはしゃいで喜んでくれた。

　一海が報告するより先に母から話を聞いてしまった父は、母の有頂天ぶりが伝染したみたいに喜んでくれて、がんばれよと応援してくれた。

　が、一番に認めて貰いたかった姉は、いい顔をしなかった。

「その話、あたしはなんだか気にいらないなぁ。からかわれてるんじゃないの？　なんか変だと思ったら、すぐ逃げるのよ」

　と、眉をひそめ、なにやら物騒な忠告をする。

　一海はせっかくのいい気分に水を差され、少々落ち込んだ。

　だが、それでも今日から違う生活が始まるんだと思うと、立ち直りも早い。

　家を出て学校に着く頃には、一海の機嫌はすっかりなおっていた。







　ウキウキした気分で教室にはいると、いつもは一海より遅く登校する竜也が、腕うで組ぐみをしてふんぞり返っていた。

「おはよ。早いね。どしたの？」

「……」

　どうしたわけか、竜也はむっつりと押し黙ったまましゃべろうとしない。

「竜也、なんか怒ってる？」

　こっちを向こうともしない竜也に、おそるおそる聞くと、竜也はじろっと目だけ動かして、一言。

「待ち合わせ」

「あっ！」

（やばっ）

　沢木からのバイトの話に浮かれてしまった一海は、竜也と待ち合わせしていたことを、すっかり忘れていたのだ。

「ごめん！　あの、あのさ、実は……」

「拉ら致ちされたってのは知ってる」

　竜也は手を挙げて一海の言葉を遮さえぎった。

「校門前で騒いでいた女の子たちに、おまえんちの電話番号を教えたのは俺だからな。ちなみに、おふくろさんの折り返しの電話を受けたのも俺」

「そーなの？」

「そうだ」

「そっか、そうだよねぇ」

　元々は竜也との待ち合わせのために校門まで行ったのだ。竜也が知らないはずがない。

　一海は、そこまで考えて、もう一つやばいことを思い出した。

「……だったらさぁ、昨日、もしかしておれが連れてかれた後、大騒ぎになっちゃってた？」

「なった」

「やっぱり」

　がっくりとうなだれる。

「どーしよ。みんなに色々詮せん索さくされちゃうかな。騒がれたくないのに」

　拉致された理由を話すなら、バイトの話もしなくちゃならなくなる。

　校則で学校の許可のないバイトは禁止されていて、モデルのバイトなんて絶対に許可が下りないだろうと思ったから、竜也以外の人には内緒にしておこうと思っていたのだ。

「それはない。──昨日、あの場所にいた奴らには、俺から事情を説明しといたから」

「事情って？」

「会ったことのない従い兄と弟こが、おまえをびっくりさせるために予告なしで訪ねてきたって、適当にでまかせいったら、みんなあっさり信じた」

「うわー、竜也って天才！　ありがと！」

「はいはい」

　遺伝子に対する盲もう信しんなのだろう。

　可愛い一海ちゃんの従兄弟なら男前なのも当然だと、噓をついた竜也が拍子抜けするほど、みんなあっさり納得してくれたのだ。

「で、何者だったんだ？」

「うん。──昨日話した、地下鉄で会った人だったんだ。沢木さんっていうんだけどね」

「そいつに……拉致されたのか？」

「うん。話してみると、気さくな感じで、けっこういい感じだった」

「いい感じって……」

　昨日はあんなに怖がってたのに、たかが一日でこの変わりよう。

　あまりのことに竜也は絶句した。

　そんな竜也の様子に気づかない一海は、それでね、と、上じよう機き嫌げんで昨日の出来事を報告する。

「──モデル？」

「うん。おれにモデルになって欲しいんだって。すごいだろ」

「……たしかにすごいな」

　こいつの警戒心はいったいどうなってるんだろう？

　竜也は頭を抱えたい気分になる。

「一日で随分なついたもんだな」

「なついたって、人を犬いぬ猫ねこみたいに……」

　むっと一海は頰を膨らませる。

「最初は怖かったけど、でも、ホントにいい人みたいだったんだよ。なんか、こう、すごく話しやすかったし」

「優しげな口調に騙だまされてるんじゃないのか？」

「優しげとか、そういうんじゃないよ」

「じゃ、どんな感じだったんだ？」

　突っ込まれて、返事に詰まる。

　話しやすかったのは事実だけど、全然優しくなんかなかった。

（すぐ怒鳴るし、えらそうだったし……）

　それなのに、なんで話しやすいと感じたのかがわからない。

「まぁ、いいさ。──で、具体的に、週何日通って、どんなことをやるんだ？」

「なにって……」

　またしても、一海は返事に詰まった。

「……モデルってしかいわれてないや。なにするんだと思う？」

「俺に聞くな。──具体的なこと、なにも聞いてこなかったのか？」

「うん。やっぱり、ポーズとって、何時間もじっとしてなきゃいけないのかなぁ？」

「……だから俺に聞くなって」

「ただジッとしてるなんて、すっごい退屈だよね。苦しいポーズとか要求されるかもしれないし……。どうしよう」

　せめてもう少し具体的なことを聞いてからＯＫすればよかったと、今さらながら、ちょっとだけ後悔してしまう。

「なあ、バイト先に一緒に行ってやろうか」

　ためらいがちに竜也がいった。

「なんで？」

「変な要求とかされたときに、味方が一人いれば強気に反抗できるだろう？」

「やだなぁ。子供じゃないんだから、一人でも大丈夫だって」

　それ過保護だよと、一海がふくれる。

　竜也としては、子供じゃないからヤバいんだと、声を大にしていいたいところだが、いっても今の一海は理解してくれないだろう。

　甘やかしすぎたなと、竜也は一海に気づかれないようこっそりため息をついた。

　校内でだったら、いくらでもフォローして助けてやれるから、余計な知識をつけなくても大丈夫だろうと思っていたのだが、今回の一件は少々厄介すぎる。

　庇ひ護ご欲を誘うその可愛さのあまり、一海を大切にして手助けをする者はたくさんいたが、変なちょっかいを出す者は今までいなかった。

　が、この世には、可愛いから苛いじめてやれと思う輩やからだって確かにいるのだ。

　沢木とかいう男が、その手の人種ではないとどうしていい切れるだろう。

　口を酸っぱくして説得しても、そもそも自分の容姿に根深いコンプレックスを持っている一海はきっと聞き入れてはくれない。機嫌を損そこねてふてくされるか、自分はそんなに頼りなく見えるのかと落ち込まれるのがおちだ。

　どうしたらいいんだろうかと、竜也は一人しみじみと悩なやんでいた。







（今日の竜也ってば、妙みようにお節せつ介かいだったよな）

　放課後。沢木の屋敷に向かうタクシーの中で、一海は知らず知らずのうちに眉み間けんにしわを寄せていた。

『いいか。妙な要求をされて困ったら、迂う闊かつに返事をしないでまず俺に電話しろ。場合によっては、すぐに助けに行ってやるから』

　帰り際ぎわ、竜也は真顔でそういったのだ。

　さらに、一海の携帯に、自分の携帯番号が入力されているのを確認したうえで、携帯を鞄かばんじゃなくてズボンのポケットに入れておくようにとまで命令された。

（まるで沢木さんが危険人物みたいじゃないか）

　あまりにも失礼だと思う。

（やっぱり、こういうのって、悪い人じゃないかって疑ってるみたいで好きじゃない）

　ごそごそと携帯を鞄に詰めなおしていると、初老の運転手が声をかけてきた。

「ぼっちゃん、もうじき幽ゆう霊れい屋敷だけど、あんなとこになにしに行くんだい？」

「あ、バイト先なんです」

「バイト？　あそこ、人が使ってるのかい？」

　運転手は本気で驚いているようだった。

「使ってるっていうか、住んでるみたいだけど」

「家族でかい？」

「たぶん一人暮らしじゃないかな」

「ほぉ、そりゃすごいねぇ。たいした度胸だ」

「どうして？」

　運転手の意味深ないいように、一海は身を乗り出した。

「いえね。あの屋敷に住んでいた一家が交通事故で亡くなったことがあったんだよ。二十年ぐらい前の話だがね。──それ以来、何度か所有者が替わったんだがね、出るとかいう話で、みんな早々に引っ越していって、今じゃあ、手入れもされずに荒れ放題のありさまだったんだがね……」

「でるって……なにが？」

「幽霊屋敷なんだから、やっぱり、ゆ～れいが出るんだろうねぇ」

「や、やめてください」

　わざとらしく声を震わせる運転手の言葉に、一海は身み震ぶるいした。

　生まれてから今まで、一海は一度も幽霊を見たことがない。これからだって見たくないと心の底から思っている。恥ずかしながら、テレビの心霊特集の再現映像の幽霊だって、怖いから見ないようにしているのだ。

「それ、ホントの話なんですか？　噓ですよね？」

　運転席のシートに手をかけ、バックミラーに映る運転手の顔を見ながらそう聞くと、バックミラーの中の運転手は苦笑した。

「噂だよ。うわさ。──実際は、あんまり屋敷が広すぎて管理が大変だから手放したってとこだろうな。掃除するのも大変だろうし、光熱費だって馬鹿にならないだろうからねぇ。住む人間がいなくなって、庭木が荒れ放題でおどろおどろした環境になっちまったから、近所の奴らが面白がって幽霊屋敷だといい出したってとこなんじゃないのかね」

「そ、そうですよね」

「今住んでる人に聞けば、一発でわかるだろ？　さ、着いたよ」

　タクシーを見送った一海は、一つ深呼吸してから屋敷へと振り向いた。

　昨日とはうって変わった晴天のもとで見ると、おどろおどろしい雰囲気は半減したが、屋敷の荒れようが細部までよく見える。

「庭師とか入れればいいのに……」

　一海が見たかぎりでは、広い庭に植えられた木々や植え込みは、それなりの計算に基づいて配置されているように思える。

　館の外がい壁へきをつたう蔦つたと雑草を除去して、庭木を少し剪定しただけで見み違ちがえるほど立派な外観になるんじゃないだろうか？

（沢木さんにいってみよっかな）

　そんなことを考えながら、門を抜け玄関へと向かう。

　呼び鈴りんを探してキョロキョロしたが、生憎ついていないようで、その代わりに年代物らしい手の形をしたドアノッカーがあった。

「うわっ、悪趣味」

　ドアに取りつけられた、鈍にぶく光を反射する黒い手は、微かすかに丸められた形で垂れ下がっていて、まるで幽霊の手を連想させる。

　なま温かかったらどうしようかとビクビクしながらそうっと触ふれると、金属特有のひんやりした感触が伝わってきた。ホッとして、数回鳴らしてみたが、館の内部からはなんの応答もない。

「いないのかな……」

　試しにドアに手をかけたら、鍵はかかっていないようだった。

「おじゃましま～す」

　重いドアを開けると、ギギギィ～ッと金属がこすれあう嫌な音がする。

　タクシーの運転手の話ですっかり臆病になっていた一海は、ドアノッカーよりずっと大きいその音に、ビクビクと首をすくめながら屋敷に足を踏み入れた。

「うわっ」

　館の内部は昨日とは全く違ちがっていた。

　昨日は薄暗かったからよく見えなかったのだが、今日は二階へと続く階段の踊おどり場ばの大きな窓から日光が明るく差し込んで、玄関ホール全体を明るく照らし出し細部までハッキリと見て取れる。

「きったな～い」

　思わず、手で口と鼻を覆おおってしまいたくなるような光景だった。

　タイル張りの玄関ホールも二階へと続く階段も、うっすらとほこりが積もっているし、よく見ると昨日は綺麗だと思ったシャンデリアには蜘く蛛もの巣まではっている。

　玄関のドアから、昨日お邪魔した部屋まで続く床にはほこりが積もっていなかったが、これは掃除したというよりも、何度も歩いたせいでほこりが左右にはらわれただけなんだろう。

　昨日気になった古い柱時計を見に行きたい気がしたが、通路以外の床に踏み込むと、ほこりが舞い上がってしまいそうで躊ちゆう躇ちよしてしまう。

「こんなとこで暮らしてて平気だなんて、よっぽど神経図太いんだな」

「なんだ？　さっそく俺の悪口か」

　思わず呟いた言葉に、沢木の低い声が応じた。

　ドアの開く音で一海の訪れを知ったのだろう。沢木は昨日通された部屋のドアから顔を出していた。

「よく来たな。──ほら、さっさとこっちに来い。ちび」

「ちびじゃないよ！　一海」

　ニヤニヤ笑う顔がドアの向こうに消える。

　一海は急いでそのあとを追って、部屋に入った。

「あれ？」

「なんだ？」

　部屋に入った途と端たん、違い和わ感を感じて一海はキョロキョロと周囲を見回した。

「この部屋、昨日とイメージ違うけど……。あ、照明器具替えたの？」

　間接照明だけの薄暗かった部屋が、一変して明るくなっている。

「そ。このほうがよく見えるだろ」

「うん。健康的。最初からこうしてればいいのに」

「うるさい。昨日まではあれで充分だったんだ。──で、一海。今日はなにを飲む？」

　各種果物のジュースに、メジャーな炭酸飲料、ココアに牛乳にお茶まで用意したぞと沢木が威張る。

　喉は渇いていなかったが、断るのも悪いような気がして、ありがたくオレンジジュースをいただいた。

「ねぇ、この屋敷に幽霊が出るって噂があるって、タクシーの運転手さんがいってたけど、ホント？」

「ああ、その噂か……」

　沢木は真っ昼間だというのに、当たり前のような感じでミニバーからビールを取り出した。

「幽霊に会えるんじゃないかって、俺も少しばかり期待してこの屋敷を買ったんだが、残念ながら気配すら感じねぇよ」

「残念って……。沢木さんって、変わってる」

「そうか？」

　どうやら幽霊と会わずにすみそうだとこっそり安心していた一海は、沢木の表情が少しばかり翳かげったことに気づかなかった。

「まぁ、前に住んでたマンションよりずっと静かで涼しいから、気に入ってるがな」

「ふ～ん」

　沢木は伏し目がちに笑いながら、一海の正面に座った。

「さて、と。──お、ちょうどいい感じだな」

　一海の顔を真正面から見据えた沢木が満足そうにうなずく。

「なにが？」

「明るさの問題だ。やっぱり、これぐらい明るくねぇとちゃんと見えないからな」

　沢木はうんうんと一人で納得して、一海を眺めながら嬉しそうににこにこしている。

（な、なんか恥ずかしい）

　真正面から鑑賞されることに慣れていない一海はどうにも落ち着かない。

　恥ずかしくなって、オレンジジュースの入ったグラスに視線を移したら、「こっち向けよ」と怒られた。

（……ちょっと甘く考えすぎてたかなぁ）

　仕事の種類によっては、自分の顔が全国レベルに流れる可能性があることに、今さらながら気づいて、一海は不安になってきた。

　沢木に見られてるだけで、こんなに落ち着かないのだ。たくさんの人の目に触れる作品に使われたりなんかしたら、恥ずかしさのあまり家から一歩も出られなくなるかもしれない。

「ねぇ、沢木さん。おれをモデルに使うのって、どんな仕事なの？」

　おどおどと視線を沢木に戻しながら、聞いてみる。

「ん？　特にオファーが来てるわけじゃないんだ。これは、仕事っつうより趣しゆ味みの範はん囲いだからな。締め切りもないし、売りもんにするかどうかも決めてないから、気楽にしてていいぞ」

「そっか、習作みたいなものなんだ」

　一海はホッとした。

「じゃあさ、モデルって、具体的になにすればいいの？」

「ああっと、そうだな……」

　意外なことに沢木は即答しなかった。

　どうやら、沢木自身、具体的になにをさせるとかいうプランを考えていないようだ。

「やっぱ、ポーズとかとってじっとしてなきゃ駄目？」

「あ、いや。そんなんしなくていい。──う～ん、そうだなぁ……。勝手に好きなことしてていいぞ。俺は動き回るおまえを見て、気分が乗ったら適当に描くから」

「勝手に好きなことって……、モデルって、そんなんでいいの？」

　拍子抜ぬけした一海が首を傾かしげると、沢木はちょっと困ったように癖くせっ毛の髪をかき回した。

「あ～、うん。とりあえずは、それで充分だ」

　好きなことをしてていいといきなりいわれても、一海としてはなにをしたらいいのかすぐには思い浮かばない。

（どうしよ）

「宿題とか、あるんじゃないのか？」

　戸惑ってキョロキョロしていると、同じように戸惑っているらしい沢木が提案してきた。

「今日はないよ」

「う～ん、じゃあ、スケッチでもしたらどうだ？　地下鉄で会ったときスケッチブック持ってたみたいだし、おまえも絵を描くんじゃないのか？　なんだったら、俺が指導してやってもいいぞ」

「いいよ。そんな畏おそれ多い」

　一海は慌ててぶんぶんと首を振った。

（め、めざとい）

　スケッチブックが入っている鞄をちらっと見ながら、運が悪かったと一海は思った。

　あの日は、たまたま寮生に借りた本で鞄がいっぱいになったから、しかたなくスケッチブックを手に持っていただけで、いつもは人目につかないように鞄の中に押し込んでいるのだ。

　スケッチブックの中身は、とても他人に見せられるようなものじゃない。

　だから、スケッチブックを開くのは自分の部屋か、竜也の寮の部屋だけで、他の場所では絶対に開かないようにしている。

「美術部じゃないのか？」

「違うよ。ちょっとした趣味で……。あ、ちょっと！」

　沢木がひょいっと手を伸ばし、一海の足下から鞄を持ち去る。

「だめだめだめ～っ！」

　他人の鞄の中を勝手に見てはいけないというモラルがないのだろう。沢木は、テーブル越ごしに鞄を取り返そうとする一海から身を引いて逃げると、ためらいもなく鞄を開け、スケッチブックを取り出し、

「どれ」

「だ、だめだってばっ！」

　一海が止める間もなくスケッチブックを開いてしまった。

（笑われるっ）

　目を閉じてギュッと身を硬くした一海の耳に、短い口笛が届いた。

「すごいな。──これ全部、おまえがデザインしたのか？」

　パラパラとスケッチブックをめくる沢木の声からは、馬鹿にしたような調子は感じられない。

「わらわない……の？」

「わらう？　なんでだ？」

「だって、そういうのを描いてるのって変だし……」

　スケッチブックには、幾き何か学がく模様や植物を単純化したパターンが、思いつくままに描きためてあるのだ。

　それは一海にとって、趣味と呼べる唯ゆい一いつのものだったが、親友である竜也以外、そのことを知る人はいなかった。

　人の顔や風景なんかをスケッチしていたのなら、気き後おくれすることなくこれが自分の趣味だと公表できただろうけど、自分の頭に浮かんだイメージをせこせことパターン化してスケッチしているだけなんて、凄く根暗で意味のないことに思えて、人に話す気にはなれなかったのだ。

「別に変じゃないさ。学生時代の知り合いに、こういうデザインで食ってるやつもいるしな」

　沢木があまりにもあっさりと肯定するから、身構えていた一海は逆に拍子抜けしてしまった。

　今までずっと、他人に自慢できない根暗な趣味だと思ってきたのに、その考えが根底から覆くつがえされた感じがする。

　一海は嬉しくなった。

「そういうのを描く職業ってあるの？」

「あるさ。ま、たいして金にはならないけどな。──これ、包装紙のデザインか？」

「違うよ。……っていうか、なにに使うとか、意識しないで描いてたんだ。でも、包装紙とかより、布っぽいイメージのが強いかも」

「なんでだ？」

「おれの母さん、すごく綺麗なパッチワークをつくるんだ。で、それをいたずら書きっぽくスケッチしたのが、こういうのを描くようになったきっかけだったりするからさ」

「基本は柔やわらかで温かいママのイメージか……」

　沢木はスケッチブックを一海に返して、煙草をくわえるとにんまりと笑った。

「おまえ、マザコン？」

「ち、違うっ！」

　ちょっと気を許した途と端たんに、この暴言。

　一海はスケッチブックを抱きしめて、沢木を睨にらみつける。

「怒るな怒るな。──そういうことなら、この屋敷内は宝の宝庫かもな。あちこちに手の込んだレリーフが施ほどこされてるし、二階部分は純和風で、欄らん間まとか、寄せ木細工づくりの棚とかがあるぜ。イメージを広げる役にたつだろ」

「ここって、二階は和風なの？」

「ああ。変わってるだろ。廊下は板張りの洋風だがな、室内は畳たたみ敷じきさ。窓は二重になっててな、外から見ると観かん音のん開びらきの西洋式だが、内側には障子戸がはまってる」

「それ、おもしろいね」

　一海は、さっそく見てこようとスケッチブック片手に部屋を出かかったが、ふと足を止めて振り返った。

「沢木さん」

「なんだ？」

「二階って、掃除してる？」

「…………してねぇよ」

（やっぱり）

　あの階段のほこりの積もり具合からして、この屋敷に住むようになってから一度も掃除してなさそうだ。

「もしかしなくてもさぁ、玄関ホールとかもしてないよね」

「ああ。そうだな」

「掃除する気って……？」

「ない」

　きっぱりと返事をされ、一海はとぼとぼとソファーに戻もどった。

「なんだ？　二階、見に行くんじゃないのか？」

「あんなにほこりが積もってるトコにいったら、くしゃみがとまらなくなっちゃうよ」

「ひよわ～」

「そういう問題じゃない！　自分の住んでるとこを綺麗に維い持じしようって思わないの？」

「思うさ。だから、使ってるとこは一通り綺麗にしてるだろ」

　と、部屋の内部を手で指し示す。

「ここしか使ってないの？」

「正確にはこの一角だけだな」

　この部屋の入り口から、向かって右側のドアの向こうがキッチンで、左側のドアを開けると廊下を挟はさんで寝室とバスルームがあると沢木がいう。

　ここに住むに当たって、その部分だけに手を入れて、他にはいっさい触れていないと威い張ばられ、一海はあきれてしまった。

　こんなもったいない使い方をするんなら、この広い屋敷に住む意味がないように思える。新築のマンションを購入すればよかったのだ。

　マンションだったら、業者が庭や玄関ホールを綺麗に維持してくれるんだから……。

（こんなんじゃ、庭の手入れしたらなんて、いうだけ無駄だよ。もう、しかたないなぁ）

「よしっ！」

　一海はスケッチブックをソファーに放り出して、すっくと立ち上がった。

「いきなり、どうした？」

　いぶかしげな沢木に、一海は「掃除用具って、どこ？」と聞く。

　意表をつかれたのか、沢木はくわえていた煙草をぽろりと落とした。







「……は？」

　ポカンと口を開け、竜也は間の抜ぬけた顔をする。

「だからぁ、掃除することにしたんだってば」

　沢木と同じ反応を返した竜也に、一海はもう一度同じ言葉を繰くり返した。

「おまえが掃除を？　本気か？」

　お昼休み。一海は母の手作り弁当をつつきながら、昨日の出来事を竜也に報告していたのだが、竜也の過剰な反応に少々ふてくされてしまう。

「そんな驚かなくたっていいじゃんか。これからずっと通うんだし、綺麗なほうがおれだって居心地いいもん。──モデルのバイトっていっても、好きなことしていいっていわれちゃったし、一応、バイト料貰うんだから遊び惚ほうけてるのも悪い気がするじゃんか。代わりに掃除くらいしてやろうかなって思っただけだよ」

　バイト料として、交通費しか貰わないことになってるって話は竜也にはしていない。

　その話をすると、芋いも蔓づる式しきで、自分の容姿に対するコンプレックスのことを、改めて話さなきゃならなくなりそうで嫌だったからだ。

「一通り掃除が終わったら、次は屋敷内のスケッチとかもするつもりなんだ」

　とはいえ、屋敷内だけじゃなく、表通りに面した庭の掃除も少しやろうと思っているから、スケッチができるのはいつになるかわかったもんじゃないのだが。

「ああ、そう……。それは予想外だったな」

「予想外って？」

「いや、だから、まさかそういう展開になるなんて思ってなかったからな」

　一海の顔を気に入って声をかけてきた男が、モデルになってくれなんていいだしたのだ。

　竜也としては、その男に下心があって、ヌードモデルとか、その手のやばい話に絶対発展するだろうと心配したのに、現実には全く違うらしい。

　そして、もう一つ予想外だったのは一海の行動だ。

　竜也が知る限り、一海は自分から行動を起こすタイプの性格じゃない。

　甘やかされ大切に育てられてきたせいなのだろうとは思うが、なにか困ったことがあってもなかなか自分で動くことができずに、見かねた誰かが助言したり手を差し伸べてくれるまで、おろおろとその場に立ちすくむことが多かったのに……。

「お茶飲んで、掃除ねぇ……」

　バイト中とはいえ、掃除は一海の自発的な行為らしい。今までの一海は、他人の世話になることはあっても、他人の世話を焼いたことなんてなかったはずだ。

（これは……いい変化なんだろうな）

　バイトの話をする一海は、今まで見たどんなときより生き生きしてて楽しそうだ。

　臆病な一海が、短期間でこれだけ懐いたのだ。もしかしたら、沢木の言動に下心や演技なんてなくて、単純にモデルとしての一海を必要としていただけなのかもしれない。

　モデルになってくれといっておきながら、それらしいことを一海にさせずに好き勝手に動き回っている姿を眺めているだけだなんて、モデルというよりペットがわりに側に侍はべらせているのと同じような気もするが、竜也は、とりあえず黙って成り行きを見守ってもいいかもしれないと思うようになっていた。

「で、その沢木とかいう人も手伝ったのか？」

「まさか」

　一海は肩をすくめた。

「そんなことしなくていいっていってさ、でかい図ずう体たいでずっとまわりをうろちょろしてたよ。すっごい邪魔だった」

「あ、そ」

「そんなだから、当分は寮に遊びに行けそうにないんだ。でさ、寮のみんなに借りてた本とか、竜也に頼んでもいい？」

「それは……駄目だ」

「なんで？」

　こんな些さ細さいな頼み事、いつもは二つ返事でＯＫしてくれるのにと、一海は首を傾かしげた。

「なんでもだ。──クラス教えてやるから、自分で返しに行ったほうがいい」

「……わかった」

　一応は納得したようだが、ちょっと尖った唇が一海の内心を雄ゆう弁べんに物語っている。

　竜也が断ったのは、寮生に対する義理があるからだ。

　一海が寮に遊びに行くことを楽しみにしている以上に、寮生のみんなは、一海が遊びに来るのを楽しみにしていた。

　御崎学園は、生徒の学力はピン切りで、学校としての学力レベルはさほど高くない。しかも、入学金も授業料も高い私立校で、寮にまで入って通いたいと思うような有名校でもない。

　だから、男女あわせて六十人程度の寮生達には、家から学校に通えない、それなりの事情を抱えている者が多かった。

　そんな寮生達にとって、一海はたんなるアイドルじゃなく、温かい家庭で育てられた幸せな子供への憧れとか、未来への希望とか、そんな複雑な感情の象徴のような存在でもあるのだ。

　一海が寮に通わなくなると知ったら、みんな、きっとがっかりするだろう。

　寮生である竜也には、彼らの気持ちがよくわかる。それだけに、数少ない一海との接近遭そう遇ぐうの機会を自分の手で握りつぶすことはできなかった。

（当分は騒がしいだろうな）

　一海が寮に通わなくなったら、その不満は一海本人じゃなく、竜也に向かうはず。

　放課後に一海と過ごす時間がなくなっても、退屈している暇はなさそうだ。

　なんで一海ちゃんは遊びに来なくなったんだと、複数のむさい男子生徒に泣きつかれるかと思うと、さすがに竜也も気が重かった。




　　　☆




　その日、一海は機き嫌げんが悪かった。

　掃除をする気分になれなくて、ソファーにだらりと寝ね転ころがっていると、くわえ煙草の沢木が上から覗き込んでくる。

「どした？　今日は階段の手すりのレリーフを磨みがくんだとかっていってなかったか？」

「今日はパス。そんな気分になれない」

「………生理痛？」

「なんで、そーなるのさ!?」

　ムカッ！　と怒って起きあがった一海を見て、沢木がニヤニヤ笑う。

「怒る元気があるんなら、大丈夫だな」

「……もう」

　からかわれたのに、これ以上怒る気にもなれない。

　起きあがったものの、それ以上動くのが面倒で、ミニバーのスツールに座ってスコッチを飲み始めた沢木をぼんやり眺めた。

　沢木の屋敷に通うようになってもうじき二週間が経たつ。

　相変わらずモデルらしいことは一切しないで、掃除機やモップを持ってあちこち掃除しまくるだけなのだが、この奇妙なバイトにすっかり慣れてきた一海にとっては、不思議と楽しい毎日だった。

　毎日少しずつ綺麗になっていく屋敷を見ていると、寮内でだらだらと遊んでいた頃よりは、ずっと有意義なことをしているような気分になれた。

　そんな一海を、沢木はただ見ていた。

　はじめの頃は、じっと見られるのが恥ずかしかったが、それも次第に慣れた。

　いくらでないといわれても、日暮れ頃になると幽ゆう霊れい屋や敷しきと噂される広い屋敷の中を一人でうろつくのはちょっと不安になる。そんなときに、沢木の姿が近くにあると、むしろホッとするぐらいだ。

　沢木は、一海を見ているだけで、なかなか絵を描かこうとしない。それどころか、一海を連れてたまに夕食を食べに行くときぐらいしか、屋敷から外出していないように思えた。

　ちょっと気になって、ＣＭの企画とかポスターの仕事とか、ちゃんとしてるのと聞いてみたら、当たり前だろうがと威い張ばられた。

　仕事は事務所のほうでやっていて、一海が来る時間にあわせて自宅に戻るようにしているのだという。

　そんな沢木の答えは、一海の耳にくすぐったく響ひびく。

　大切にされてるような気がして、ちょっとだけ甘えたくなったりするぐらいに……。

「沢木さん」

「なんだ」

「昼間っからお酒飲むのって、だらしないとかって思わない？」

「思わないね。俺は、今日も朝早くからちゃんと労働してるからな」

「朝早くって、何時？」

「四時」

「マジ？」

「マジマジ。大マジ。──事務所の奴らに、ボスなんだから、自分たちより早く出勤するのは勘かん弁べんしてくれっていわれちまったよ」

「じゃあ、沢木さん時間だと、今は夜なんだ」

「そういうこと」

「そっかぁ。この部屋のブラインドが閉めっぱなしなのは、そういう理由なんだね」

「なんだ、そりゃ」

「違ちがうの？」

　ブラインドを閉め切って煌こう々こうと蛍けい光こう灯とうの明かりで照らされている部屋に、日の光は届かない。普ふ通つうの人と違うサイクルで生活してるから、わざとそんな風にしてるんだと一海は思ったのだが、どうやら違ったらしい。

「じゃ、ブラインド開けていい？」

「いいぞ」

　ブラインドのひもを引っ張ると、明るい午後の光が部屋の中へと進入してきた。

「ここの窓、渋いデザインだね」

　窓というより、ドアといったほうがいいかもしれない。

　上部が円形になった観かん音のん開びらきの大きな窓には、草木のレリーフが施ほどこされた磨すりガラスが全面にはめ込んであった。

「それか。──今時のサッシにしたかったんだがな、リフォームを頼んだ知り合いが、この窓は絶対にいじらんってごねてな。しかたなく、昔のまんまにしてあるんだ」

「ぼく、その人に賛成。ここだけサッシの窓にしたらせっかくの外観が台無しじゃんか」

「……幽霊屋敷のか？」

「そうじゃなくて！　この屋敷、手入れさえすれば、すっごくおしゃれな感じになると思うってこと」

　鍵だけは真新しい。窓の下側と中程の二カ所を開けて、大きく窓を開いた。

「わぁー」

　なま暖かい外気と共に、視界いっぱいに濃い緑が広がった。

「すごい！　裏庭も広いんだねぇ」

　手入れをされていない裏庭はまるでジャングルのようだ。

　蔦つたに覆おおわれた不気味な屋敷の外観が視界に入らない分、好き放題にのびきった緑からは、生き生きとした明るい印象を受ける。

「ねぇ、あれ、テーブルじゃない？」

　長い雑草の隙間から、白っぽい色がのぞいていた。

　昔、この家に住んでいた人が置きっぱなしにしていったテーブルセットなんじゃないかと思った一海は、ちょっとウキウキした気分になって庭に出ようとした。が、

「そこまでにしとけ」

　と、背後から沢木の声。

「なんで？」

「窓開けとくと暑いし、虫が入る」

　沢木はとくに抑揚のない声でそういったのに、一海はなんだかしかられた気分になった。

　怒鳴られたことは何度もあったが、こんな気分になったのはこれが初めてだ。

「う……ん」

　ここら一帯の雑草を抜いて、テーブルの掃除をすれば、ここでアフタヌーンティーとしゃれ込めるかも、なんてことを考えていた一海は、気をそがれてがっかりした。

　それでも、ブラインドを閉める気にはなれなくて、開けたままでソファーに座り、磨りガラスの模様越ごしにうつる濃い緑をぼんやり眺める。

「ここって、ブラインドじゃなきゃ駄目？」

「なんだ。いきなり」

「カーテンのほうがこの窓には似合うと思うんだよね。モスグリーンのシンプルなカーテンとかさ」

「そのうちな」

　その気が全くないのがみえみえの返事に、一海はさらにしおれてしまった。

「……つまんないの」

　こっそり呟くと、なんだか身体までだるくなってくる。

　一海はズルズルと横よこ滑すべりしてソファーに上半身を倒した。

「具合でも悪いのか？」

「んー、ちがうけど……」

「じゃ、どうした？　今日、変だぞ」

「なんか色々考えんのが面倒でさぁ。……沢木さんはいいよねぇ。才能があって」

「なんだ、そりゃ」

「おれってば、なんの取り柄もないんだもん。おれにも沢木さんみたく飛び抜けた才能があったらよかったのに……。そしたら、進路とかだって悩なやむことないしさ」

「絵の才能があっても、成功しない奴もいるけどな」

　沢木が苦笑混じりに呟く。

「そう？」

「そうだ。ぼくちゃんが思うほど、世の中は甘くない」

「やなこというなぁ」

「真実さ。才能だけじゃ、チャンスはつかめない。努力も必要だし、少々えげつない真似だって必要だってことさ」

「努力はいいとして、えげつない真似ってなに？」

「自分の存在を知ってもらうための営業活動みたいなもんだ。絵ばかり描いてたって、表おもて舞ぶ台たいには立てないからな。死んでから才能を認められたって意味ないし……。──で、ナニが面倒なんだって？」

「んー、今日さぁ、進路希望調査のプリントが配布されたんだよねぇ。それで悩んでんの」

「なんだ、んなことか」

「なんだって……。人ごとだと思って、あっさりいってくれるじゃん」

「とりあえず進学するんだろ？」

「そうだけどぉ……」

「おまえ、まだ高二だろ？　そんなマジに悩むことないって」

「でもさぁ……」

　──お姉ちゃんは、高校のときから自分の将来をちゃんと考えてた。

　一海はそういおうとして、言葉を飲み込んだ。

　姉と比べても惨めになるだけだってわかってるのに、無意識のうちに比べてしまう。そして、さらに落ち込んで、気がつくといつもの堂々巡りの袋小路にはまってしまうのだ。

（ぼくって、学習能力ないんだなぁ）

　クロス張りの天井に向かって、ため息をついた。

（………寝ちゃお）

　このまま考え続けるのは精神衛生上よろしくない。

　一海は目を閉じた。

（ヒツジさん、いらっしゃ～い）

　と、頭の中で、ヒツジを二十頭ほど数えた頃、カウンターにグラスを置く音がした。

「一海……？　おい、まさか、寝ちまったのか？」

「ん～」

「おい、寝てもいいから、目だけは開けとけ」

「なんだよぉ、それ。好きにしてていいっていったじゃんか。──どーせ、絵だって全然描いてないしさ」

　カラカラと氷がふれあう音がする。

「……下絵は描き始めたんだがな。これがなかなか」

　沢木が深く息を吐く。

「ほんとぉ？　この屋敷で画材のたぐい見かけたことないんだけど」

「寝室のほうに置いてんだよ」

「ふ～ん。こんど……みせ…て…」

「おい、こら、目つぶってんじゃねぇよ」

　うとうとしはじめた一海は、このまま眠るべく沢木の声をシカトすることにした。

「一海……？」

　カンとグラスを置く音、そして足音が近づいてくる。

「おい」

　声と同時に、かるく前まえ髪がみを引っ張られた。

「……ん」

　本気で眠る体勢に入っていた一海は、その手を払はらいのけ、暗がりを求めて背もたれ側へと寝返りをうつ。

「しんじらんねぇ。マジで寝やがった」

　夢うつつであきれたような声を聞く。

「おい、起きろ。起きないと、襲うぞ」

（なんだよ、それ）

　声を出すのが面倒で、心の中で反論する。

「なぁ、目あけろって……」

　肩を揺すられたが、これは逆効果だった。

　ソファーのスプリングがゆらゆらして気持ちいい。

「うっすい肩。見た目より瘦せてるよなぁ。おまえ、同い年の女の子達より軽いだろ？　そんなんで彼女とかつくれんのか？」

（ほっといてよ！）

「腕も脚も細いしよ」

　大きな手が確かめるようにあちこちに移動するのを、一海は完全にシカトしていた。

（怒らせて、起こそうとしてるんだ）

　その手には乗るもんかと、ちょっとくすぐったいのを我が慢まんする。

「ケツも小さいよなぁ」

　とどめとばかりに、沢木がつるんとお尻を撫でた。

（ひーっ！　沢木さんってば、そこまでする!?）

　これが女の子相手だったら、殴られても、セクハラで訴えられても文句はいえないところだ。

　一海も、ふざけんなと怒りたかったが、せっかく今まで我慢したのだ。もうちょっとだけ我慢して、お昼寝タイムに突入したい気持ちのほうが強い。

「ここまでやっても起きないか……」

　沢木がつまらなそうにいった。

「しょうがねぇなぁ。ソファーが汚れるだろうが」

　足を持ち上げられ、靴を脱がされる。

　どうやら、このまま寝かせておいてくれる気になったらしい。

「自分勝手な奴だな。おい」

　囁ささやきとともに、大きな手で髪をくしゃくしゃされた。

　普段だったら、「あんたにいわれたくないよ」と憎まれ口の一つも叩くところなのだが、髪を撫でる大きな手の感触が心地良い眠りを誘って気持ちいいばかり。

「……俺は、おまえみたいなガキに、なにを求めてるんだろうな」

　一海が深い眠りに落ちる間際、ぼんやりした意識の中で、沢木がそう呟いたような気がした。







　次に意識が戻もどったのは、息苦しさのせいだった。

「ぷぷっ」

　口を大きく開けて息を吸い込み、目を開ける。

「やっと起きたな」

　息を感じるぐらい近くに、嬉うれしそうに笑う沢木の顔がある。

（きれいなかお……）

　寝ね起おきでぼんやりしていた一海は、触さわってみたくなって、思わずその顔に手を伸のばした。

　が、触れる間際、はたと現在の状況を認識して、伸ばした手で鼻をつまんでいた沢木の手を払いのけた。

「もちょっと、違ちがう起こしかたしてよ」

　いつになく優しげな笑みを浮かべてるのに、やってることは子供のいたずらと一いつ緒しよだ。

「鼻を高くしてやろうっていう俺なりの親切心だ。ありがたく思え」

「……どーせ、鼻、低いよ。──どれぐらい眠ってた？」

「二時間弱。──なぁ、飯くいにつきあえよ」

「うん」

「散歩にはちょうどいい時間帯だし、今日は徒歩な」

　蛍光灯が消されている部屋の中は、窓から差し込む夕焼け色に染まっていた。

　家の鍵を手に部屋を出ていく沢木の後を追った一海は、ふと例のオレンジ色の絵の前で足を止めた。

　夕焼けを描いた絵が、夕焼け色の光で照らし出されている。

（ああ、そっか……）

　一海は、この部屋で初めてこの絵を見たときの違和感の理由がわかった、と思った。




「沢木さんの絵って、暗いのが似合わないんだ」

　屋敷を出て、オレンジ色に染まる道を肩を並べて歩きながら、一海がいった。

「のーてんきだってか？」

「そうじゃなくてさ。夕焼けを描いた絵なのに、夜が似合わない絵なんだなぁって思ったんだ」

　最初にあの絵を見たときの違和感がそれだったのだ。

「だって、ほら。空見てよ。夕焼けってさ、明るいのは一瞬だけで、徐じよ々じよに薄うす暗ぐらくなって来て、自然に夜になってくでしょ？　真っ暗になる間際の微かなオレンジ色の光だって、夕焼け色なんだよね。でもさ、沢木さんの絵って、一番明るいときの夕焼けのイメージで、暗くなってくのが想像できない感じなんだ。──あっと、オレンジ色じゃなくて、琥こ珀はく色か」

「こはく？」

「うん。母さんがいってたんだ。あの絵の色は琥珀色なんだって」

「……するどいな。実はあれは夕焼けの色じゃないんだ」

「なに、それ？　じゃ、なんの色？」

「なんなんだろうなぁ。……自分でもよくわからん」

「ふ～ん……。沢木さんでも自信がないってことあるんだ。ちょっと嬉しいかも」

「勝手にいってろ」

　沢木は苦笑しながら、くわえていた煙草に火をつける。

　一海は、少し前から、沢木があの部屋の中では煙草を吸わないことに気がついていた。

　でも、部屋には煙草の臭いが染しみついているから、きっと自分がいるときだけ、吸わずにくわえ煙草で我慢してくれてるんじゃないかと思う。

　さらに、煙草のポイ捨てもしなくなって似合わない携帯灰皿を常備していたりなんかするし、食事に行くときは無理に車に乗せようとはしないで、一海を送りがてら駅近くの店を選んで連れて行ってくれる。

　二人で外出するときは家の鍵を締めていくのに、なぜか一海が屋敷を訪れるとき鍵がかかっていたことが一度もないのも気になる。

　バイトを重ねてすぎる日々の中で気づいた、そんな色々なことは、一海を幸せな気分にしてくれた。

　最初、バイトの話をしたときにいい顔をしなかった姉や竜也に、この話をして見返してやりたいような気もするが、そんなことをするよりも、自分一人の胸の中でその事実を温めていたほうがずっといい。

　無言で歩いていた沢木が、不意に鼻歌を歌い出した。

　夕焼けこやけで日が暮れてで始まる、有名な童謡のメロディー。

（沢木さんってば、童謡が似合わな～い）

　心の中でこっそり呟き、一人でほくそ笑んだら、かるく頭を小こ突づかれた。

（こういうのって以心伝心っていうのかも……）

　小突かれたのに、それを嬉しいと思う自分がいる。

　でも、一海は、そんな自分の気持ちの変化の理由に、まだ気づけずにいた。




　　　☆




　土曜日の放課後、いつものように沢木の屋や敷しきに向かった一海は、その日の掃そう除じのノルマを終えたあと、いそいそと応接室のソファーに向かった。

　ソファーでの昼寝に味をしめ、帰る前に一眠りしていこうという計画だったのだが、横になる前に「今日は駄目だ」と沢木に止められた。

「なんでさ」

「メシ食いに行こうぜ」

「四時前だよ。まだ早いじゃん。一眠りしてからでいいでしょ？」

「駄目だ。駅近くじゃ、たいして美う味まい店もないしな、たまには遠出して、美味いモノ食わせてやるよ」

　沢木がチャリチャリと鍵を揺らす。

　珍めずらしく酒を飲んでないし、普段はラフなジーンズ姿なのに、今日に限ってレザーできめているから変だなとは思っていたのだが、沢木は最初からそういう計画を立てていたのかもしれない。

　そういうことならつきあってやってもいいかなと、一海は自分の計画を放ほう棄きして、沢木の計画に乗ることにした。

「ちゃんと家まで送ってってやるから、鞄かばんも持ってこいよ」

「うん」

　二人で沢木のＢＭＷに乗るのは、初めてこの屋敷に連れられてきたとき以来だ。

　最初に乗ったときは緊張していて気にしてなかったが、さすがに高級車だけあってシートの座り心地は最高だ。一瞬、昼寝しようかなとたくらんだが、運転が乱暴すぎて断念せざるをえなかった。

「ねえ、どこに連れてってくれるのさ？」

　ウキウキしながら聞いたが、サングラスで目元を隠かくした沢木は、着いてからのお楽しみだと教えてくれない。

　二十分ぐらい走った頃、車は一軒の店の前で停まった。

　が、そこはどう見ても食べ物屋じゃない。

「ここ、洋服屋じゃないの？」

　しかも、流行に疎い一海でさえ知ってるブランド名が書いてある。

「バイト代がわりに、服買ってやるよ」

「いいよ、そんなの」

　またか、とあきれながら、一海は首を振った。

　今までにも何度か、バイト代を払う、いらないと、押おし問もん答どうを繰くり返してきたのだ。

「俺がよくない。ちゃんとした店に連れてくのに、制服じゃ恥ずかしいからな」

　さっさと降りろと促されて路上に降り立ったものの、店にはいるのを躊ちゆう躇ちよしてしまう。

「なんだよ。嫌だってのか？」

「嫌じゃないけど……、おれ、自分で服選んだことないから……」

　沢木に牙を剝むかれ、一海はしかたなく白状した。

　年に何度か、母か姉にむりやり連れられて、サイズの合う服を適当に選んでもらって買うのがいつものパターンで、最近の流行なんてさっぱりわからない。

　だから、自分を選んでくれと自己主張している大量の服を見たって、どれを手にとっていいのかわからず戸惑ってしまうのがおちだ。

「ぼくちゃんは、ママがいないと服も買えないってか」

　からかわれても真実なだけに反論できない。

「いいよ、もう。制服だって平気な店に連れてってよ」

　赤くなって、ＢＭＷに戻もどろうと沢木の腕うでを引っ張ったが、逆に腕を取られて引っ張られた。

「駄目だ。服なら、店のねえちゃん達に選んでもらえばいいだろうが。ほら、行くぞ」

　ズルズルと引っ張られて店に連れ込まれ、ぽいっと店員の女性の前に放り出される。

「こいつに似合いそうな服、適当に選んで着せてやってくれ」

「は、はい！」

　沢木の顔を見て一瞬赤くなった店員は、次に一海の顔を見てにっこりと微笑ほほえむ。

「あなただったら、かわいいからどんな服でも似合いそう。ほら、こっち来て」

　ここまで来て逃げるわけにもいかず、一海はしぶしぶながら店の奥に足を踏み入れた。




「こんな感じで、いかがですか？」

　着せ替え人形のようにいろんな服を着せられたが、最終的には、裾すそ長ながで襟えりの大きい、淡あわい桜色のジップアップシャツと、同素材で少しだけ色の濃い七分丈たけのパンツに着替えさせられた。

「いいんじゃねぇか」

　沢木がニヤニヤと応じる。

　一海としては、選んでくれた店員が側そばにいなければ、「噓つけ」と口答えしたい気分だ。

　店員はモード系だとかいってたけど、光こう沢たくのあるシャツは女の子が着そうなデザインだし、七分丈のパンツなんて着慣れていないから、妙に中途半端な感じがして、すごく落ち着かない。

「それで、これだとシンプルすぎるから、胸むな元もとにこれ」

　準備していたらしく、店員が赤系のサングラスを襟もとにぶら下げる。

「さらにリングを指に」

　シルバーのリングを、ギュウギュウと右手の中指にはめ込まれた。

「足下もこのままだと変だから、これに履き替えたほうがいいと思いますよ」

　学校指定の革靴だけじゃなく、靴下まで脱ぐようにといわれ、白い靴に履き替えさせられた。

「これで、いかがでしょう？」

「ＯＫ。買った」

「はい。それと、ここからはサービスというか、わたしの趣味で、この子、ちょっとお借りしてもよろしいですか？　お時間はとらせません。その間に会計をお願いします」

　そんな店員の言葉に沢木がうなずいたせいで、一海はさらに店の奥へと引っ張り込まれる羽目になった。

　香水の匂いが染みこんだ、休きゆう憩けい室らしい部屋に招き入れられた一海は、鏡の前に座らされた。

「髪もいじりたいの。いいでしょ？」

　今さら嫌ともいえず好きにさせといたら、店員はワックスをつけた手で、小分けにした一海の髪をキュッキュッとねじり始めた。

「ほんとは、あの人とお揃いの黒いレザーできめてあげたかったんだけど、あなたには少し重すぎるもんね。──ね、あの人、お兄さん？」

　聞かれて、違うと首を振る。

「じゃ、どういう関係？」

　一海が答える間もなく、店員が「あ、無理に答えなくていいからね」というから、お言葉に甘えて黙っていた。

「この髪、脱色とかしてる？」

　一海がまた首を振ると、店員はほうっとため息をついた。

「天然かぁ。いいなぁ。あなたみたいな子ってホントにいるのねぇ」

　いつもはなにもつけていないさらさらの髪が、あっという間にあちこちにはねていく。

「ほら、可愛い」

　嬉うれしそうに店員がそういったが、一海はやっぱりうなずけない。

（これって、寝癖みたいだ……）

　こういうヘアスタイルの生徒を見たことはあるが、自分がやるとなると話は別だ。妙な違い和わ感を感じてしまって、鏡に映った自分の顔に、情けない気分でいっぱいになる。

「びっくりした？　たまにはこういうのもいいでしょ？」

　無言のままで鏡を覗き込んでいる一海の反応を、自分の都合のいいように勘かん違ちがいしてくれた店員は上機嫌だった。




　店内に戻ると、沢木は短く口笛を吹ふいた。

「上出来」

　にんまりと嬉しそうに笑って、一海の肩かたに腕をまわす。

　店に入ってから、満面の笑みを浮かべた店員全員に手を振られて見送られ、車に乗り込むまで、慣れない場所に緊張しまくっていた一海は、一言もしゃべれなかった。

　車が走り出すと、やっとホッとして深呼吸する。

「どうした？　妙におとなしかったじゃねぇか」

　ニヤニヤとやたらと嬉しそうな沢木が、一海のはねた髪をちょいちょいと引っ張る。

「やめてよ。ちゃんと前見て安全運転して。──ああいう場所って苦手だから黙ってただけ。ああ、なんかべとべとするみたいで気持ち悪い」

　引っ張られた髪を自分で元通りにした一海は不快感で頰を膨らませた。

　普段整髪料のたぐいを一切使ってないから、頭に妙な違和感を感じてしかたない。

「この服の色、変じゃない？」

「そういうの、着たことねぇのか？」

「うん。……女の子みたいで落ち着かないよ。それになんで靴下まで脱がなきゃなんないの？　なんか、気持ち悪い」

「おまえぐらいの年のやつなら、常識の範はん囲いだろ」

「そうかもしんないけど……」

　頭ではわかっているのだが、どうにも納なつ得とくいかない。

「ふてるなふてるな。──似合ってるぜ」

「そ、そう…かなぁ」

　似合うっていわれてすごく嬉しかった。

　でも、そんな言葉でころりと機嫌を直すのも照れくさい。

　一海は、胸にぶら下がっていた飾り用のサングラスをかけ、窓に張り付いて、色が変わった世界に夢中になったふりをした。







　夕日に染まった海沿いの道を走り、着いた先は、いかにも高級そうなフランス料理店だった。

　仕事で外食の機会の多い父は家で食事することを好む。だから滅多に家族揃って外食する機会はないし、たまに外食するときは大きな皿から取り皿に盛り分けるような、アットホームな雰囲気のお店に連れて行ってくれる。そのせいで、一海がこういう店に来たのはこれが初めてだった。

　二軒続けて不慣れな場所に連れてこられた一海は、高級そうな雰囲気に気け圧おされ、緊張して硬かたくなってしまった。

「どうした？　車に酔ったか？」

　一海の分も注文をしたあとで、沢木が少し心配そうに聞いてくる。

「違うよ。なんか、場違いな感じがして緊張してるだけ」

　自分では似合うとは思えない服を着ているだけに、余計萎い縮しゆくしてしまうみたいだ。それに中指にはまった太いリングが気になって、無意識のうちにもう片方の手で触ってしまう。

「そういうの、つけたことないのか？」

「ないよ。女の子じゃないんだから」

「……けっこう地味なんだな。それぐらい、男だって常識だろうが」

「……それはわかってるんだけど」

　女の子だったら誰だってリングぐらいつけるだろうが、男の場合、似合うタイプと似合わないタイプがいる。

　エンゲージリングならともかく、ファッションリングをつけるなら、それなりのレベルに達してないと滑こつ稽けいに見えてしまうような気がするのだ。自分の容姿に自信がない一海は、自分が似合わないタイプの人間だと思っていた。

「おまえ、おもしろいなぁ。──そうだ。今度ピアス買ってやろうか？」

「ピアス!?」

　一海は思わず両耳を押さえて、首をブンブン振ふった。

「耳に穴開けるなんて、痛そうでやだよ！」

「おこちゃまだねぇ」

「うるさいよ、おじさん」

　ニヤニヤ笑う沢木に、一海は赤くなって頰を膨らませた。




　料理は文句なく美味しかったが、ウェイターが料理を運んでくるたびに緊張してしまう一海は、店を出る頃にはすっかり肩が凝こってしまった。

　会計を済ませた沢木にくっついて店を出ようとして、スーツ姿の一群とすれ違う。

「おお、沢木先生じゃないですか」

　高級そうなスーツに身をつつみ、いかにも偉えらそうな中年の男性がにこやかに沢木に話しかけてくる。

「今回の仕事、素晴らしい出来で、私ども一同感謝しておりますよ。──もう帰られるところなんですか。もしよろしければ、今後の話も兼ねて、ワインでもいかがです？」

「申し訳ないが、今日は連れがいるので」

「それは残念だ。──随分と可愛らしい子だ。新しい作品のモデルかな。紹介していただけますか？」

　いきなり視線を向けられた一海は、緊張しながらぎこちなく頭を下げた。

「生憎、この子は素人なので」

　沢木は、男性の視界から遮るように一海の前に立ち、先に行けといわんばかりに手を振る。

　一海は、促されるままに先に店を出た。

　日が暮れて気温が一気に下がったのだろう。

　シャツ一枚だと少々肌寒くて、一海が自分の腕をさすっていると、さほど待つこともなく沢木も店から出てくる。

「ん、寒いのか？」

　ほら、と、断る間もなくジャケットを羽織らされた。

「アリガト」

　沢木の体温が残っていて温かい。

「ねぇ、今の人、仕事のお客さんなんでしょ。おれ、挨拶しなくてよかったの？」

「かまわないさ。──今まで気づかなかったが、おまえ、けっこう人前に出るの苦手なんじゃないのか？」

「……得意じゃあないよ」

「だったら、あれで正解だ。下手に目をつけられて、表舞台に引っ張り出されたくないだろ」

「沢木さん、気を遣ってくれたんだ」

「見直したか？」

「……らしくない」

　沢木の気遣いはすごく嬉しいけど、自分が表舞台に引っ張り出される可能性なんて皆かい無むだと思ってる一海には、少々大袈裟にも思える。

「生意気な奴」

　小突こうと手を伸ばしてくる沢木から小走りで逃げて、車に向かいかけ、はたと足を止める。

「沢木さん、ワイン飲んでなかった？」

「飲んだ」

　沢木はニヤニヤ笑っていた。

　フルコースにはワインという常識にはまってしまって、車で来てたことを失念していた。

　一海は自分の迂う闊かつさに唇をかんだが、すでに手遅れだ。

「どうすんのさ。帰れないじゃんか。飲酒運転は絶対駄だ目めだからね！」

「そういうと思って、ほら、あそこ」

　怒っている一海の顔を見ながら、してやったりとやけに楽しそうな沢木が指さした先には、ぼんやりと白いホテルが浮き上がっている。

「車はここに停とめといて、一泊してこうぜ。明日休みなんだし、いいだろ？」

　返事を待たずに煙草をくわえて歩き出した沢木を、一海は慌てて追った。

「最初っから計画してたんでしょ？」

「あのホテル、窓からの海の眺めが最高なんだよな。特に朝日が差し込む時間帯は綺麗だぞ」

　沢木は故意に一海の質問を無視して、ホテルの宣伝を始める。

　その手には乗るもんかと最初はふくれた一海だったが、海沿いの道路だけあって海鳴りがひっきりなしに耳に響いて、まるで夏の海水浴に来たようなウキウキした気分になってきた。

「ここ、夏に来たら泳げる？」

「やめといた方がいいな。ここら辺の海は汚いし、混みすぎて泳ぐどころじゃないぞ。──バイト代替わりに、長期休みのときにでも海外に連れてってやろうか？」

「いいよ、そんなの」

　沢木の金銭感覚にあきれ驚きながら、一海は慌てて首を振った。







　ホテルの部屋に入ってすぐ、髪につけられた整髪料が気持ち悪くてしかたなくて、一海はバスルームに駆け込んだ。

　きれいに洗い流して、スッキリした一海は、脱衣所の棚にホテル備えつけのバスローブを発見した。

（水色とピンク……）

　自分が水色を取れば、沢木がピンク色を使うことになる。

（見物かも）

　一海は迷うことなく水色のバスローブを身につけて、部屋に戻った。

「ちゃんと、耳の裏まできれいに洗ってきたか？」

　窓際の椅子でビールを飲んでいた沢木が、片かた頰ほおを上げてにんまりと笑う。

「子供じゃないんだから、ほっといてよ。沢木さんこそ、またお酒飲んじゃって」

「こうるさい奴だな。自分で稼いだ金で飲んでんだ。それこそほっとけ。──なんだったら、おまえも飲むか？」

「けっこうです。……もう、身体のこと心配していってるのに」

　ぶうとふくれながら、冷蔵庫からミネラルウォーターを取って、直接口をつける。

「おいし」

　火ほ照てった身体に、冷たい水が流れ込んでいく感触が気持ちいい。

　いったんはふくれたものの、お泊まりなんて修学旅行以来だから、すぐに気持ちが浮ふ上じようして浮うかれた気分になってきた。

「ここのお風呂、広くてご機嫌だったよ」

　ぱたぱたとスリッパの音を響かせながら窓際まで移動して、沢木の前に座る。

「だろ？」

「でも、脱衣所とお風呂の仕切りがガラス張りで変な感じ」

「そこがいいんじゃないか」

「そうかなぁ。蛇口とかドアの取っ手とかが金ぴかで、ちょっと成金趣味っぽいから、ラブホテルみたいじゃない？」

　この発言に、沢木はブハッとむせた。

「…お……まえ、ラブホに入ったことあんのか？」

「ないよ。たんなるイメージ」

「あ、そ。……ま、なんだ、ここも似たような使われかたしてるから大差ないかもしれないけどな」

「そっか……。だから余計に混んでて、部屋も取れなかったんだね」

「……？　取れてるだろうが？」

「ツインの部屋のことだよ。取れなかったんじゃないの？」

　ダブルベッドに視線を向けて、一海がいう。

　沢木は眉間にしわを寄せた。

「……まあな。不満か？」

「べつにいいけど……。──あ、沢木さん、寝ね相ぞうは？」

「……悪くない」

「じゃあ、問題ないじゃん」

　一海はこういう大きなベッドで寝たことがなかったから、特別な感じがして、実をいうとけっこう嬉しかったりする。

「わ、ふかふかだっ」

　浮かれた気分のまま、ベッドに寝転がった。

「ねえねえ」

「……なんだ？」

「沢木さん、前にもここ使ったことあるんでしょ。そういう目的だったの？」

「……………企業秘密だ」

「けち」

　ぶうっと膨れながら、反動をつけて起きあがる。自分の足を引き寄せた一海は、足首を見て唇を尖らせた。

「どうりで……。ひりひりすると思ったんだよね。皮がむけちゃってるよ」

「どうした？」

「靴くつ擦ずれ。裸足に慣れない靴はいたから」

「ひ弱な皮膚だな、おい」

　見せてみろと、沢木が近寄ってきて、足首をひょいっと持ち上げる。

　その反動で、ベッドに転がった一海の苦情をシカトして傷を見た沢木は、「手当てしたほうがいいだろうな」とフロントに電話を入れた。

「おまえ、家に連絡入れたか？」

「あ、してない。……どーしよ、携帯、車の中に置いて来ちゃった」

「これでかければいいじゃないか」

　ほいと受話器を手渡され、お言葉に甘えてダイヤルする。

『はい。西原です』

　声の主は、最悪なことに姉だった。

「お姉ちゃん、珍しく早いね」

『一海なの？　あんたはちょっと遅すぎるんじゃない？　十時すぎてるわよ』

「それがさ、ちょっと遠出しちゃって、帰れそうにないんだ」

『遠出って、どこ？』

　地名をいって、今ホテルにいることを告げると、姉は絶句し、次に大声で怒鳴った。

『なにやってんの、馬鹿!!　タクシーでもなんでも使って、さっさと帰ってきなさい！　ほんっと高校生にもなって、なんでそんなに無防備なの？　もう信じらんない！』

「馬鹿で悪かったね」

　さすがにムッとした。

「明日にはちゃんと帰るから、心配しないでって母さんにいっといてよ。じゃね」

『こら、一海！　ちょっと、あんた……』

　受話器の向こうで姉がぎゃーぎゃーいっている気配がしたが、シカトして一方的に通話を切った。

「おまえの姉ちゃん、なんか、ものすごい勢いで怒鳴ってなかったか？」

「いつものことだよ。好き嫌いすんなとか、門限守れとか、いっつもうるさいんだ」

「……門限、あったのか？」

「ないよ。お姉ちゃんが勝手に決めてるだけ。自分は平気で日付が変わってから帰ってくるのに酷いよね」

　ムッとしたまま不満をこぼしたら、尖らせていた唇を、沢木の親指でギュウッと押おし戻された。

「いい姉ちゃんじゃねぇか。文句いったらバチあたるぞ」

　そういって微笑む沢木が、少し寂しげな表情をしているような気がしたが、呼び鈴りんが鳴ったせいでその表情はすぐに消えてしまった。

「手当てしてやるよ」

　部屋係から消毒薬と絆ばん創そう膏こうを受け取った沢木にいわれるまま、一海はベッドにうつぶせになって寝ころんだ。

「姉ちゃんと、仲悪いのか？」

　手当てしながら沢木が聞いてくる。

「そんなことないけど……。ちょっと苦手なだけ」

「なんでだ？」

「だってお姉ちゃん、頭いいし美人だし人気者だし……。とにかくおれとは全然できが違ちがうんだ。だから……」

「ああ、なんだ。おまえ僻ひがんでるのか」

「うっ……」

　図星を指されて、一海はがつんとノックアウトされた。

「比べたって、しかたないだろうが。──ほれ、できた」

　絆創膏を貼ったかかとをポンと叩かれた。

「いたい！　もう、乱暴だなぁ」

　ころんと仰向けになって睨にらんだら、沢木は苦笑した。

「おまえの姉ちゃんがどんぐらいの美人なのかはしらねぇけど、卑ひ下げすることないだろ。おまえだって充分可愛おいぞ」

「………沢木さん、酔よってる？」

「なんでだ」

「だって、変なこというんだもん」

「変なこと？　別に変じゃないだろうが。一海、おまえ可愛いって」

（やっぱり酔ってる）

　真顔でそんなことをいうなんて、今日の沢木は絶対に変だ。

「おれ、もう寝る」

　一海は知らず知らずのうちに真っ赤になった顔を隠したくて、慌てて毛布の中に潜もぐり込んだ。

「なんだ？　照れてんのか？」

　やたらと楽しそうな声が聞こえて、毛布の上からのしかかられた。

「やめてよ！　この酔っぱらい！」

　あまりの重さに耐えかねて、一海が毛布から顔を出すと、すぐ近くに沢木の顔があった。

「酔ってないって。──マジで赤くなってんのか？　可愛いなんていわれ慣れてるだろうが」

「慣れてないよ！」

「マジで？」

「そりゃ、たま～に女の子達にそういわれるけど、妙な含み笑いとかしてるし、あれって絶対からかってるだけだもん」

「……おまえ、ほんと面白いなぁ。今日だって、会う人ごとに可愛いっていわれてたのに、なんで信じないんだ？」

　一海の上に乗っかったままで、沢木がクックと笑う。

「あれは社交辞令でしょ？──重いから、どいてってば！」

　腕を伸ばして押したら、沢木はあっさり脇にどいてくれた。が、今度は頰ほお杖づえをついて、脇から顔を覗き込んでくる。

「鏡みて、可愛いなぁって思ったりするだろ？」

「しないよ、そんなこと」

　一海はまた頭から毛布を被かぶった。

「そうかぁ？　こんなに可愛いのに」

「もう寝るからね。おやすみっ！」

「照れるのも、うぶな感じがして可愛いな」

　沢木は諦めない。毛布越しに、何度も可愛いと連発してくる。

（また怒らせて、起こそうとしてるんだ）

　酔っぱらいの話し相手はごめんだと、一海は毛布の中でギュッと目をつぶる。

　最初は、赤くなったまま身体を硬くしてたけど、あやすように毛布の上から頭や肩を撫でられたら、自然に身体がほぐれてきた。

（もしかして、本気でいってんのかも……）

　幼稚園ぐらいの子供を見ると、顔の造作とか関係なしに可愛いと思うことが一海にもある。

　もしかしたら、沢木もそれと同じ感覚なのかもしれない。

（沢木さんから見れば、ぼくなんか、きっとまだまだ子供なんだろうな）

　そう思うと、照れくさい気持ちも消えた。

　囁ささやく声は子守歌。

　頭を撫でる大きな手に守られているような安心感を覚えて、一海は自然に意識を手放した。







「かずみ？」

　一海が静かになったのをいぶかしがった沢木が、そうっと毛布をめくると、一海は安らかな寝ね息いきをたててぐっすり眠っていた。

「……マジかよ、おい？」

　ちょいちょいと頰をつついたが、微び動どうだにしない。

「この状態で、ふつー寝るか？」

　服を買ってもらって、食事を奢られて、とどめにホテルでダブルの部屋ときたら、その後になにが起きるか少しは想像できそうなもんじゃないだろうか？

「予想以上のおこちゃまだったか」

　ここまでお膳立てした沢木のもくろみに、一海はこれっぽっちも気づいてなかったらしい。

　こんなに密着した状態で、無防備に身体を投げ出して眠っているのが、その証拠。

　同時に信頼されているという証拠かもしれない。

　沢木としては、かなり複雑な気分だった。

「今日のトコは、勘弁してやるよ」

　起こさないよう、そうっとベッドから下りて、毛布をかけ直そうと手を伸ばし、はだけたバスローブからのぞく白い胸に目を引かれた。

「これぐらいならいいよな」

　にんまり笑った沢木は、眠る一海にゆっくりと覆おおい被さった。







「……？」

　翌朝、目覚めた一海は、見慣れない天井に違和感を覚えた。

　寝返りをうった視界に、沢木の寝顔が入って、昨夜ゆうべの記憶がぼんやりと戻ってくる。

（ホテルに泊とまったんだっけ……。──う～ん、こうして見ると沢木さんってば、ほんと美形）

　微かな寝息を漏らして眠る沢木の顔に、思わず見とれた。

　男らしい、鋭角な顔のライン。

　目ばかり大きくて、ぼんやりとした自分とは全く違う。

（腕も太いや）

　毛布からはみ出した裸の肩や腕のたくましさにため息が零こぼれた。

　骨格自体が違うのだろう。

　沢木ぐらいの年齢になっても、きっと自分はここまでにはなれない。

（胸だって、全然うすいし……）

「あれ……？」

　沢木と自分の胸を見比べた一海は、胸元に赤い斑はん点てんができてるのに気づいて眉をひそめた。

「ん？……もう起きたのか」

　よく見ようとして身体を起こしたせいで、沢木が目を覚ましてしまった。

「おはよ。沢木さん。──このホテル、変な虫がいるんじゃないのかなぁ」

「なんでだ？」

　あくび混じりに沢木が答える。

「だって、ほら。赤くなってんだもん。沢木さんは、平気……みたいだね」

　起きあがった沢木の胸に、赤い斑点は見当たらない。

「おまえの皮膚が柔やわすぎるんだろ。俺はなんともねーぞ」

　心当たりがある沢木は、笑いを堪こらえつつ、そらっとぼけた。

「たかが十分程度歩いただけで、靴擦れ起こすようなひ弱なお肌だもんな。──もしかしたら、そのバスローブの素材が合わなかったのかもしれないぞ」

「あ、沢木さん、ピンク色の着なかったんだ」

「ったりめーだ」

「つまんないの」

　沢木の腕が伸びてきて、つんつんと赤い斑点をつつく。

「痒くないか？」

「ううん。全然。……今まで、化学繊せん維いでかぶれたことなんてないんだけどなぁ」

　一海は釈然としないまま一人つぶやいた。













　その後、二人はのんびり砂浜を散歩したり、眺めのいい高台までドライブしたりして過ごした。

　普段は室内で仕事をしているせいか、沢木はこの外出がいたくお気に召めしたらしく、「また来ような」と誘ってきたが、一海は即答できなかった。

　次の機会があったとしても、当分は遠慮したい気分だったからだ。

　ずっと一緒にいるのは楽しかったけど、不慣れな場所を連れまわされるのはちょっと嫌だ。

　一緒に同じ時間を過ごすにしても、二人だけで屋敷内に居たほうが気楽でいい。

　これからは、沢木の都合さえよければ休日でも屋敷に通おうかな、なんて思いながら夕方すぎに上機嫌で家に帰った。

　が、玄関先で仁王立ちしていた姉に、「このばかっ！　考えなしっ！」と頭ごなしに怒鳴られてへこみ、とりあえず当分泊まりだけはやめとこうと決意した。




　　　☆




　進路希望調査提出の期限が迫っていた。

　悩み抜いたものの、金曜日の放課後になっても一海のプリントは白紙のまま。名前すら書いていない。

「とりあえず進学する気があるってだけ書いて提出して、あとは直接相談してみたらいいんじゃないか？」

　すでに記入済みのプリントを手にした竜也にそう助言され、一海は素直にうなずいた。

　一海達の担任、赤坂の担当は美術で、普段は職員室じゃなく特別教室棟にある美術準備室に巣くっている。

　まだ二十代の可愛い感じの女性なのだが、彼女の女性としての魅力は男子生徒たちから完全にシカトされていた。そのかわり、ちょっとしたことで気分と態度が変わる、そのキャラクターの特異さで注目されている。

　その性格ゆえに、ついたあだ名はコロリ。

　いきなり怒鳴ったりする彼女の姿にびびったりもする一海だが、機嫌がいいときのノリのよさは大好きだ。

　今日は機嫌がいいといいなぁと願いつつ、竜也と一緒に美術準備室に向かったが、赤坂は不在だった。

　女子部員を引き連れて屋上にスケッチしに行ったと、美術部のたった一人の男子部員に教えられ、一海達はそのまま階段を上がって、特別教室棟の屋上に向かった。

「あれ、いないや」

　強い風に煽あおられながら重いドアを開けたが、屋上には誰もいなかった。

　なにげなく一歩踏み出した一海は、風に乗って微かな人の声が聞こえてきたような気がして耳を澄ました。

「……？」

　こっちかなと、出入り口の脇にある吸水タンクのほうに回り込んで、覗き込む。

「……!!」

　そこには制服姿の男子生徒と、スーツ姿の男がいた。

（キ、キスしてる～！）

「……ん…ん」

　風に乗って聞こえてきたのは、合わさった二人の唇の間から零れる声だったらしい。

「学校じゃ、だ……めだって」

「大丈夫、ここだったら外からも見えないし」

「こういうことするために呼び出したんじゃねーんだって。人が来たら、どーすんだよ。こら……あっ」

　聞く耳もたないといった感じで、強気に迫っているらしい生徒が、男の首筋に唇を寄せる。

　と、そのとき。

　視界に飛び込んで来た衝撃シーンに硬直していた一海は、脇の下に手を入れられ、ひょいっと持ち上げられた。

　一海を持ち運んだ竜也は、無言のまま屋上を脱出して、音を立てないようにドアを閉める。

　そこで、やっと一海を床に下ろした。

「ほら、あれ」と窓の向こうを指さす。

「あ、赤坂先生だ」

　教室棟の屋上で、女生徒達とじゃれ合っているようだ。

「屋上って、あっちだったんだ」

　特別教室棟の屋上では煙草の吸い殻がらが見つかったりすることがよくあるから、君子危あやうきに近寄らずで、赤坂は少し離れた屋上を使うようにしているのかもしれない。

「呼び止めたんだがな。聞こえなかったか？」

「うん。風が強かったし……。──ねぇ、今の見た？」

　二人並んで階段を下りながら一海が聞いたら、竜也は、

「聞くな」と一言。

「俺はなにも見なかった。おまえも見てないよな？」

「え、おれ、ばっちり見ちゃったけど…。あれって──」

　個人名を出そうとしたら、竜也に口を押さえられた。

「他人の人生狂わせたくないだろう？　校内じゃ、誰に聞かれるかわからないし、迂う闊かつなことはいわないほうがいい。な？」

　うんうんとうなずくと手は離れた。

「竜也って、おっとなー」

　目撃したシーンがショックすぎて、一海にはそこまで考えられなかった。

　尊敬のまなざしを向けると、竜也は恥ずかしそうに咳せき払ばらいをする。

「常識だと思うが……。──今の、気持ち悪かったか？」

　竜也はそう聞かずにいられなかった。

　偏見を持ってしまって、一海が嫌悪感をむき出しにするようになってしまったら、一海を大切に思っている寮生達が気の毒だ。早めに修正しとくに限る。

「気持ち悪いっていうより、ショックだったかも……」

　二人とも、一海がよく知っている人物だった。

　生徒のほうはクラスメイトの高たか梨なし弘ひろ樹きで、スーツ姿のほうは数学の安あん藤どう先生。

　同性同士でもそういう関係が成り立つことは知識としては知っていたが、顔見知りの人間の中にそういうタイプの人間がいるなんて思ってもいなかった。

　そういう意味ではショックだったが、嫌悪感は感じない。

「お似合いかもって、ちょっと思っちゃった。──おれだって…………」

（……ん？）

　一海はそのまま口を閉ざし、ボンッ！　といきなり頭の先まで真っ赤になった。

「どうした？」

「え？　あ、なんでもない。あ……、おれ、今日はやっぱやめとく。もうちょっと考えて月曜日に提出するから、竜也一人で行ってよね。──じゃ、ばいばい」

　一海は早口でそういうと、急いでその場を離れた。







　慌ただしく帰り支度をして、急いで駅に向かう。

（おれだって……の後、なんであんなこと思っちゃったんだろ）

　──沢木さんとだったら、ああいうのも悪くないかも。

　一海は、そう考えてしまったのだ。

　それにあのキスシーンを見て、ひとつ気づいたこともある。

（あの虫さされのあとって、もしかしてキスマークだったりするんじゃ……）

　虫さされにしては痒くなかったし、二、三日で消えてしまったから、やっぱり化学繊維にかぶれたのかと思っていたのだが、その可能性のほうが高いような気がする。

（でも、沢木さん、別にいつもと変わんなかったしなぁ）

　そんなことをしたんなら、少しは態度にでるんじゃないんだろうか？

　考えていても答えはでないが、こればっかりはさすがに恥ずかしくて聞けない。

（でも、あれがキスマークだったら、つまり沢木さんって、ぼくを………？）

　顔が熱くて熱くてしかたない。

（でも、そんなのって変だ。沢木さんなんか、いつだってぼくを乱暴に扱うし、意地悪だし、自分勝手だし……。──あ、でも、それって自分に正直なだけで、悪気はないんだ、うん。すぐからかうのだって、子供のいたずらって感じで嫌な感じしないし……）

　そこまで考えた一海は、熱さのあまり、めまいをおぼえて立ち止まった。

（……なに庇かばってんだろ）

　自分でけなしておきながら、庇うなんてどうかしてる。

（これって、やっぱりそういうことなのかも）

　そういうことって、どういうことだ？

　頭のどこかで、一海の理性が突っ込みを入れる。が、一海はシカトした。

　はっきり言葉にして考えるには、あまりにも恥ずかしい。

　それに、この気持ちをはっきり自覚してしまったら、今までのように気軽に沢木と話せなくなるような予感もする。

（それは………やだな）

　あの楽しい時間をなくしたくない。

　少なくとも、自分から壊すような真似だけはしたくない。

　意識の表面にいきなり浮き上がってきた感情を、むりやり意識の底へと押し込めようと努力しながら、駅のホームへと駆け上がった。

　だが、その日、どうやっても頰のほてりがさめなかった一海は、屋敷に向かうのを途中で断念した。







　翌日の土曜日は休日だった。

　夜、なかなか眠れなくて、お昼近くに目を覚ましたせいで、一海が屋敷に着いたときには二時近かった。

「よくもサボリやがったな」

　開口一番にそういった沢木が、不機嫌そうに一海を睨む。

「人聞き悪いなぁ。昨日ちゃんと電話したんだから、さぼりじゃないよ」

　モデルらしいことを一切していないのに、一日来なかっただけでこのいわれようは酷いと思う。が、それだけ自分が来るのを楽しみにしていたのかも、なんて考えが脳裏をよぎって、ちょっとだけ頰がほてった。

「だいたいさ、悪いかなって思ったから、学校休みなのにわざわざ来たんだし、おこんないでよ」

「まぁ、誠意は認めてやるか……。で、なんだ、その袋？」

「今日の夕食」

　一海が両手に持ってきたスーパーのポリ袋を、沢木が覗のぞき込んで中身を確かめる。

「……おい、材料しか入ってないぞ」

「うん。これから作るんだよ」

「おまえが？」

「うん」

「……意外だな。作れるのか？」

「ううん。──母さんにレシピ渡されてるから、なんとかなるんじゃないかな」

「おいおい。大丈夫なのか」

　一海の言葉に沢木は嫌そうな顔をした。

「外にメシ食いに行ったほうが楽だろう？　また、美味しいトコに連れてってやるからさ」

「二週続けては、やだよ。ああいうトコって落ち着かないんだもん。ここで食べようよ」

「……食えるモノ、作ってくれよな」

「大丈夫。新鮮なものを買ってきたから、お腹は壊さないよ。……味の保証はできないけど。──とりあえず、冷蔵庫に入れとくね」

『いつもご馳ち走そうになってばっかりだし、たまには夕ご飯をご馳走してあげたら』と提案したのは一海の母だった。

　料理なんて作れないと抵抗したのだが、すでに手書きのレシピを用意していた母に、お願いお願いとまとわりつかれ、しぶしぶながらうなずく羽目になったのだ。

　沢木のファンでもある母は、一海を通じてでも沢木の面倒をみたいらしかった。

「さて、今日はどこを掃除しよっかな」

　料理を作り始めるのは夕方からでいいから、時間はまだたっぷりある。

「俺は、家政婦を雇ったつもりはないんだがな」

　労働意欲に燃える一海に、沢木は苦笑している。

「そんなこといったって、モデルらしいことさせないのは沢木さんのほうじゃんか。──あ、そだ。この前、下絵を描き始めたっていってたよね。見せてよ」

「う、いや……、それはちょっと」

　沢木が言葉に詰まる。

「噓だったの？」

「噓じゃないんだが……。ちょっと煮詰まってな。最初から描き直してるんだ」

　沢木は、もうちょっと形になるまで待てと、妙みようにうろたえてしどろもどろになっている。と、そのとき、部屋の電話が鳴った。

「なんの用なんだか……」

　沢木が舌打ちしながら、電話に向かう。

「ここにはかけるなっていっただろうが！」

　受話器をとった途端、沢木が怒鳴った。

「ああっ？　それだったら明日だ。──大体、なんでおまえが仕事にまで口出しすんだ！」

（こわっ）

　聞いてるほうの胸が痛くなるような厳しい口調だった。一海は電話の相手に同情さえ感じた。

「ああ、わかったわかった。………うっせーよ、ほっとけ。じゃ、明日な」

　ガチャンと叩きつけるように受話器を置く。

「誰かもわかんないのに、いきなり怒鳴るのはどーかと思うけど」

「あいかわらず細かいな。──ここの電話番号を知ってるのは、おまえとあいつだけだから、あれでいいんだ」

　沢木は、一海の白い目をものともしない。

　思い返してみると、一海がいる間に屋敷の電話が鳴ったことはなかった。

　もしかしたら、自分といる時間を大切にして電話が来ないように気を遣ってくれてるのかもしれないとこっそり考えて、一海の胸がまたしてもちょっとだけざわめいた。

　電話番号を教えられている二人の中に自分が入っているのも、特別扱いされているみたいで嬉うれしい。でも同時に、沢木があいつと呼ぶ、もう一人の存在が妙に気にかかる。

「あいつって、誰？」

「真まさ紀き──従い兄と弟こだ。一緒に育ったから弟みたいなもんなんだが、まだ大学生だってのに、俺の仕事に首突っ込んでマネージャー気取りだ。事務所の連中も甘やかすもんだから、最近やたら生意気で困ってんだ」

「ふ～ん。そう」

　事務所で仕事をしているときの沢木がどんな風なのか、一海は知らない。でも、その人は事務所と、この屋敷にいる沢木を両方知っていて、ずうっと長い時間を共有しているらしい。

　そう考えると、なんだか胸がむかむかしてきた。

（……まさか、これって嫉妬？）

　そんなはずないと首を振ったが、むかむかは消えない。

「……寝る」

　きっとこれは一過性の感情で、寝て起きたら、綺麗さっぱりなくなってるに違いないんだと自分にいいきかせ、ころんとソファーの上に丸くなった。

「はぁ？　来たばっかだろうが。それに飯作るんじゃなかったのか？」

「それは後での話。──二時間経ったら起こしてよね」

「おいおい。俺は目覚まし時計か？」

　沢木のあきれ声が耳に届いたが、知ったこっちゃない。

　一海は完全にふて寝を決め込んだ。







　きっかり二時間後、またしても鼻をつままれて沢木に起こされた。

　ふて寝したものの機嫌が一向によくなっていない一海は、無言でキッチンに向かった。

「おい、なに作ってくれるんだ？」

　くわえ煙草で後を追いかけてきた沢木が、材料を冷蔵庫から取り出している一海の手元を見ながら聞いてくる。

「パスタとサラダだよ」

「作ったこと……」

「ないっていったでしょ！」

　なかば八つ当たりめいた怒鳴り声に、沢木は無言のまま、しかたないなというように肩をすくめる。

　大人っぽい沢木のその仕草に、さすがに一海も自分の行動がちょっと恥ずかしくなった。

「ホントはカレーを作りたかったんだけど……」

　小さな声で独り言のように呟くと、

「駄目なのか？」と、沢木がいつもと変わらぬ調子で応じてくれる。一海はホッとした。

「母さんが、無理だろうって……」

　カレーだったら、学校の調理実習で作ったことがあるからなんとかなると思ったのだが、母の鋭い指摘に断念せざるを得なかったのだ。

「なんでだ？」

「……沢木さん、ここで料理してないでしょ？」

「ああ」

「だからさ、炊飯器がないだろうって」

「なるほど」

　沢木の納なつ得とく顔がおは、母の指摘が正しいことを証明していた。

　お米が炊たけないんじゃ、カレーライスは無理だ。鍋でご飯を炊くのは難しいと母もいってたし……。

「でも、鍋とフライパンぐらいならあるよね」

「……どうだったかな？」

「まさか……ないの？」

　青くなって、二人でバタバタとキッチンの戸棚を開けて探した。

「あった。……でも、これ」

　見つけた鍋とフライパンには、まだ値札がついている。

「一回も使ってないからな」

「いばんないでよ。じゃあ、もしかしてあれも？」

　食器棚の皿を指さすと、沢木は「当然だ」とまた威張る。

「余計な仕事が増えちゃった……。沢木さんも手伝ってよね」

「めんどくせぇな。──で、具体的になにをすればいいんだ？」

　口では不満をいっているが、沢木は妙に楽しそうで、やる気満々に見える。

「じゃ、まず鍋と皿を洗ってよ」

　いつのまにか一海の機嫌もなおっていた。

　メニューはカニとアスパラガスのサラダと、焼き肉風パスタ。

　牛肉とタマネギとピーマンを焼き肉風の味付けで炒めたものを、和風味のパスタにかけるだけの簡単料理だったのに、完成するまでに二時間以上もかかってしまった。

　一海の母の書いたレシピはあっても、なにぶん二人とも料理に関しては初心者だから手て際ぎわが悪い。パスタはアルデンテにはほど遠く、焦こげたタマネギとピーマンが少々苦い。

　それでも、自分たちで作ったと思えば結構美味しく感じる。

「家庭料理っての、随分と久しぶりだ。──悪くないな」

　沢木がビール片手に嬉しそうに笑ったのが印象的だった。







「さて、じゃ、片づけよっか」

　食事を終え、だらだらと無駄話を楽しんでいるうちに、時計の針は九時をまわっていた。

　一海が立ち上がると、沢木が不満そうな顔をする。

「後でいいだろうが」

「後でって、いつ？　おれが帰った後で、沢木さんが一人で洗うの？」

「いや……、それは」

「おれ、乾燥して汚れがこびりついちゃった皿を、月曜日に洗うのは嫌だからね」

　手伝ってよというと、しぶしぶながらも沢木も立ち上がってくれた。

「いつも家でお袋さんを手伝ってんのか？」

　一海が洗った皿を不慣れな手つきで拭ふきながら、沢木が聞いた。

「ううん、全然。母さんにまかせっぱなし。後片づけしてる間、たまに話し相手になったりするけどね」

「そうか……。見てるうちに学ぶこともあるんだな」

「なんだよ。それ？」

「ん？　いや、初めてだっていうわりには、手際がいいような気がしたからさ」

「そうかなぁ？」

「俺よりマシだろうが」

「それはそうかも。おれ、沢木さんみたいにタマネギの皮をむかずに切ったりしないもんね」

　洗い物なんかやってられるかと威張られ、沢木には材料を切って貰ったのだが、これが散々だったのだ。

　タマネギは皮をむかずにそのまま切ってしまうし、ピーマンは種をとらずに輪切りにしようとするし……。

「門前の小僧ってやつかな。──沢木さんは？　手伝いとかしなかったの？」

「ん？　俺か？」

　沢木は、なにかを思い出すかのように沈黙した後で、ぼそっと呟いた。

「……そういう暇、なかったな」

「遊ぶのに忙しくて？」

「そんなとこだ」

「ふ～ん。──はい。これで、おしまい」

　最後の皿を手渡した一海は、そそくさと応接室に戻った。

　タクシーを呼ぼうと受話器を耳に当て、ダイヤルしていると、いつの間にか背後に来ていた沢木に受話器を取り上げられる。

「沢木さん？」

　代わりに電話をかけてくれるのかと思ったのに、沢木はそのまま受話器を戻してしまった。

「どしたの？」

「もう少し、……ここにいろよ」

「え、でもさぁ、あんまり遅くなると母さんが心配するかもしれないし……」

　沢木が手作りの料理を喜んでくれたことを、一刻も早く母に報告したかった。

　きっと喜ぶに違いないし、調子に乗って、もっと違う料理のレシピを用意してくれるかもしれないから……。

「じゃ、もう少し遅くなるって電話しな」

「う……ん。でもさぁ……」

「明日も休みだろ？　なんだったら泊まってけばいい」

「二週続けて泊まりはまずいよ。お姉ちゃんもうるさいし……」

　連続で泊まるのはホントにまずい。

　姉の説教攻撃にさらされるのは嫌だし、それに、あのキスシーンを目撃してから、気持ちが妙にざわついていて落ち着かないのだ。

　こんな気持ちのままで泊まっても、きっと先週のようにぐっすりとは眠れないだろう。

「おれ、やっぱり家に帰るよ」

　もう一度、電話しようと思って伸ばした腕を、沢木に強く摑つかまれた。

「さわきさん？」

　摑まれた腕が痛い。

　今までもよく腕を摑まれたが、痛みを感じたことなんてなかったのに。

「駄目だ。──俺を……置いていかないでくれ」

　見上げた沢木の様子がいつもと違うことに、一海はやっと気づいた。

　いつもの余裕のあるにやけた態度とも、たわいのないいい争いで会話のキャッチボールを楽しんでいるときとも違う。

　初めて地下鉄で会ったとき、まるで、なにか珍しいモノを見つけたかのようにじろじろ見られ、怖いと感じた。あのときと同じ、痛いほどに真剣な強い視線。

　ちょっとうろたえたが、一海は逃げなかった。

　あのときと、今は違う。

　ここにいるのは見知らぬ他人じゃなく、毎日のように顔を合わせ、楽しい時間を共有してきた相手。

　だからもう怖くない。

　むしろ、いつもと違う沢木の様子が気がかりだった。

「どしたの？　もしかして、酔ってる？　それとも気分でも悪いの？」

　一海の元気がないときに母がするように、自由なほうの手を伸ばし、沢木の額に触れる。

「熱はないみたいだけど……」

　額に当てた手を引っ込めようとして、その手をくしゃっと沢木に鷲わし摑づかみされた。

「さわ……、え、ちょっと!?」

　ふわっと身体が浮いて肩に担ぎ上げられ、そのまま運ばれる。

　乱暴にベッドの上に放り出されても、一海にはいったいなにが起こっているのか理解できていなかった。

「ねぇ、沢木さんってば、どうしたの？　なんか怒ってる？」

　起きあがろうとした肩をグッと押おさえつけられ、無言のままのしかかってきた沢木に強引にキスされた。

「んん………。っ」

　逃げようとして嫌いや々いやをするように首を動かしたが、沢木の手に押さえつけられてかなわない。

　息苦しい乱暴なキスをしながら、沢木のもう一方の手が慣れたふうに、一海のシャツのボタンを外していく。

　痛いような、むずがゆいような、一海にとって初めての感触を残しながら、はだけられた首筋や胸元に沢木の唇が触れて……。

　そのときになって、鈍い一海もやっとなにが起きているのか理解した。

（これって、もしかして……。でも、なんで？）

　恐怖よりも、疑問のほうが大きかった。

「なんで？　ねえ、どうして……こんなことすんの？」

　沢木の答えしだいでは、これは怖い行為じゃなくなる。

「ねえ、沢木さんってば、答えてよ」

　答えが欲しくて、脇腹を滑り落ちていく手を押さえようとしながら、一生懸命聞いた。

　それなのに、沢木はなにも答えてくれなかった。ただ、ぎらぎらした目で一海を見下ろして、軽々と一海の抵抗を封じ込めていく。

「いや……だ！　やめてよ。沢木さん、やだってば！」

　強引にことを進めようとする沢木は、まるで見知らぬ人みたいですごく怖い。

　恐怖心から、手足をばたつかせてがむしゃらに暴れたが、まだまだ非力な一海の力ではどうにもならない。

　それでも、必死の抵抗に沢木も手を焼いたのか、一瞬だけ一海の身体が自由になる。

　ホッとしたのもつかの間、強引にうつぶせにされて、腕をなにかできつく縛られた。

「ひっ…」

　一海は、今まで暴力とは無縁だった。強引になにかを強要されたこともない。

　だからだろうか。腕を縛られただけで、心まで縛り上げられたような感覚を覚えた。

（このひと………だれ？）

　沢木だったら、自分にこんな酷ひどいことをするわけがない。

　今までだって、遠慮無しで散々生意気なことを沢木にいったし、何度も怒ど鳴なられたけど、いつだって次の瞬間には沢木は笑ってて、だから本気で怒ってるんじゃないって思えた。

（……ぼく、こんなひと……しらない）

　心の中のなにかが、砕けて、壊れていく。

　一海の身体から力が抜けた。

　服を全部はぎ取られ、身体中余すところなく触れられて、手と唇とで中心を執しつ拗ように追い上げられる。

「……あ、あ……や……」

　初めての行為に、一海の身体は熱くなる。

　唇からは、自分のものとは思えないぐらいに甘い声がひっきりなしに零こぼれていたが、それでも心はギュッと縛られたまま。

　羞しゆう恥ち心も恐怖も感じない。

　なにか、すべてが人ごとのような感じがして、一海は固く目を閉じて、自分の身に降りかかったことを遠くに感じていた。

「あっ……！」

　強く追い上げられて、一海はあっさりはなった。

　縛られていた腕を解放され、これで終わったのかと、いった余よ韻いんでぼんやりする意識で考えたが、甘かった。

　なにかひんやりした感覚を後ろに感じて、身体が折れるんじゃないかと思うぐらい脚を高く抱え上げられる。

「ひっ！」

　抵抗しなくなった人形のような身体を、沢木が強引にこじ開けて侵入してくる。

　身体が二つに裂かれるような激痛が走ったが、その痛みも心までは響かなかった。

「……んん……あ」

　痛みで縮こまったモノに沢木の指がからみ、意外なほどに優やさしく扱しごき上げられ、それに応えるようにあっさりと中心が熱くなってくる。

「……ふっ……、うっ……」

　ゆすり上げられる苦痛と、執拗にからんでくる指の与える甘い感覚に、嗚お咽えつとも、あえぎともつかない声が零れた。

「かずみ、目、あけてくれ」

　行為の合間にそんな声が聞こえてくる。

「たのむから、なあ、目を見せてくれよ」

　暴力で一海を強引に抱いているくせに、沢木の声は不安そうに震ふるえていた。

「かずみ……なぁ」

　哀あい願がんされても、一海は目を開けなかった。

　目を開けさせたかったら、むりやりこじ開ければいいじゃないかと思う。自分から、沢木の望むように動くのは絶対に嫌だった。

　不意に、自分の身体の上で激しく動いている男の荒い息が妙に滑こつ稽けいに感じられて、笑いたい衝しよう動どうに駆られた。でも、笑えなかった。

　そのかわりに、悲しくもないのに閉じた瞼まぶたから涙が零れてくる。

　涙と一緒に、なにか大切なものが心から零れ落ちて、シーツに吸い込まれて消えていく。

　心の中で形になり始めたばかりの、とても、とても大切なものだったはずなのに……。

「……うっ……あ……！」

　激しく揺さぶられ、身体の中で沢木がはじけるのを感じた。そのショックで一海もまたはなった。

　苦痛と快感と、受け止めきれない強い波に襲おそわれて、一海は意識を手放した。







　翌朝、目が覚めた一海は激痛を感じて思わずうめき声を上げた。

「一海、起きたのか？」

　心配そうな沢木の声を聞いて、一瞬にして昨夜ゆうべの記き憶おくが蘇よみがえる。

（いやだいやだいやだっ!!）

　一海は肩までかけられていた毛布を引っ張り上げて、頭からすっぽり被かぶった。

　その中で丸くなって、ギュッと目を閉じる。

「顔、出せよ。一海。なあ……」

　ポンッと、毛布の上から頭に触れられて、さらに身体を硬くする。

「乱暴して悪かった。……謝るから、顔、見せてくれ。……な？」

　あやすように背中を撫でられる。

　一週間前には、気持ちを落ち着かせてくれていた大きな手の感触が、今では疎うとましい。

　昨夜の記憶を刺激されて、一海は嫌悪感のあまり鳥肌を立てた。

（あやまってなんか……ほしくない！）

　欲しかったのは、謝罪の言葉なんかじゃない。もっと違う言葉だった。

　でも、それがなんなのか、今の一海にはもうわからない。

　それは、形になる前に壊れてしまったから……。

　頑かたくなに黙り続けていると、沢木が大きく息を吐く気配がした。

「一海。あのな、おまえ、かなり熱があるんだ。……自分でわかるか？」

　沢木にしては、珍しく気弱そうで、心配げな声だった。

「とりあえず解げ熱ねつ剤ざいとか買ってくるから、おとなしくしてるんだぞ。な？」

（えらそーに、誰のせいだと思ってるんだよ！）

　声を出すのもおっくうで、一海は心の中で悪態をついた。

　完全に信頼していた沢木に裏切られたという現実を、痛む身体が否いや応おうなく突きつけてくる。

　ドアが閉まり、足音が遠ざかる。

　しばらくして、錆さびついた玄関の扉が開く音が聞こえてきた。

　一海は、やっと身体の力を抜いて、毛布から顔を出した。

　痛い痛いと悲鳴を上げる身体を騙だましながら、ベッド脇にある椅子の背もたれにかけてあった服を身につけ始める。

（戻って来る前に、逃げなきゃ）

　服を着たものの、スニーカーが見当たらない。

　キョロキョロと寝室内を見渡したら、部屋の隅のほうにバラバラにころがっているスニーカーを見つけた。さらに一海の背せ丈たけぐらいはあろうかと思われる大きなキャンバスが、布をかけられ壁かべに立てかけられているのが目に入る。

　スニーカーを履はいた一海は、そのキャンバスの前に立った。

（これって、ぼくの絵だよね……？）

　なにが描いてあるのか見たい気持ちと、今さらそんなのどうでもいいと思う気持ちがせめぎ合い、その場に立ちすくむ。

　そのとき、ギギイッと玄関が開く音が聞こえてきた。

（は、はやすぎるよ）

　もう一度、ベッドの中に潜り込んで隠れるか、それとも窓から飛び降りてでもここから逃げるか、悩んでいるうちに足音が近づいてくる。

　結局、窓から逃げる道を選択したのだが、ぼろぼろに疲れ、痛む身体はいつものように動いてくれなくて、窓を開けた時点で寝室のドアが開いた。

「いつまで寝てんだよ！　昨日約束したってのにっ!!──あれ？」

　ドアから飛び込んできたのは、見知らぬ青年だった。

「………最近、衛が遊んでる相手って……。まさか………おまえ？」

　一海を見る顔は、さも意外だといわんばかりだ。

　だが、思いっきり怪け訝げんそうに眉をひそめたその青年の顔は、美形揃ぞろいの家族の顔を見慣れている一海でも見とれてしまうほどに綺麗だった。

「あの……あなた、だれ？」

「俺は、衛のマネージャーみたいなもんだよ。──で、衛はどこ？」

「沢木さんなら、さっき出かけたけど」

「あ、そ。ったく、しかたないな」

　細い指にかき上げられた長い前髪が、サラサラと流れてすぐに元に戻る。

　沢木のマネージャーだというのなら、この人が昨夜ゆうべ話していた沢木の従い兄と弟こ、真紀なのだろう。

（沢木さんと全然似てない）

　沢木が南国をイメージさせる容よう貌ぼうなのに対して、この人は冷たい氷の国を連想させた。あまりにも整いすぎていて人間臭しゆうを感じない。

「じゃあさ、衛が帰ってきたら、すぐに事務所に来るようにって伝えといて」

「え、あの……」

　あっさりときびすを返して、いったんはドアに向かった真紀が、ふと振り向いて再び歩み寄ってくる。

（うわっ！　やっぱり血が繫つながってる）

　真紀は沢木と同じように、ナチュラルディスタンス完全無視で、ズイッと顔を近づけ一海の顔をじろじろと眺めた。

「昨夜は楽しかった？」

「え？」

　ちょんと首筋をつつかれて、一海はキョトンとした。

「キスマーク」

「あっ！」

　真っ赤になって、慌てて首筋を手で押さえる。

「女遊びに飽きたからって、なんでこんなぼうやに手を出したんだか。衛も物好きだな……。──なぁ、どうやって衛に取り入ったんだ？」

「な……」

　望んで手を出されたわけじゃない一海は、真紀のあんまりな台詞せりふに、カッと頭に血がのぼった。

　怒りのあまり声も出せずに震えている一海にはお構いなしで、さらに真紀が口を開く。

「あのさ、忠告しとくけど、あんまり本気にならないほうがいいぞ？　あいつ、今までつきあった、っていうか、遊んでた女とも半年以上続いたことないんだ。飽きっぽいんだよ。──飽きられて捨てられるより、自分から身を引いたほうが粋いきじゃないかって、俺は思うけど」

　じゃ、伝言頼んだからな、といい残して、今度こそ真紀は帰っていった。

「あいつ、なんなんだよ！」

　いいたい放題いわれて、一言も反論することができなかった一海は、無む性しように悔くやしくて拳を握りしめた。

「伝言なんか知るもんかっ！」

　沢木が戻ってくる前に早くこの屋敷から出ていこうと足を動かしかけ、視界の隅に見えたキャンバスに気を取られる。

（ちょっとだけ……）

　下絵を描き直しているのだと沢木はいっていた。色は入っていなくても、どんな雰囲気の絵なのかぐらいはわかるかもしれない。

　一海は好奇心に負けて、キャンバスにかけられた布を一気に引っ張った。

「………え？」

　キャンバスは手つかずで、白いまま。

「……なぁんだ。──じゃあ、最初っから、全部……噓だったんだ」

　唇から乾かわいた笑い声が零こぼれた。

　モデルとして、必要とされていたわけじゃなかった。

　──衛も物好きだな。

　さっきの真紀の言葉が改めて胸に刺さる。

　沢木は、あんなに綺麗な人と兄弟同然に育ったのだといっていた。

　あの綺麗な顔を見慣れていたんなら、一海程度の平凡な顔に興味を持ったりするわけがない。たまたま地下鉄で出会った平凡な高校生をからかってみただけ……。

　おまえをモデルにしたいんだといわれて有頂天になっていた自分が、酷ひどく惨みじめになる。

（ずっと……、騙されてたんだ）

　昨夜、あんな目に遭あうまで、一海はずっと楽しかった。

　沢木と毎日顔を合わせて、口げんかして笑ったりなんかして、ほんとに楽しかったのに……。

（裏切られたんじゃ……ない）

　そう、沢木は裏切ってなんかいない。

　きっと、最初から、一海をからかうことが目的だったんだから……。

（調子に乗って、浮かれてた。……頼まれてもないのに掃除なんかして、できもしない料理までして………）

　沢木の目に、自分はどんな風に映ってたんだろう？

　滑こつ稽けいで身の程知らずの愚おろか者だと心の中で笑ってたんだろうか？

　それとも、思い通りに騙されてくれる馬鹿な奴？

　真っ白なキャンバスから視線をはがして、一海は寝室を出た。

　痛くて悲鳴を上げていたはずの身体から感覚が失われていく。

　ふわふわと現実感がない状態のまま、館を出て大通りに向かいタクシーを拾った。

　自宅の住所を告げると、バックミラーで一海の顔色の悪さに気づいたらしいタクシーの運転手が、「大丈夫かい？」と何度も声をかけてくる。

　でも、一海は返事ができなかった。

　ちょっとでも口を開くと、大声で泣き出してしまいそうだった。

　酷いことをされたことより、騙だまされていたのだという事実のほうが、一海には痛かった。

（泣くもんか）

　騙されて、めそめそ泣くなんて、あまりにも情けない。

　一海は、俯うつむいたまま唇をかみしめ、じっと痛みをこらえ続けた。




　その後、一海は高熱を出して寝込んだ。

　無断外泊については、いきなり高熱が出て連絡しそびれたのだと噓をついた。

　一週間後、熱が下がった一海は、朝食の席でもう一つ噓をついた。

「昨日電話してみたんだけど、沢木さん、ぼくが寝込んでる間に新しいモデル見つけちゃったんだって」

　父と母は素直に信じて、「残念だったな」といってくれたが、姉はなにもいわず、怪訝そうにただ眉をひそめていた。




　　　☆




　一週間ぶりの学校は、なに一つ変わっていなかった。

　たかが一週間でなにかが変わるわけもないのに、あの日以来、自分の中のなにかが変わってしまったと感じ続けていた一海には、周囲のあまりの変わりなさに奇妙な違和感すら感じてしまう。

　いつもと同じメンツに、「むりすんなよ」とか「ひさしぶり～」とか、いつもとはちょっとだけ違う言葉をかけられても、それに対して自分がいつもどおりに笑い返せているか自信がない。

　それでも、いつもどおりの学校生活を半日も過ごした頃には、徐じよ々じよにその違和感も薄れてきて、たかが笑顔一つで緊張しまくっていた自分がちょっと滑稽に思えてくる。

（誰も知ってる人はいないんだから、平気）

　一週間経たって、身体の痛みは消えたけど、気持ちの整理はまだついていない。

　いつもの一海だったら、あったことのすべてを竜也に報告して、スッキリするところなのだが、この件に関しては例外だった。

　誰かに話したからといって、スッキリするような問題じゃないし、話すことで記憶が鮮明になって自分が苦しくなるだけだ。

（平気だ。すぐに忘れられるから……）

　一海は、自分自身にそういい聞かせていた。

　沢木を思い出すから、スケッチブックもタンスの底に押し込んだ。

　沢木と出会う前の、退屈で変化のない日常に戻れば、きっと少しずつ昔の自分を取り戻していけるはずだった。







「──だからさ。今日からまた遊びに行ってもいい？」

　昼休み、バイトはクビになったと、家族についたのと同じ噓をいった後で、竜也にそう聞いた。

　竜也は即そく答とうせず、むっつりとした顔で腕うで組ぐみしている。

「だめ？」

「だめ」

　うなずかれて、がっかりする。

「休んでた間のノートをコピーしてやるから、それ持っておとなしく家へ帰れ。一週間も休んでたんだから、せめて三日はおとなしくしてろ」

「じゃ、木曜日になったら解禁なんだ」

「顔色がよくなってたらな」

「うん。ありがと。──竜也って、優しいよね」

「……熱でおかしくなったのか？」

　自分の身体のことを気き遣づかってくれてるのがよくわかったからいってみただけなのに、竜也はまずいものでも食べたような顔をした。

「ひどいなぁ。ほめたのに」

「……じゃあ、優しいついでにもうひとつ。──一海、おまえ進路希望のプリント提出してないだろう」

「……思い出させてくれてありがと」

　嫌なことを思い出して一海がふてると、竜也は逆にホッとしたように微笑ほほえんだ。

　進路希望調査のプリントは、ずっと鞄かばんにしまい込んだままだった。

　今さらだし、このままシカトしちゃおうかなと、ほのめかしてみたのだが、お優しい竜也は駄目だという。

　竜也の話だと、このあいだ目撃してしまったキスシーンの片割れだった高梨なんかは、担任のお気に召さないことを書いて、「ふざけたこと書いてんじゃねぇぞ！」と提出したプリントを突っ返されたらしい。

「みんなの前で、提出してねぇのはおまえだけだ、とかって怒鳴られても平気だっていうんなら、無理に提出しろとはいわないがな」

　平気じゃない一海は、しぶしぶと鞄からプリントを取り出して、美術準備室へ向かった。




「失礼します」

　今日のご機嫌はどうだろう？　とちょっとビクビクしながら、ノックしてドアを開ける。

「はぁ～い。どうぞ～」

　赤坂のご機嫌はかなりよさそうだ。

「あの、これ。遅くなってごめんなさい」

　おそるおそる、進学希望とだけ書いたプリントを手渡した。

「休んでたんだから、執しつ行こう猶ゆう予よってとこよ。──はい、ＯＫ。教室に戻ってよろしい」

「……ほんとに？」

「なに？　文句つけられたい？」

　聞かれてブンブンと首を振る。

「でも、ちゃんと書いてないし……。高梨くんとか、怒鳴られたって」

「あれは特別。ろくに考えもせずにかわいげのないことを書くから、わたくしの逆げき鱗りんに触ふれただけ。──消しゴムかけた跡あともあることだし、一海ちゃん、随分と悩んだんでしょう？」

「うん。そのつもりだけど」

「じゃ、もういいから、教室に帰って、早く寝なさい」

「ねる？」

　一海は首を傾かしげた。

「病み上がりなんだから、うろちょろしてないで、おとなしくしてろってこと。──体力のないときに考えても、いい考えなんて浮かばないしね。悩むのは元気になってからにしなさい。元気になったら、いっくらでも相談に乗ってあげるから」

　ぴらぴらとプリントを揺らして、赤坂が笑う。

　あけっぴろげなその笑顔で、一海は気持ちが少しだけ楽になったような気がした。







「竜也、実家から差し入れきたんだけど……。──、お、一海くんが遊びに来てたんだ。ひさしぶり～」

　菓子箱を手に、寮生の一人が弾はずむように嬉しそうな声で、寮内の竜也の部屋に入ってくる。

「これ、うまいよ。食べる？」

「うん、ありがと」

　差し出された箱から、一海は綺麗な水色の包装紙にくるまれたお菓子を一個つまみ出した。

　その後で、俺も俺もと、あちこちから手が伸びてきて、あっという間に箱は空になる。

　一海が、竜也から寮への出入りをやっと解禁してもらえたのは金曜日。

　久しぶりの部屋に腰をおろして、ほっとしたのもつかの間、竜也の部屋には次から次へと食い物持参の訪問者が訪れてきて、部屋は大入り満員の状態だった。

　寮の部屋は六畳じよう、 一人部屋で家具も少ないから比較的スペースはあるのだが、さすがに十人以上集まると息苦しい。

（竜也って人気者だよな）

　すでにお腹はいっぱいでも、お菓子をくれた寮生がにこにこしながら見ているので脇に置くこともできず、貰ったお菓子を口に運ぶ。

「はい、お茶」

　別の寮生が、持参してきたペットボトルのお茶を差し出すから、一海はありがたく受け取って甘いお菓子を流し込んだ。

　すると、またしても、俺も俺もと、あちこちから手が伸びてきてペットボトルの争そう奪だつ戦になってしまう。

（ひえ～っ！）

　争奪戦の真ん中に位置してしまった一海は、伸びてくる手やそれを払いのけようとする手に挟はさまれて、たいそう居い心ごこ地ちが悪い。ペットボトルを元の持ち主に返そうとしても、すぐに違う方向から手が伸びてきて妨害する。

「いい加減にしろっ！」

　いきなり竜也の怒鳴り声が響いた。

　その声に、騒いでいた一同の動きがぴたっと止まる。

「騒ぎたいんならよそで騒げ！　一海は、休んでた間に遅れた分の勉強をするためにここに来たんだ！　邪魔するなっ！」

　普段声を荒げない竜也の剣けん幕まくに恐れをなしたのか、みんな、小さくなって「一海ちゃん、またな」と小声でいい残し、慌てて去っていく。

　お茶をくれた寮生が、一海からペットボトルを受け取ろうと最後まで残っていたが、「これは没収する」と竜也に奪い取られ、しょぼくれて帰っていった。

　その後ろ姿があまりにも悲しそうだったので、寮生だけにお茶を買うお金も貴重なのかもと思った一海は、「それ、返したほうがよかったんじゃないの？」と聞いてみたが、「騒ぎの元になるだけだ」と拒否された。

「騒ぎって？」

「今の争奪戦見ただろう。どう思った？」

「みんな、お茶好きなんだね」

「……違う。おまえが飲んだ後だったから、欲しがっただけだ」

「……なんで？」

　意味がわからない一海がキョトンとして聞き返すと、竜也は腕組みをしてうつむき、喉のどの奥からうなり声を出した。

「なに怒ってんのさ」

「怒ってない。苦悩してるんだ。──一海。おまえ、あいつらがこの部屋に集まってくるのを、どう思ってた？」

「どうって……。竜也って人気者だなぁって思ってたけど」

　その答えに、またしても竜也がうなり声を上げる。

　しばらくして「どうしてわかんないんだ」と呟き、顔を上げる。

「いいか。よく聞けよ。──おまえが休んでる間、あいつらは差し入れなんて一回も持ってこなかった。それどころか、おまえがバイト始めてから今日まで、遊ぶ用事でこのドアをノックした奴はいない。これは事実だ。……で、どう思う？」

「どう思うって……。どうなんだろう？」

　聞き返したら、「自分で考えろ！」と、いつになく厳しい調子で怒鳴り返された。

　一海はビクッと肩をすくめながら、とりあえず考えてみる。

（え～っと……、……ん？　でも……）

　答えはとても簡単に見つかったが、どうしても納得がいかない。

　答えをいわない限り竜也の怒りは解けないような気がして、上うわ目め遣づかいに見つめながら、しかたなく思いついた答えをいってみる。

「……おれ……目当て？」

「そうだ」

　竜也はふか～くうなずいた。

「えっ！　ほんとにそーなの？　なんで!?」

「なんでって、ほんとーにわからないのか？」

「うん。わかんない」

　うなずくと、竜也はわざとらしくふか～いため息をついた。

「しかたないから教えてやる。──おまえが、……か、可愛いからだ」

　この答えに、一海はムッと唇を尖とがらせた。

「からかってるんでしょ？」

「なんで、俺がおまえをからかわなきゃいけないんだ？」

「なんでかはわかんないけど、でも、竜也、普段は詰つまったりしないじゃんか。噓ついてる証拠だよ」

「……友達相手にこんなことをいうのが恥ずかしかっただけだ。──いいか、一海。おまえの美的センスは常人とずれてる！」

　ぎっと鋭い視線を向けられて、一海はちょっと身を引いた。

「なんだよ、それ」

「ホントのことだ。おまえ、美形な家族の顔を見慣れてるから、一般常識がわかんなくなってんだよ」

「そんなことないよ」

「ある！　じゃあ聞くが、ヒョンやダレを、どう思う？」

「どうって……」

　ヒョンはこのあいだのキスシーンの片割れ、数学担当の安藤で、ダレは英語担当の及おい川かわのあだ名だ。二人とも、女子生徒に高い人気を誇ほこっていることは一海だって知ってる。

「安藤先生は優やさしそうだよね。隣の家にああいうお兄さんがいたらいいなぁって思うし、及川先生は話しやすいけど、ちょっと説教臭すぎて苦手かも……」

「……っ！　そうじゃなくて顔のことをいってるんだっ!!」

「かお？　う～ん、そういわれてみると、けっこういい線いってるかなぁ」

　その答えに、竜也は頭を抱え、喉の奥からうなり声を上げた。

　しばらくして顔を上げた竜也は、眉み間けんにしわを寄せたまま、一海の肩にぽんと手をのせる。

「この際だ。じ～っくり話し合おう」

「……え？」

　その後、一海は、竜也から、美び醜しゆうの一般常識について、延々三時間以上語られ続ける羽目になった。







「ただいまぁ～」

　竜也との長い話し合いで、へとへとになった一海が帰宅したときには九時近かった。

「おかえり」

　一海の基準では一般的な美女だが、竜也の基準だと壮そう絶ぜつ美女の姉、一湖が、珍しいことに玄関まで出迎えてくれる。

「母さんは？」

「父さんの出張につきあって、二泊はく三日の沖おき縄なわ旅行に行ったわ」

「え、そんなの聞いてないよ!?」

「そりゃそうよ。今日の日中に、あたしが説得して追い出したんだから」

「なんだよ、それ～」

　事後承しよう諾だくなんて、仲間はずれにされたみたいで気分が悪い。

　ぷうっとふくれたら、一湖に、でこピンされた。

「ふてるんじゃないの。子供じゃないんだから、母さんがいなくてもなんとかなるでしょ」

「でも、その間のご飯は？」

「あたしがつくってあげるわよ。……いざとなったら、レトルトや出前って手もあるじゃない」

　さっきからカレーの匂いが鼻をくすぐっている。料理する立場になって一番最初にカレーを作るあたり、一湖の料理の腕は自分と同じかも、と、一海は休日の間の食生活を思ってブルーになる。

「あんた待っててお腹ぺこぺこなんだから、さっさと着替えてきなさい。手も洗うのよ」

　寮で散々お菓子類をご馳ち走そうになった一海は、あまりお腹がすいていない。が、空腹状態の一湖に逆らう危険をおかす気力がなくて、おとなしく命令に従った。







　おそるおそる口に運んだカレーは、意外にも美お味いしかった。

　これなら空腹じゃなくても、とりあえず一杯ぐらいは食べられるとホッとしていると、

「あんたの好みにあわせて甘くしたから、食べれるでしょ？」

　珍しく一湖がちょっと心配そうな顔をする。

「うん。美味しい」

　素直にうなずくと、一湖は「よかった」と嬉しそうに微笑ほほえんで自分も食べ始めた。

（お姉ちゃんって、実は優しいんだもんな）

　以前だったら、押しつけがましいと心の中で反抗していたかもしれないが、今は素直にそう思える。

　姉、一湖が人並み外れた容よう貌ぼうや才能だけで人気者になったんじゃないことを、今の一海は身にしみて知っている。

　熱を出して寝ね込こんでいた一週間、一湖は両親が驚くほどに、一海の看病をしてくれていた。

　とくに、熱に浮かされてほとんど意識がなかった二日間ぐらいは、つきっきりで看病してくれたみたいだった。

　夜、喉が渇かわいて目を覚ましたときにも側にいて、水を飲ませてくれたり、汗を拭ふいてくれたのを、おぼろげながら覚えている。

「なんで急に母さんを旅行に行かせちゃったのさ？」

「なによ、それ？　苦情？」

「違うよ。純粋に好奇心」

「たまには家事から解放されて、羽を伸ばさせてやりたいなって思っただけ……。それと、ちょっとね……。母さんがいないうちに、あんたに聞きたいことがあって」

「なに？」

「あんたが寝込んでる間、あたしが面めん倒どう見てたんだけど、覚えてる？」

　一海がうなずくと、一湖はふいっと視線をそらした。

「もちろん、あんたが心配だったせいもあるんだけど、……でも、それだけじゃなくて、あんたの身体、母さんに見せられないと思ったから、だからあたしが面倒を見てたの。……もちろん着替えもね」

　どきん！　と一海の心臓が高く鳴った。

「ば、ばればれ…だ……った？」

　笑おうとしたのに、うまく笑えない。

　迂う闊かつだった、と思う。

　今はもう消えたが、熱が下がって意識がはっきりしたとき、手首に縛しばられた跡あとがしっかり残っていた。あの日、随ずい分ぶん乱暴に扱われたから、キスマーク以外の青あざも、くっきり身体に残っていただろう。その直後に身体を見られたのなら、なにがあったか一目瞭りよう然ぜんだったはずだ。

　一海は、気持ちを落ち着かせるために一度深呼吸をした。

「………ありがと。母さんに……内緒にしててくれて」

「お礼なんかいわなくていいのっ！　ったく、あたしはちゃんと忠告したんだからね」

「うん。……ごめんなさい」

「あやまらないでよ。一番辛いのはあんたなんだから……。で、どうするの？」

「どうするって？」

「だから、このまま黙ってる気なのかってことよ。──訴える気があるんだったら、あたし、いくらだって協力するわよ」

「お姉ちゃん、それ、矛む盾じゆんしてない？　そんなことしたら、母さん達にばれちゃうって」

　茶化しながら無理して笑顔を作ったら、きっと睨にらまれた。

「あんたに知られる覚かく悟ごがあるんなら、ばれたっていいでしょ。──で、どうすんの？」

「訴えない」

「泣き寝ね入いりするつもりなの？」

「そういうんじゃないけど……。でも、いいんだ」

「ほんとに？　後悔しない？」

「うん。逆にさ、訴えたりしたら、きっと後悔しちゃうよ」

　一海の返事に、一湖は形のいい眉をひそめる。

「お人ひと好よし」

「そういうんじゃないってば」

　あの一件で傷ついたのは、身体より心だ。

　信じていた沢木に騙されていたことが、なによりも一番辛かった。

　訴えて、法律に沿そった表面的な制裁を与えても、一海にとってはなんの救いにもならない。

　むしろ、騙された馬鹿な自分を再認識させられて、自分の傷をえぐるだけ……。

「そお？　あんたがそれでいいっていうんなら無む理り強じいはできないけど……。──あたしだったら、絶対に許さないのにな」

「お姉ちゃんらしいね」

　気が強くて、曲がったことが嫌いな姉。

　同じ姉弟でも、姉と自分は全く違う。

　一海が、僻ひがむことなく素直にそう思えたのは、これが初めてだった。







　夜、一海は、自分の部屋のベッドに腰こし掛かけ、竜也にむりやり持たされたペットボトルをちゃぷちゃぷ揺らしながら、ぼんやりといろんなことを考えた。

　自分のためにいろいろと心を砕くだいてくれていた姉のこと。

　いつもあれこれと面倒を見てくれている竜也のこと。

　それに、なぜか自分をアイドル視しているという、寮生たちのこと……。

（ぼくって、すっごくめぐまれてたんだ）

　思い返してみると、ずっと思うまま、わがままに過ごしてきたような気がする。

　いつだって、みんな「どうしたい？」と聞いてくれて、一海の意思を尊重してくれたし、困ったことがあると必ず誰かが助けてくれた。

　あの日、あんな目に遭あうまでは……。

　沢木のことを思い出すと、今でも胸が痛い。

　暴力を受けたことに対する恐怖感も残っているが、それより騙されていたことのほうが痛い。

　この痛みが消える日なんか、来ないんじゃないかと思う。

　でも、それでいいのかもしれない。

　自分がとても恵まれているってことを忘れないように、他人の好意を気づかずに踏みつけにしないように、痛みは必要かもしれない……。

（ああ、そっかぁ。……だからだったんだ）

　不意に疑問が解けて、一海はひとり笑ってしまった。

　──なぜ、あんなに急速に、沢木になついてしまったのか？

　答えは簡単。沢木が一海の機嫌をとろうとはしなかったから、だ。

　沢木は、ずっと一海に気を遣わず普通に喋しやべっていた。

　怒鳴ったり、命令口調でしゃべったりしたけど、その言葉に逆らうのも従うのも一海の勝手だった。答えが準備されていない会話は、すごくスリリングで楽しかった。

　逆らっても、怒鳴られはしても、本気で怒られたりはしなかったし……。

（はじめて……だったんだ。だから……）

　いつもは、みんなが差し伸べてくれる優しい手に無意識のうちに頼っていたけど、沢木の場合はそれが出来なかった。

　そのせいで、一海は自分がなにをしたらいいのか、自然に考えるようになったのだ。

　あの屋敷の掃除をするのが楽しかったのは、それが本当に自分の意思だったから。

　強制されてのことだったら、きっと、毎日不満たらたらだったろう。

（沢木さんに………会いたいな）

　あの日以来、初めてそう思った。

　自分勝手でちょっと意地悪で自信家で、でも、高校生相手に本気でムキになって怒る、あの単純な人に、もう一度会いたい。

（でも、もう……会えない）

　一緒に笑ってくれた楽しかった頃の沢木は、もうどこにもいないのだから……。

　一海が知っているあの沢木は、騙されていた一海が勝手に心の中で作り上げた幻まぼろしの人格。

（幽ゆう霊れい屋敷……か）

　現実には存在しないあの沢木こそが、一海にとっての幽霊だったのかもしれない。

（幽霊でも……よかったのに）

　ずっと騙しててほしかったと思うのは、あまりにも甘い考えだろうか？

　あの夜、胸の奥で壊れたものの正体を、一海は、今頃になってはっきりと理解した。

（ぼく、沢木さんが……すきだったんだ）

　でも、好きだったのは、あくまでも一緒に笑ってくれていたあの頃の沢木だ。

　現実には存在しない幽霊に恋をしたから、好きだと思うこの気持ちも宙ぶらりんなまま、もうどこにも行けない。

　この気持ちの行き先は、現実の世界のどこにもないのだから……。

「あいたいよ……、沢木さん」

　一海は、そんな自分の独り言が悲しくて、一人きりで泣いた。




　　　☆




　沢木と会わなくなってから、もうじき一カ月。

　一海の日常は、完全に以前のペースに戻もどっていた。

「なんか、空気が秋っぽい」

　寮に行こうと校舎の外にでた一海は、顔をなでる風がいつもと違うような気がして、そう呟いた。

「とっくに秋だぞ。ぼけてるのか？」

　隣を歩く竜也が、怪け訝げんそうに見つめてくる。

「そうじゃなくてさ、本格的に秋っぽくなってきたっていってんだよ」

　暦こよみの上ではすでに秋だったが、昨日まで、日中は夏の間のむっとしけった風がしつこく居残っていた。でも今日の風は、サラサラしていて気持ちがいい。

　この先、急激に朝晩冷え込むようになって、一瞬の彩いろどりの後、木々の葉は大地に還っていく。

（幽霊屋敷、寂しくなるだろうなぁ）

　冬ふゆ枯がれの木々と、葉を失った蔓つるに覆おおわれた屋敷の姿を想像して、一海は軽く身み震ぶるいした。

「寒いのか？」

　聞かれて、一海は首を振る。

「平気。──ありがと」

　竜也は、そんな一海を怪訝そうに見つめた。

「一海、おまえさ、最近少し変わったよな」

「どんな風に？」

「前より無口になったし、ふてたり、落ち込んだりしなくなった。──あ、怒るなよ」

「そんなことぐらいで、怒んないよ」

　苦笑しながら、前だったら怒ってたんだろうなぁと自分でも思う。

　寒いのかと聞かれれば、同じ制服なのになんで自分だけ心配されるのか、そんなにひ弱じゃないとふてただろうし、落ち込んでると指し摘てきされたら、そんなことないとムキになって反論していた。

　その言葉に含ふくまれた気き遣づかいみたいなものに、全然気づけなかったからだ。

　無口になったのは、話しかけてくれる相手の気持ちを考える時間が必要だから。

　考えて選ぶぶんだけ、以前より意味のある言葉を話してるんじゃないかと自分では思ってるが、実際はどうなんだろう？

　聞いてみようかなと、竜也を見上げたら、竜也は正面を見つめて怪訝そうな顔をしていた。

「あいつら、なにやってんだ？」

　一海も、竜也が見つめている方向に視線を向ける。そうしたら、校門付近で、以前見たのと同じ光景が繰り返されていた。

　お百度参りのように、徒党を組んで校門を行ったり来たりする女の子たちの群れに、一海の心臓は一瞬激しく高鳴った。

「……まさか」

（沢木さん……のはず…ない）

　自分の気持ちを自覚してから少しの間、一海は、楽しかったあの頃の沢木が訪ねてきてはくれないかと少しだけ期待してしまった。

　でも、それはあり得ないことだって、充じゆう分ぶんにわかってもいるから、ちゃんと諦あきらめた。

　諦めたはずなのに、今、心臓がドキドキするのは、行き先のない恋を完全に捨てきれないでいるから……。

（それでも好きなんだから、しょうがないよね）

　現実には存在しない男を好きだと思う気持ちは、行き先がないだけにいつまでも胸の中にとどまり続けて、一海を悲しくさせる。

「なんかのおまじないか？」

　以前の沢木フィーバーを知らない竜也が、怪訝そうにお百度参りをしている女生徒たちを眺ながめている。

「早く、いこ」

　一海は、あり得ないことを望んでしまう自分が悲しくて、一刻も早くこの場を立ち去るために竜也の腕を引っ張って早足で校門を抜けた。

　と、そのとき、「見つけたっ！」と、大きな声がした。

　見ると、あの日、一度だけ会った沢木の従い兄と弟こ、真紀が立っていた。

　真紀は、忘れたくても忘れられない綺麗な顔に、怒りをにじませて駆け寄ってくる。

「あ……」

「ちょっと来いよ」

　驚いて立ちすくむ一海の腕をとって、真紀が歩き出そうとする。

「こら、待て」

　竜也が、一海のもう一方の腕を摑つかんだ。

「なんだ、おまえ？」

「そっちこそ、一海になんの用だ？」

「関係のない奴に話す義理はないね。……あ、もしかして、おまえ、このぼうやの新しい男？」

「やめてよっ!!」

　一海は慌てて叫んだ。

　こんなに人がいるところで、これ以上、変なことをいわれたらかなわない。

　二人の腕を逆に引っ張って、塀のかげに寄って、声をひそめる。

「真紀さん……ですよね。なにか用ですか？」

「用がなきゃ会いになんかこないっての。──そいつに聞かれてもかまわないわけ？」

　イライラした風に真紀が聞く。

「いいよ。……後で説明するから」

　この状況で隠し事をしても、竜也が後で聞き出そうとするのは目に見えてる。意固地になって隠せば、友情にヒビが入るような気がして、一海はしかたなくうなずいた。

「じゃ、いうけどな。おまえ、今すぐ衛のトコにいけ」

「……今さら、なんで？」

「おまえが来なくなってから、衛のやつ、仕事しなくなっちまったんだよ」

「なにいってんのさ。そんなはず………ないよ」

「あるから、わざわざ俺様がこんなトコまで来る羽目になったんじゃないか!!」

　真紀はだだっ子のように足を踏み鳴らした。

「俺は最初っから反対したんだ。──あんな家、買わなきゃよかったんだよ。衛がおかしくなり始めたのだって、あの家を買ってからだし……。やっと、少しまともに仕事してくれるようになってくれたって安心してたのに、おまえが来なくなってからは、もう最悪だ。──衛のあんな姿、俺、もう見たくないんだっ!!」

　綺麗な顔をゆがめて怒鳴る姿は真に迫せまっている。噓をついているようには見えなかった。

「あんな家って、あの……幽ゆう霊れい屋や敷しきのこと？」

「他にどこがあるんだ？　死んだ両親の幽霊がでるなんていわれてる家を買うなんて、衛の奴、どうかしてるんだ」

「死んだ両親って……」

　幽霊に会えるんじゃないかと期待して、あの屋敷を買ったのだと、沢木がいったことがあった。そのときは、冗談だと思って聞き流したのだが……。

「ホント……なの？」

「なんで俺が噓いわなきゃなんないんだ！」

「だって……」

　そんな沢木を一海は知らない。

　一海の中の沢木は、完全に二人に分かれてしまっていて、でも、どちらの沢木にも今の話はそぐわなくて……。

「行くのか!?　行かないのか!?」

　イライラした声に答えるより先に、勝手に足が動き出していた。

「おい、一海!?」

　背後から竜也の声が聞こえて腕を摑まれ、引き留められる。

「どういうことだ？」

「だって、さわきさんが……」

　一刻も早く沢木のところに行きたい。

　そんな思いばかりが頭の中で渦うず巻まいていて、どうやって説明したらいいのかわからない。

「おい、にーちゃん。馬に蹴られるぞ」

　真紀がボソッと呟く。

「それって、まさか一海、おまえ、沢木さんと……」

　いきなりのことで驚いた拍ひよう子しに、竜也の力がゆるむ。

「ごめん、竜也。あとで説明するから」

　その隙すきに、一海は竜也の手から逃のがれて走り出した。

（確かめなきゃ）

　沢木が本当はどんな人間なのか、もう一度会って確かめなくちゃいけない。それに、仕事をしなくなったって、いったいどういうことだろう？

　行き先がないまま一海の心の中に住み着いていた恋する気持ちが、背中を押していた。

　後悔するかもしれないけど、このままむなしい片思いを続けているよりはましだ。きっちりと決着をつけるチャンスは今しかない。

　直接会って確かめた結果、後悔することになってもかまわない。

　疑問の答えを知りたくて、一海は幽霊屋敷に向かって走った。







「馬に蹴られるって、どういうことだ？」

　腕をふりほどき、振り返りもせずに走り去った一海を呆ぼう然ぜんと見送った後、竜也が真紀に聞いた。

「普通、馬に蹴られるって、どういうときに使う言葉？」

「………やっぱり、沢木さんとか？」

「他に心当たりでもあんの？」

「ない……な」

「なあなあ、ショック？」

　真紀が綺麗な顔に薄うす笑わらいを浮うかべ、からかうように聞いてくる。

　さっきまで地じ団だん駄だを踏んで怒鳴っていたとは思えない態度だとあきれながら、竜也は首を振った。

「あいつ、最近様子変だったし……。自分の意思で決めたんなら、俺が口を出すことじゃない」

　少し前までの一海は、どんな小さいことでも竜也に話してくれていた。それを思うと少し寂さびしいが、しかたのないことだとも思う。

　知らぬ間に成長していた弟を見送ったような心境で、竜也がしみじみしていると、真紀が「つまんねぇの」と舌打ちをした。

「なにが？」

「三角関係とかになったら、面白かったのにさ」

「……あんた、顔に似合わず下げ世せ話わだな」

「さんきゅ」

　ほめたつもりのない竜也がいぶかしげな視線を向けると、真紀は自分の顔を指さしていった。

「俺、この顔で世の中わたってるから。──美人だと色々得することが多くって、生きるの楽だぜ」

「あ、そ」

　こういう厚こう顔がん無む恥ちな奴が身近にいる人間とつきあうのは、結構大変かもしれない。

　一海の今後のことを思って、竜也はまたしてもしみじみしてしまった。







　屋敷に着いた一海は、玄げん関かん先で途と方ほうに暮れていた。

　玄関のドアは鍵かぎが締まってるし、何度ノッカーを鳴らしても反応がない。

（窓の鍵なら開いてるかも……）

　屋敷中を掃除したときに、窓の戸と締じまりは一通り一海自身が確認している。開いているとしたら、沢木がいつも使っている区画だろうと目星をつけ、屋敷の外がい壁へきに沿って歩き出す。

　雑草を苦労しながら踏み分けて進んで、やっと応接室の掃はき出し窓までたどり着いた。

（あ、そっか。駄目なんだ）

　屋敷の窓はスライド式ではなくて、内側の取っ手をひねって開く観かん音のん開びらきになっている。鍵が開いていたとしても、外側から開くのは無理だ。

（どうしよう……）

　いっそのことガラスを割ってしまおうかと、乱暴なことを考えながら道具を探してあたりを見回す。と、もう少し奥おくの窓が開いているのが目に入った。

（あ、寝室……）

　あの日、一海が開けっ放しにして帰った窓が開いていた。

　まさか、あの日以来、一度も閉められずにいたわけではないだろうけど、とりあえず侵しん入にゆう口を見つけてホッとした。

　寝室の窓に苦労してよじ登り、室内に沢木がいないのを確認してから屋敷内に侵入する。

（これじゃ、泥どろ棒ぼうみたいだ）

　不法侵入で訴うつたえられても文句はいえないけど、沢木だって強ごう姦かん罪で訴えられても文句をいえない立場なんだから、おあいこだ。

　寝室を出て、応接室へ向かう。

　応接室のドアを開けた途端、煙草とアルコールの臭いが鼻をさす。

　明かりがついていない室内は暗かったが、ブラインド越しに差し込む微かすかな光で、ソファーに座っている人影が見えた。

「沢木さん……!?」

　おそるおそる呼びかけたが、返事がない。

「ああ、もうやだ」

　息が詰まりそうによどんでいる空気に我が慢まんができなくなった一海は、窓に駆かけ寄り、ブラインドを開けて掃き出し窓を全開にした。

　窓を開けた途端、気持ちのいい風が吹き込んでくる。一海は、肺いっぱいに新しん鮮せんな空気を吸い込んでから、思い切って明るくなった室内へと振ふり返った。

「………え」

　室内は以前と全く違っていた。

　空の酒瓶びんがあちこちにころがっているし、灰皿は吸い殻がらが山盛りで、テーブルの上にはうっすらとほこりも積もっている。さらに叩き割られたらしいグラスのガラス片があちこちに散らばって、光を受けてチラチラ光っていた。

　そして、ソファーに座っている人も、以前とは全く違っていた。

「さわきさん……だよね？」

　ソファーに座って深くうなだれているのは、無ぶ精しようひげに覆おおわれた汚い男。

「沢木さんってば……。ねえ、酔よっぱらってるの？」

　近寄るのが怖こわくて、窓のところから声をかけてみたが、沢木はぴくりとも動かない。

（へん……だ……）

　一海は不安になって、おそるおそる沢木に近寄った。

　ガラス片に気をつけながら膝をついて、顔を覗のぞき込む。

「沢木さん、どうしちゃったのさ？」

　目は開いてるし、ちゃんと呼吸もしてる。

　それなのに、一海の声は、沢木には届いていないようだった。

「ねえ、沢木さんってば！　どうしちゃったのさ！　返事してよっ!!」

　ゆさゆさと揺ゆさぶったが、沢木はなされるままで、やっぱり反応を返さない。

「冗談やめてよっ！　なんで、沢木さんがおかしくなっちゃうのさっ!!　あんなことしといて、酷ひどいじゃないかっ!!」

　耳元で怒ど鳴なったら、ゆらりと腕うでが動いた。

　一瞬ビクッとしたが、動いた腕がテーブルの上のスコッチの瓶に伸のばされているのに気づいて、急いで沢木から遠ざけた。

「駄目だよ。随ずい分ぶん飲んでるんでしょ？　身体に悪いよ」

　沢木は空から振ぶりした腕をだらりと落とす。やっぱり、一海の声は聞こえていないようだった。

「なんで……」

（こんなの……やだ）

　こんな沢木を見るために、この屋や敷しきに戻もどってきたわけじゃない。

「しっかりしてよ!!」

　沢木の腕を力一杯引っ張ったら、沢木はゆらりと立ち上がってくれた。

「ほら、こっち来て」

　さらに腕を引っ張ると、ゆっくりと歩いてくれる。一海は、まるで木で偶く人にん形ぎようのような沢木をバスルームに引っ張っていった。

「沢木さん、今、自分がどんだけ汚いかわかってる？　せっかく男前なんだからさぁ、綺麗にしとこうよ」

　背伸びして沢木のＴシャツをはぎ取り、苦労してきついジーンズを脱がせる。

　頭からシャワーを浴びせても、沢木はぼんやりしたままだった。

「ちゃんと、目、つぶっててよね？」

　一海は自分が泡だらけになるのもかまわず、沢木の全身を洗った。

「大人のくせに、手間かけさせないでよ」

　なされるがままの沢木が悲しかった。

　生来の美び貌ぼうに恵まれて、仕事でも成功をおさめていたはずなのに、なんでこんな風になってしまったのか、一海には理解できない。

　随分と長い時間を共有していたはずなのに、結局、沢木のことをなに一つわかっていなかった。

　勝手に、心の中で沢木の幻げん想そうを作り上げて恋して、その幻想を壊されて傷ついた。

　そのすべてが、独りよがりの感情にすぎなかったんだと、今さらながら辛くなる。

　今、こんな風に抜け殻になっているぐらいだから、本当の沢木は、あの頃からずっとなにかに苦しんでいたのかもしれない。

　いつも自信たっぷりで明るい沢木の姿しか見ようとしていなかった自分が、ひどく情けない。

「顔、上げて」

　泡を全部流してから、うなだれている沢木の顔を、両手で持ち上げる。

「ひげ、そらなきゃ駄目だよね」

　一海は、たまに父の電気剃かみ刀そりを借りることがある。でも、そのたびに、ほとんど髭ひげらしいものがはえていないのを自覚して、まるで電気剃刀でいたずらしてるような気分になった。

　バスルームや脱だつ衣い所じよを見み渡わたしても電気剃刀は見つからなくて、かわりに泡がでるシェービング剤ざいとＴ字形の剃刀を見つけた。

「切っちゃったら、ごめんね」

　シェービング剤の説明書きのとおりに、髭をタオルで蒸らし、顔や顎あごに泡を塗ぬりつける。

　そうっと剃刀を当て、引っ張ったら、思ったよりも反動が大きくて、頰ほおを削けずってたらどうしようとちょっとびびった。

　それでもなんとか綺麗にそれて、沢木の顔があらわになった。が、生気のない濁にごった瞳ひとみと表情は変わらなくてがっかりする。

「ほら、こっちだよ」

　応接室はガラス片が危ないから、寝室のほうに沢木を導き、ベッドに座らせる。

　タンスを勝手にあさってバスローブを身につけさせ、喉のどが渇かわいたんじゃないかと、瓶入りの発はつ砲ぽう水すいを持ってきて口に当てる。

　まるで条件反射のように、沢木の喉が動き、水を体内へと流し込んだ。

「沢木さん、それじゃあ、人形と一緒だよ」

　一海は、なんだか泣きたくなってきた。

　ぺたんと床に座り込み、ベッドに座った沢木の膝に両腕をのせ、さらに額をのせた。

「ねえ、正気に戻ってよ。……そんなんじゃ、文句もいえないじゃないか」

（真紀さん、なんでぼくなんか呼んだんだろう）

　真紀は人選を誤ってる。今の沢木に必要なのは、医者だ。

「ごめんね。役立たずで……。ねぇ、お腹なかすいてるんじゃない？　なにか買ってこようか？」

　話しかけても返事はない。

「お粥かゆかなんか買ってくるよ。すぐ戻ってくるからね」

　それでも、まっすぐ瞳を覗き込んでもう一度話しかけてから、立ち上がる。

　歩き出そうとしたら、腕を摑つかまれた。

「沢木さん？」

　驚いて、もう一度膝をついて沢木の顔を見上げる。

「わかる？……ねぇ、ぼくがわかる？」

　瞳を覗き込んだら、今まで微び動どうだにしなかった目が微かに揺らいだ。

「かず……み？」

　手が伸びてきて、指先が頰に触れる。

「うん！　そう」

「ねつ………下がったのか？」

「熱なんか………。あれから何日たったと思ってんの？　しっかりしてよ」

「あ、ああ……。そうだな……」

　焦しよう点てんが合わない目で、沢木はひたすら一海の顔を見ようとしているようだった。

「そうか……。そうだったな」

　揺らいでいた目が定まり、一海と視線を合わせた。

「かず……み。なんで、……ここにいるんだ？　逃にげちまったんじゃないのか？」

「真紀さんに呼ばれたんだよ」

「そうか……。──真紀もいるのか？」

「いないよ」

　沢木が徐じよ々じよにしっかりしてくるのがわかって、一海は嬉しかった。我が慢まんしてた涙が零こぼれそうになって、慌あわてて立ち上がる。

「お腹すいてるでしょ？　なんか買ってくるよ」

　部屋を出かかったところで、「ここにいろっ！」と、大声で呼び止められた。

　一海には、その声が悲鳴のように聞こえた。

「──うん。わかった」

　さすがにあんなことがあったベッドに座る気にはなれなくて、ぺたっと床に座って、しばらくジッとしていたが、沢木がまただんまりを決め込んでしまって、どんどん落ち着かない気分になる。

「ねぇ、聞きたいことがあるんだけど……」

「……なんだ？」

　しばらくして、沢木はやっと口を開いてくれた。

「なんで、ぼくに声をかけたのさ？　モデルなんて、……噓だったんでしょ？」

　しばしの沈ちん黙もくの後、沢木は「め……が」と呟つぶやいた。

「め？」

「ああ。おまえの目の色が、似てると思ったんだ」

「似てるって？　なにに？」

「さあ……。俺にもわからん」

「なんだよ。それ」

　はぐらかされてるんだろうかと表情を窺うかがったが、沢木の表情は真剣でそんな風には見えない。

「……よくわかんないけど、この目の色が必要だったんだ」

「最初の頃はな……。──なぁ、俺の絵って、けっこう似た色の系統のが多いだろう？」

「うん」

「あれは全部、その色をイメージして描いてるんだ。──ガキの頃から、たまに夢に見る光景の色なんだ。……琥こ珀はく色に染まった世界の中で、長い髪の女が踊るみたいな足取りで、楽しそうに歩いてる夢で、だから、ずっとあれは夕日の色なんだろうと思ってた」

「だから、夕日の絵ばっかり描いてたんだ」

「ああ。でも、あのＣＭの話が来たとき、違ちがうってわかっちまった。……あれは、夕日じゃない、もっと違う色だってな……。紅茶の色のほうがイメージには近かったが、やっぱりどこか違う。……違うと思うと、どうしても気になって……。──それでこの屋敷まで買っちまった」

「真紀さんが、この屋敷、沢木さんの……亡くなった両親が住んでた家だっていってたけど」

「ああ。俺もガキの頃、ここに住んでた。──この屋敷、古そうに見えるだろうけど、実際は築三十年たってないんだぜ。親父の趣しゆ味みでわざと古めかしい造りになってるんだ」

　随ずい分ぶんと変わり者だったんだと、沢木は微かすかに唇の端はしを上げた。

　輸入業者をやっていて、これだと見込んだ商品がスカ。莫ばく大だいな借金をこさえて、金策に走り回っている最さ中なか、車の事故で夫ふう婦ふそろって死んだ。

「二人分の保険金と、この家とか不動産を処分して借金はチャラ。一人残された俺としては、借金背負わされなくて大助かりだ」

「でも、……寂しかったでしょ」

「いや。すぐに叔父の家に引き取られたしな。真紀がうるさくまとわりつくから、寂しいなんて感じなかったな。──ああ、でも……少し、恨んだな。……なんで、俺だけ置いてっちまったんだって」

「事故、だったんだよね」

「ああ、それは間違いないんだが………。事実を自分の好きなようにねじまげちまう奴が、どこにでもいるだろう？──事故じゃない。覚かく悟ごの自殺だとか、陰かげ口ぐち叩たたく奴もいてな。……当時は、俺もガキだったから、そっちを信じてた」

　今は違うぞ？　と、苦笑しながら沢木が念を押す。

「幽ゆう霊れいでも、会いたかった？」

「さて、どうかな……。確かに、ちょっとは期待してたが、会えなかったことを喜んでやるべきなんだろうしな。──でも、お袋には会いたかったな」

「なんでさ？」

「お袋なら、あの色がなんの色なのか、知ってるはずだからな。……夢の中の髪の長い女は間違いなくお袋だし、場所もあの白いテーブルがある、ここの裏庭に間違いないんだ。──ここに来れば、あの色の正体がわかると思ってたんだが、結局わからなくてな。気になって、仕事する気にもなれなくなって……。どこを探したら見つかるんだって、うろついてるときに、おまえを見つけたんだ」

「ぼくじゃなくて、この目の色を……でしょ？」

　一海の指し摘てきに、沢木は一瞬言葉を詰つまらせた。

「……モデルだなんて、噓ついて悪かったな。おまえをこの家に引き留めておく言い訳が、ほかに思いつかなかったんだ」

「もう、いいよ。──それに、……謝あやまるなら、もっと違うことを謝ってよ」

　一海は、あわせていた視線を外して、膝ひざを抱かかえ俯うつむいた。

「ぼく、沢木さんのこと……信頼してた。あんな乱暴なことされるなんて、思ってもみなかったし……。裏切られたって……思った」

「……すまん。悪かった」

　気配で、沢木が頭を下げたのがわかる。

（この沢木さんは、誰なんだろう）

　モデルの件が最初から噓だったのはわかったけど、一海をからかうために騙だましていたわけじゃあなかった。

　少しの噓で脚きやく色しよくされてただけで、一海が恋した沢木は幻じゃなかったのかもしれない。

　では、あの夜の怖い沢木は？

　あれこそが幻なんだろうか？

「なんで……あんなことしたのさ。──ぼく、なんか気に障さわるようなことした？」

「した」

「なにが気に障ったの？」

「家に帰るって……いっただろう」

「それが、なに？」

「……また、この家に、ひとりで置いていかれると思った」

「な……だって」

「おまえには帰る家があるってわかってたんだがな……。あの日は、飯なんかつくったりして、家族の真ま似ね事をしただろう。そのせいか、おまえがいなくなるのが我慢できなかった。……ずっと、ここに引き留めておきたくて、だから……。──すまん」

「許さない。……すごく、怖かったんだからね」

　一海は膝に深く顔を埋うずめる。

「だろうな……。俺も正気に返って、熱だしてぐったりしてるおまえを見て、とんでもないことをしちまったって後悔した。──でもな、おまえが逃げ出したってわかったときに、また後悔したんだ。………逃げられないように、脚の一本も折るか、殺すかしとけばよかったって」

「……っ」

　さらりと恐ろしいことをいわれて、一海は怖くなって身を縮めた。

「……いまでも、そう思ってるの？」

　おそるおそる顔を上げて沢木を見る。

　沢木は、真顔でうなずく。

「……でも、安心しろ。そんなことしないから……。俺は、おまえのそのでっかい目を見てたいんだ。──だから、逃げられた後にも会いに行けなかった。会いに行って、拒きよ絶ぜつされたら、自分がなにをするかわからないって自覚があったからな」

「じゃあさ、今、ぼくが家に帰るっていったらどうするの？　脚を折る？」

「そんなことしない。したくないんだ。だから、……なあ、一海。──約束してくれないか？　一週間、いや、一カ月に一度でいいから、ここに来るって……。そしたら俺も、おまえを家に帰してやるし、あんな真似は二度としないって約束する。──頼むよ」

　沢木は本気だ。そう、一海は覚さとった。

　恐怖でこわばった脚をゆっくり伸ばして立ち上がり、沢木の前に立ち、口を開く。

「──いやだ」

「かず……み」

　沢木の顔が歪ゆがむ。

「そんなこと、いわないでくれ。なぁ？　欲しいものがあったらなんでも買ってやるし、指一本触ふれないって約束する。──だから、ＯＫしてくれ」

「いや……だ」

　一海の目から、ポタポタと涙が零こぼれる。

　怖かったけど、そのせいじゃなく、一海は悲しくてたまらなかったのだ。

「かずみ!!」

　沢木の腕が哀あい願がんするように伸びてきて、一海の頰ほおを包む。

「頼むから、俺におまえを傷つけさせないでくれ！　なあ」

「……傷つけて、いい……よ」

　震ふるえる手で沢木の手をとって、こめかみ付近まで持ち上げる。

「この目、沢木さんにあげる。両方だと困るから、一個だけだけど……」

　一海の中で分ぶん裂れつしていた沢木が、今、一つになっていた。

　すべての事情を知った今、あの夜の怖い沢木でさえも、自分が恋した沢木と同一人物なのだと認められる。

　だから、沢木が必要としているのが、この目の色だけなんだってことがすごく悲しかった。

　この先、ずっと一緒にいて視線をあわせていても、沢木が見ているのは、遺伝子の気まぐれがつくりだした目の色だけで、一海自身の心じゃない。

　そんなのは嫌だった。

「早くやっちゃってよ」

　しゃくり上げながらいったら、沢木の手がまた頰に戻った。頰に食い込んだ指先が痛いぐらいだ。

「ばかなことをいうな！　目だけもらってどうしろっていうんだっ!!」

「保存液にでもつけて持ち歩けばいいじゃんかっ！」

　一海は、沢木をぎっと睨にらみつけた。

「どうせ、ぼくは、単なる目のケースでしかないんでしょ。だったら、もう沢木さんになんか、二度と会いたくない！」

「なっ、……ちょっと待て」

「やだっ！　殺すとか脚を折るとか、怖いことばっかいって脅おどせば、ぼくがいうこと聞くと思ってるの？　ぼくにだって感情があるんだっ！　目のケース扱いされて我が慢まんしてるなんて、まっぴらだよ！　ばかにすんなっ!!」

「かずみっ!!」

　ギュッと頭を抱き寄せられ、そのまま胸に抱きしめられた。

「落ち着けよ。なぁ。──俺は、おまえを目玉のケースだなんて、思ってないぞ？」

「うそつきぃ」

　もがいても抜け出せない。バスローブに押しつけられたせいで、くぐもった声しかでない。

「噓じゃない。そのでっかい目玉で俺を見て欲しいんだって」

「眼球と見つめ合ってればいいじゃんか！」

「人を変態扱いするなっ!!」

「変態じゃんかっ!!　この目玉フェチ!!」

「あのなぁ、目玉のケースを抱いたりすると思うのか？」

「沢木さん変態だもん。やりかねないよ!!」

「このっ」

　グイっと身体を持ち上げられ、ベッドの上に放り出された。

「いうこときかねぇと、マジでもう一回犯すぞっ！」

「ほら、やっぱりそうじゃんかっ!!」

　一海は慌ててずり上がって、のしかかろうとする沢木から逃げた。

「そうやって、ぼくの気持ち無視して、もの扱いしてさっ!!──やられるぐらいなら、舌かんで死んでやるっ!!」

　叫び終わったと同時に、足首をつかんでいた沢木の手がパッと離はなれた。

「……くそっ。──わかったよ。気が変わらねぇうちにさっさと帰れ」

　沢木は舌打ちしながら、ぎこちなく一海から離れた。

「でも、二度と会わないとは約束できねぇぞ。そのうち、また正気じゃなくなって、おまえを連れ出しにいくかもしれないしな。……さっさと帰って、誘ゆう拐かいされないように対策考えといたほうがいいぞ…………って、おい！　なにやってんだよ。おまえはっ!!」

「なにって、……見てわかんない？」

　一海は、緊張のあまり震える指で制服のボタンを外しながら答える。

「おい、ちょっと。やめろって……」

　脱いだ制服をきれいにたたんでから、今度はランニングを脱ごうとして手をかけたら、沢木に裾すそを押さえつけられた。

「はなせよ」

「わけわかんねぇやつだなぁ。たった今、やられたくないってわめいたくせに、なんで自分から脱ぐんだよ。……マジでやっちまうぞ」

「絶対やだ！」

「だったら、服着ろって」

「もの扱いされてやられるのはいやだ。あんな体験、一回で充じゆう分ぶんだよ。──でも、ぼくは沢木さんが……す、すきだから、だから……だから、沢木さんがぼくを目の入れ物としてじゃなく、必要だって本当に思ってくれてるんなら、それだったら……、うわっ！」

　ランニングの裾を押さえていた沢木の手が、急に逆方向に動いて、ぺろんと裸にむかれた。

「なにすんだよっ！」

　一大決心のすえの告白を途と中ちゆうで遮さえぎられた一海は、さっと身を引いて沢木から離れた。

「なにって、やってもいいんじゃないのか？」

　ランニングを放り投げた沢木がにじり寄ってくる。

「いいけど……。──でも、条件つきなんだからね。わかってる？」

「大丈夫、わかってるって」

　強引だけど、痛みを感じさせない程度の力で腕を摑つかまれて、引き寄せられる。

「もの扱いして乱暴にしたら、そこでやめるからね」

「やめようなんて気が起きないぐらいよくしてやるよ。よくてよくて離れられないぐらいにな。……経験豊富なお兄さんを信じろって」

　いきなり上じよう機き嫌げんになった沢木に、嬉き々きとしてそういわれ、とりあえず今やれればそれでいいとか思われてるんじゃないかと、一海は不安になった。

「沢木さん。やっぱり、ぼくのいってること理解してないんじゃないの？」

「した。丁てい寧ねいに、腰が抜けるぐらい可愛がってやるから、安心しろ」

「ちが～う!!」

　一海としては、気持ちの問題をいったつもりだったのに、沢木の思考は下げ世せ話わなほうに傾かたむいているようだ。

「理解してないじゃんか！　沢木さんってサイテー！」

　ベルトにかかった手をパシパシ叩いて払いのける。

「冗談だ。──あばれるなって、な？」

　沢木は一海の両りよう腕うでを摑んで抵てい抗こうを封ふうじ、膝ひざの上に抱かかえ上げた。

「ずっと、おまえが欲しいと思ってたんだ。あんな乱暴なことするつもりなんかなかった。……おまえを傷つけたくなかったから、もっとゆっくり時間をかけて、その気になってくれるのを待ってるつもりだった。──いまさら、こんなことをいっても信じないか？」

　肩を抱え込むようにして回された手が、顎あごにかかる。

「……ほんと？」

　一海は、沢木の表情を探さぐるように見る。

「マジだって。おまえが必要なんだ。目の色なんか、もうどうだっていい」

　真しん剣けんな表情で沢木が囁ささやく。

　沢木の唇が近づいてきて、思わず閉じた一海の瞼まぶたにキスを落とした。

「側にいないと、マジでなにもやる気が起きないぐらい、おまえに参ってるよ」

　信じろよ、と、よく響ひびく低い声が耳元をくすぐる。

　柔らかく唇を吸われて、身体中の力が抜けた。

「……いちお、信用してやるけど、噓だったら承知しないからね」

　触れあった唇で、沢木が苦笑してるのがわかる。

　一海は、回された腕に身体を預け、沢木の唇の感かん触しよくだけを追った。







「……あ」

　ふわっと身体が浮ういたような感覚の後、ベッドに横たえられた。

　キスに夢中になっているうちに、服は全部脱がされていて、さすがに経験豊富だと妙なことに感心してしまった。

　覆おおい被かぶさってきた沢木が、向きを変えながら何度も何度も口づけてくる。

　あの初めての夜もこんな風にキスされた。

　でも、このキスは、あのときのキスとは全然ちがう。

　あのときも、今みたいに心臓がドキドキしてたけど、突然の沢木の変へん貌ぼうぶりと恐怖のせいで心臓がいそがしく働かされただけ。

　でも、今、ドキドキしてる心臓は、沢木が触れるたびに熱くなる肌の熱を身体中に送ってくれてるみたいで、まだ触れられていない部分も熱くなってくるみたいだ。

「……ん」

　沢木の唇がはなれ、瞳を開ける。

「こわいか？」

　瞳を覗のぞき込まれ、一海は「へーき」と首を振った。

　安心したように、沢木がまた動き出す。

「きれいなぴんく色だ。……小さくてかわいいな」

　なにが？　と聞くまでもなく、胸の突とつ起きを舌でなぶられ、軽くかまれる。

「…あ…」

　ただそれだけで、ぞくっと電流のようなしびれが全身に走った。

「男でも、ここ感じるんだな」

　わざと音を出して、執しつ拗ように吸われた。

「や……」

「色素が薄いし、日焼けしてないから、肌も綺麗だし」

　大きな手がゆっくりと脇わき腹ばらをなでおろしていく。くすぐったいような甘い感覚に、一海は身体をよじった。

「あ…っ…」

　沢木の腕を押さえようとした腕をとられ、内側に唇の感触を感じる。肌を強く吸われ、チリッと軽い痛みが走った。

「ほら、キスマークもくっきり」

「…や……だ、もう……。沢木さん、やめて……よ」

「マジで？」

　軽く頭をもたげかけていた中心をきゅっと握にぎられる。軽く二、三度しごかれただけで、そこが熱く硬くなっていくのがわかった。

「……ふっ……や」

「ほら。ここ、こんなになってんのに、やめてもいいのか？」

　キスを落としながら下がっていった沢木が、それの頭にちゅっと音を立ててキスをした。

「ここも、きれいだな」

　舌で舐なめ上げられ、熱い口内に含ふくまれる。

「……あ…やんっ」

　その感触に、不慣れな一海は翻ほん弄ろうされ、軽く唇でしごかれただけで、簡単に自分を手放してしまった。

「やっぱ、かわいいなぁ。おまえ」

　一海が放ったものをすべて口で受け止めた沢木の声は、本当に嬉しそうだ。

「さ……わきさん……、それ、やめて……」

　一海は、弾はずむ息を抑おさえながら訴うつたえた。

「へ？」

「だ…から…、いちいち…しゃべんないでって…ば」

「誉めてんだからいいじゃないか」

「い…やだよ。……はず…しい」

「そうか？　俺は平気だけどな」

（一緒にするな！）

　ムッとしてふくれたら、嬉しそうに笑う沢木に頰ほおをつつかれた。

「俺なりに幸せを嚙かみしめてるんだ。少し我が慢まんしてつきあえよ」

　つきあってられないよ、と、いおうとした唇を、予知したかのように沢木がふさぐ。

　熱く、ぬめる舌からは、さっき一海がはなったものの青いにおいがする。

「……ん」

　この唇にいかされたんだ。そう思っただけで、ぞくっと体が熱くなっていくのがわかる。

「また、かたくなった？」

　密着しているせいで、沢木は一海の変化にすぐ気づき、からかうようにいう。

　一海も条件は同じで、バスローブ越ごしに触れる沢木の熱いモノの大きさと硬さを感じて、無意識で身体を硬くした。

「どした？」

　聞かれて、「なんでもない」と首を振る。

　痛いのも覚悟した上で、抱かれたいと思ったんだから、今さら怖いなんていえない。

　そんな一海の気持ちに気づいているのか、沢木は焦あせらなかった。

　一海の身体を隅すみ々ずみまで確かめるように愛あい撫ぶしながら、指でゆっくりと後ろをほぐしていく。

「やっぱ、きついな」

「……ん……っふ」

　はじめは不快なだけだった指の感触が、徐じよ々じよに変化していって一海を戸と惑まどわせる。

「なんか……へんな…かんじ」

　増やされた指が生き物のように体の中で動くたび、じんわりとしびれるような熱さが、そこを中心にして身体中に広がった。

「変じゃなくて、よくなってきたんだろ？」

　聞かれて、急に恥ずかしくなった一海は顔をそらした。

「し……らないよ、そんなの。……あっ、や！」

　急に、くいっと中を刺し激げきされて、なんともいえない感覚が走る。

　思わずしがみついてきた一海を見下ろして、沢木はにんまりと笑う。

「そういうのを、いいっていうんだよ。おまえの身体、マジ素す直なおで、教え甲が斐いがあるよ」

「もう、やだって……。そういうこと……いわないでってば……あっ」

「今、ひくついたの、自分でわかっただろ？」

「や……。そんなの、わか……んな」

　ほんとはわかったけど、恥ずかしくて、そんなこといえない。

　一海は真っ赤になって首を振った。

「こっちの口は素直じゃないな」

　軽く音を立ててキスした後で、貪むさぼるような激しいキスをされた。

「ふ…、んん」

　後ろと口こう腔こう内を同時に激しくかき回されて、頭の芯しんまで甘くしびれてくる。

　沢木の愛撫を受けるたびに、身体が徐々に変化していってるのが自分でもわかって、一海はなんだか無性に怖くなった。

　こんなんだったら、痛いぐらいのほうがまだましだ。

「も……いい…から、い……れてよ」

　腕にしがみついて懇こん願がんしたのに、沢木は「駄目だ」と取り合ってくれない。

「もっともっと馴ならしして、痛くないようにしてやるよ。……最初に酷ひどくしちまったからな。俺のお詫わびの気持ちだ。ありがたく受け取れ」

「……あ」

　ありがたくない、と、口答えしようとしたが、見下ろしてくる沢木の辛つらそうな顔を見て、やめた。

「二度目はゆるさ……ないからね」

　沢木の眉み間けんによったしわを人差し指でつつくと、その手を取られキスされた。

「わかってる……。大事にするから」

　唇に触れるだけのキス。

「……うん」

　この人と一緒にいられるなら、この身体がどんな風に変わっても平気。

　そう思ったら、なんだか胸が締しめつけられるみたいに痛くなった。




「そろそろ、よさそうだな」

　さんざん泣かされた後で、指が引き抜ぬかれる。

「あっ…ん…」

　熱い感覚を与えていたものを失って、後ろが勝手にいやらしくひくついた。

「後ろからのほうが楽だろうけど、ごめんな」

　足を抱え上げられ、グッと熱いものを押し当てられた。

「…く…あぁ……」

　指とは比べものにならないぐらい大きくて熱いものが、グッグッと押し入ってくる。そのたびに内臓が押し上げられるような圧あつ迫ぱく感を感じて、一海はうめいた。

「いたい…か？」

　根元までおさめ、息を荒くした沢木に聞かれ、首を振る。

「へ…いき。でも……、ちょっと……だけ、うごかないで」

　覚悟していたほどの痛みはないが、異物を受け入れたばかりの身体が戸惑って、不快感を訴うつたえている。

　沢木だって我慢するのは辛いだろうに、心配そうに一海を見下ろし、かがみ込んで、顔中にキスの雨を降らせた。

　そのたびに中のものも微かすかに動いて、徐々に異物感に慣れてきた身体が、その動きにあわせるようにうごめきだした。

「……ふっ……」

　甘いしびれが走って、一海の唇から思わず吐と息いきが零こぼれる。

「うごいていいか？」

「う……ん」

　沢木は、一海を気き遣づかうようにゆっくりと動き出した。

「あ……っんう……」

　中のものが動くたびに、熱いしびれが走って、声が勝手に零れる。

「……ん……ああっ……」

　グッと激しく突かれ、激しすぎる快感にぞくっと身体が震ふるえた。

「……かずみ、目、あけよ」

　囁ささやかれて、いつの間にか閉じていた目をあけると、沢木の顔がにじんで見えた。

「や……」

　泣いてるのが恥ずかしくて、顔を隠そうとした手を、沢木は片手で簡単に封ふうじ込める。

「やっぱ、涙で濡ぬれてるときが一番きれいだな」

　慈いつくしむように目を覗のぞき込まれ、一海はちょっとふてた。

「目玉フェチ」

「違う。一海フェチだ」

　かがみ込んできた沢木の唇が近づいてきて、目を閉じる。

　温かな舌が、涙ごと、目じりを舐め上げた。

「……おかしいな」

「な……に？」

　いぶかるような沢木の声に、一海は再び目を開ける。

「いや……、塩しお辛からいなと思って」

「涙の…こと？　しょっぱいに……決まってる…じゃんか」

　あまいんじゃないかと思ってた、と、沢木はつぶやき、次いで、くくっと身体を震わせて笑い出す。

「や……」

　振しん動どうが体の中からつたわって、一海が身じろぎする。

「……っと。わるい。すぐに、もっとよくしてやるからな」

「なっ……、や……あん……っ…」

　いきなり激しく揺さぶられて、ひときわ高い声が漏もれる。

　何度も突き上げられるうちに、自然に立ち上がっていたものを手で刺激される。

「…あ……あっ」

「……くっ」

　後ろと前と、同時の快感に一海はあっさり降参した。

　いった衝しよう撃げきで朦もう朧ろうとしていた意識は、すぐに引き戻される。まだまだ衰おとろえていない沢木が、身体の中で熱く存在を主張していたからだ。

「ホントにかわいいな、おまえ……。──まだ……大丈夫だろ？」

「…や、む……り……、ふっ」

　息が乱れてうまくしゃべれないから、嫌いや々いやと首を振ったのだが、あっさり無視された。

　いったん引き抜かれ、軽々と体の向きを変えられて、後ろから激しくつき入れられる。

「んんっ………あ……あ…」

　一海の意思とは関わりなく、身体の中で激しく動くものが与える刺激で、萎なえたものが再び頭をもたげ始めた。

「や……あん。…さわき…さん」

　激しく動く沢木を、もっと感じようとして、勝手に身体が揺れてしまう。

　深く突かれるたび、中のものを締めつけるように、後ろが収縮している。

「…あっ……や。こわ…い」

　これ以上感じたら、ホントにおかしくなってしまいそうだ。それなのに、身体はどん欲に快感をむさぼろうとし続ける。

「……んっ…いい……あ……」

　暴走する身体に、一海の心も引きずられた。

「こんどは……一緒にいこ……な？」

　荒く息を乱した沢木に耳元で囁かれ、もうろうとした意識の中でうなずく。

　沢木の動きがさらに激しさを増し、強く腰こしを引き寄せられ、ひときわ深く突き入れられる。

「……かずみ……っ」

「……あ……くっ」

　身体の中のものが大きさを増し、熱いものが爆ばく発はつする。同時に一海もこらえきれずに放った。

　強く抱きしめてくる腕と、熱い身体を心ここ地ち良いと感じながら、一海の意識はフェードアウトしていった。







　秋が深まっても、予想に反して、幽ゆう霊れい屋や敷しきは緑に覆おおわれたままだった。

　ある程度計算してあったらしく、常緑樹が庭のあちこちに植えてあったのだ。

　それでも、やっぱり夏の盛りよりは少々寂さびしくなった庭を眺ながめ、一海はため息をついた。

「きりがないよ」

　一海の手には柄の長い庭用のほうきが、足下には枯かれ葉がいっぱい詰まったゴミ袋がある。

　せめて、門から玄関までの通路の枯れ葉を掃除しようと決意しての行動なのだが、約四分の一を終えた段階でうんざりしてしまった。

　枯れ葉だって大地に還かえれば立派な肥料になるからほっとけという沢木の意見を、この際、素直に聞き入れようかと悩んでいたとき、派手にタイヤをきしませ、門前に真っ赤なスポーツカーが停とまった。

「よっ！　家政婦さん、今日も頑がん張ばってるな」

　派手な車から降りてきたのは、やっぱり派手な顔をした沢木の従い兄と弟こ、真紀だ。

「家政婦じゃない！　──沢木さんなら、今日はいないよ」

　あの日以来、真紀はたまに屋敷を訪れては、沢木と仲良くやってるかと、一海をからかっていく。

　最初はいちいちむかついていた一海だったが、真紀が、一海しか喜ばない甘いお菓子を差し入れてくれることもあって、それなりに気を遣ってくれてるのかもしれないと好意的に考えるようになった。我わが儘ままで傍ぼう若じやく無ぶ人じんな性格は、沢木家の遺伝なんだろうと諦あきらめの心境に達している。

「んなこと知ってる。だから来たんじゃないか。……ほら、来いよ」

　一海の手からほうきを取り上げ、ぽいっと庭に投げ捨てた真紀は、一海の腕を引っ張って、むりやり車の助手席に押し込んだ。

「なに？　どーいうこと？」

　一海は、やっぱりこの人沢木さんと血が繫つながってると再認識しながら、急発進してしまった車の中で、慌ててシートベルトを締める。

「どこ行くのさ？」

　乱暴な運転にビクビクしながら聞くと、真紀はにっこりときれいに微笑ほほえんだ。

「いいとこ。着いたらわかるからさ」

　はぐらかされるもんかと、もう一度聞こうとしたが、タイヤをきしませながら猛もうスピードでカーブを曲がる真紀の乱暴な運転ぶりに、舌をかみそうになってしかたなく口を閉じた。







　あれ以来、一海と沢木は、少々の口げんかをしつつも仲良くやっていた。

　沢木はまた仕事をするようになったし、酒量も減った。あんな風におかしくなる気配もない。

　表向き上、周囲の人間には、もう一回モデルのバイトをすることにしたといっているが、騙だまされてくれない姉には、「ほんとーにいいの？　後悔しない？」と何度も念を押され、「ばか者」と、でこピンを一発お見み舞まいされた。

　それでも、「あんたがいいっていうんなら、あたしが口を挟はさむことじゃないわよ」と、しぶしぶながら二人のことを認めてくれたようだった。

　竜也は、真紀が迎えに来たあの日に、真紀からそれなりの事情を聞いたらしく、一海が緊きん張ちようしながらうち明けようとしたら、「必要ない」と一言。

　たまに酷ひどく心配そうな目で見られるようになったのが気になるが、それ以外は全然変わらずに接してくれているのが嬉しい。

　表向きはモデルでも、現実にはそうじゃないから、屋敷内にいるときの一海は好き勝手にあちこち掃除したり、スケッチしたりして過ごしている。

　夕方になると、週に何度かは二人で料理なんかをするようになったのだが、最近では、初めのうちは野菜も切れなかった沢木のほうが、メキメキ腕を上げてきた。

　家でこっそりと母に料理を教わっていた一海のプライドはぼろぼろで、「どうだ？」と、えらそーに威い張ばる沢木の態度にむかつくこと、このうえない。

　が、それも、ほんとうに些さ細さいなことで、一海はかなり幸せだった。







「はい、到着」

　タイヤをきしませて真っ赤なスポーツカーが停まったのは、とあるギャラリーの前だった。

　ハイセンスな花束があふれるほどに飾かざられたギャラリーの立て看板を見て、一海は頰ほおを膨ふくらませた。

「……聞いてないけど」

「だろうと思った」

　真紀が楽しそうに笑う。

　一海は、大きな箱を小こ脇わきに抱えた真紀の後ろについて、『沢木衛個展』会場へと足を踏ふみ入れた。

「あ、真紀くん」

　スタッフらしい男性が、真紀を見つけ、駆かけ寄ってくる。

「どう？　盛せい況きよう？」

「おかげさまで。──いい条件のオファーもあったし、うちの事務所、当分食いっぱぐれずにすみそうだよ」

「そ、よかった」

　会話の内容からして、個展会場の係員じゃなく、沢木の事務所のスタッフらしい。

「あれ、もしかして、君」

　真紀の後ろから、こっそり覗のぞいていた一海を見て、男性が目を丸くする。

「真紀くん。紹介してよ。──この子がそうなんだろう」

「だめ。この子、衛の秘蔵っ子だからね。業界の人間には紹介しないよ」

「業界ったって、事務所スタッフなんだぜ」

「壁に耳ありってね。……実物を見れただけ、ありがたいと思ってよ。──さ、いこう」

　真紀に促うながされた一海は、会話の内容がわからないながらも、スタッフの男にぺこっとお辞じ儀ぎしてから歩き出した。

「ねえねえ、なんで、あの人、おれのこと知ってんの？」

　真紀の背中に向かって聞いたが、真紀ははぐらかすようにぴらぴらと手を振ふるばかりで答えない。

　ホールから会場内に入ると、壁一面に、沢木特有のオレンジ色主体の鮮あざやかな絵が展示されている。

　ゆっくり見たかったのだが、真紀がせかすからそうもいかない。

　一点一点食い入るように鑑かん賞しようしている客たちを恨うらめしげに眺めながら、真紀に連れられるまま会場の奥へと入っていく。

「ほら、これ」

　一番突き当たりの、衝つい立たてで仕切られたスペースに飾られた大きな絵の前で真紀はやっと立ち止まった。

「これって………」

　一海は絵を見て、絶句した。

　そこにあるのは、油ゆ彩さいで描えがかれた一枚の人物画だった。

　会場内をざっと見てきたけど、ＣＧやリトグラフ系がメインで、油絵はこれ一点しかないように思える。

　しかも、その絵には沢木のトレードマークでもあるオレンジ色が使われていない。

　個展会場内に飾られているから、沢木の絵に間ま違ちがいないのだろうが、その絵は他の絵に比べるとあまりにも異い彩さいを放っていた。

　大きな緑の楓かえでの葉を手に持った少年が、青々と茂しげった木々の前で微笑み、見るものを見つめ返してくる──そんな絵。

　そして、なによりも驚いたのが、そのモデルの顔だった。

「…………これ、おれ？」

「だろうね。──やっぱ、知らなかったか。事務所でこそこそ描いてるから、変だなとは思ってたんだ」

「聞いてない。知らないよ、こんなの！」

「あいつ、柄にもなく、照れくさかったんじゃないの？　──この絵さ、批評家の間でも、かなり評判いいよ。名のある展覧会に応おう募ぼしても、確実に入賞できるってさ。……それに、あの色をほとんど使ってないだろ？　それで余計にプレミアがついちまって、衛は売る気がないって公言してんのに、売ってくれってかなりの金額を積み上げてくるやつもいるみたいだし」

「かなりって、どれくらい？」

　具体的な金額を、真紀はこっそりと一海の耳元で囁ささやく。

「ほんと？」

　予想外の桁けたに、一海は青くなる。

「金かね儲もうけ主義で仕事してきた衛が、そんだけ積まれてもこの絵は売れないんだってさ。ビックリだろ？」

「うん」

「そんだけ、おまえが大事だってことなんだろ。──最初に会ったとき、遊び相手なんていって悪かったな」

「そんな……」

　いつもからかってくる真紀に謝られて、一海が返事に詰まっていたとき、

「真紀！」

　静かな会場内に、沢木の怒ど鳴なり声が響いた。

「おまえなぁ、こいつには教えるなっていっといただろうが？　どういうつもりだ」

　駆け寄ってきた沢木に詰め寄られ、真紀は肩をすくめた。

「絵のモデルやってるんだから、見にくる権利が充分にあると思うし、こいつ一人だけ蚊か帳やの外ってのはかわいそうだろ？」

　その言葉に、一海も無言のまま、うんうんと大きくうなずく。

　それを見た沢木は、うなり声を上げて真紀を睨にらみつけたが、真紀は一向に応こたえていないようで、

「年とし甲が斐いもなく照れてんじゃねぇよ」

　と、あさってのほうをむいて独り言のように呟く。

「あ、それと、これ。──俺は宅配屋じゃないぞ。自分で渡しな」

「おい、ちょっとまて……」

　真紀は、持っていた大きな箱をむりやり沢木に渡すと、「一海、またな」と手を振って足早に去っていった。

「なんで、内ない緒しよにしてたのさ」

　真紀が去っていったほうを睨みつけていた沢木は、一海のとがった声にギョッとして振り向いた。

「いや、……べつに内緒にしてたってわけじゃ。たまたま話す機会がなかっただけでだな」

「じゃ、今日はなんで噓ついたの？　事務所に行くっていって出かけたんだよね。ここ、事務所？」

「うっ……。いや……、だから……。──ちょっとこっち来い」

　人目が気になったのか、沢木は一海の腕を摑むと、スタッフルームらしき小部屋に連れて行った。

「……悪かった」

　上うわ目め遣づかいでジイッと睨む一海に、沢木がしぶしぶながら謝る。

「──でもなぁ、個展なんて、今回が初めてじゃないんだぞ。んな、ふてるなよ」

「ちがう。個展じゃなくて、絵のことだよ。ぼくをモデルにしてるなんて、ひとっこともいわなかったじゃないか。肖しよう像ぞう権けんの侵しん害がいだ」

「……嫌だったか？」

「いやじゃないよ。だから怒ってんの」

「なんだ、まぁ……、いいじゃねぇか。人間、誰だって見られたくないものの一つや二つあるもんだ」

　視線をそらして話す沢木の耳が、微かに赤くなっている。

　あの絵を見たとき、緑の木々の中で微笑ほほえんでいる少年が、自分なのだとは、すぐに気づけなかった。

　笑みを浮かべている表情が、あまりにも綺麗で優しすぎたから……。

　あの絵の中の一海は、沢木の心の中にいる、沢木にとって好ましいと思える部分だけを凝ぎよう縮しゆくした姿なのかもしれない。

　だとすれば、少々美化しすぎなのも、モデルにしてたことを内緒にしてたのもうなずける。

　真紀のいうとおりで、きっと、照れくさかったのだ。

「けち。もういいよ。──でもさ、なんであの絵にオレンジ色を使わなかったのさ？」

「あの色の正体がわかったから、もうこだわる必要がなくなっただけだ。題名、見たか？」

「ううん」

「『maple』──楓だ。楓の木の樹液でつくったシロップ、メイプルシロップがそうだったんだ」

「え？」

「つまりだ。俺が夢に見てたあの光景は、メイプルシロップ越しに見たものだったんだよ」

　子供の頃、休日の午後に裏庭で見た光景だったんだと、沢木がいう。

　テーブルの上にはティーセットとパンケーキ。

　メイプルシロップは透とう明めいなガラスのサーバーに入っていた。

　冷蔵庫で冷やしてあったサーバーには、水すい滴てきがいくつもついていて、午後の明るい光で透すかしてみると、とても綺麗だったのだと……。

「メイプルシロップだけに、ガキの頃のあまい思い出だったわけだ」

　沢木は、ちょっと照れくさそうな顔でそういうと、軽くかがみ、一海の瞼まぶたにキスを落とした。

「思い出せたのは、おまえのおかげだ」

　エッチの最さ中なか、涙があまくないといって、沢木が不思議がっていたのを思い出す。

　妙なことをいうなと思ったが、つまりはそういうつながりだったのかと一海は納得した。

「どういたしまして」

　一海も、背せ伸のびして、頰ほおにキスを返した。

「ね、あの絵売らないの？　さっき真紀さんに聞いたけど、すごい値がついてるんでしょ？」

　もう少しくっついていたくて、そのまま首にしがみついて、キスをねだる。

「馬ば鹿かいうな」

　沢木が眉まゆをひそめた。

「……おまえを、売れるかよ」

　強く背中を抱きしめられて、深く口づけられる。

　それは、泣いちゃいそうなぐらいにあまいキスだった。




「ここじゃ続きもできないし、車だすから、こっから出ようぜ」

　肩にまわされた腕に押されドアに向かいかけた一海は、「あ、でも」と、立ち止まった。

「酒なら、飲んでないぞ」

「そうじゃなくて。あの箱。真紀さんがわざわざ持ってきてくれたのに、忘れてったら悪いよ」

　一海は、戻って、箱を取ってきた。

「はい」

　手て渡わたそうとしたが、沢木は受け取らない。

「……それは、おまえんだよ」

「ぼくの？　──開けていい？」

　沢木がそっぽを向きながらうなずく。

　包装されていないシンプルな白い箱の蓋ふたを開けると、中にはモスグリーンの布が入っていた。

「これ……、この模様って」

「内緒にしてたって、怒るなよ。──スケッチブックから一枚拝借したんだ」

　布には、一海が葉をモチーフにしてデザインしたパターンが織り込んであった。

「知り合いに特注で作ってもらったんだ。……どうだ？」

「すごく、うれしい！」

　こそこそと隠れて描いていた鉛えん筆ぴつ書きのデザインが、こんな風に綺麗な布地になるなんて思ってもみなかった。

（ホントにこういう仕事ってあるんだ）

　この手の仕事をするには、美術系の大学か、それとも専門学校のほうがいいのだろうか？

　今まで見えなかった道が、いきなり目の前に開けた感じがする。

「ありがと。沢木さん」

　嬉うれしくて、指で折り目をなぞって模様を確かめる。

「その……、なんだ。一応、カーテンに仕立ててあるんだが……」

「じゃ、あの部屋のブラインド取っ払って、これにつけ替かえてもいい？」

「ああ。……実は、俺もそのつもりだったんだ」

　ホッとしたように沢木がうなずく。

「あ、じゃあ、気づかなかったけど、準備もできてるんだ」

「準備って？」

「だから、カーテンレールつけてくれて……るんじゃなさそうだね」

「………ピンで留めるか？」

「だめ。──じゃあさ、途中でホームセンターにでも寄って、買い物してから、家に帰ろうよ」

　一刻も早く屋敷に帰って、このカーテンが風に揺れるのを見てみたい。

　一海は、箱を両手で抱きしめ、同意を求めて沢木を見上げた。

　が、沢木は不思議なものでも見るように一海を見つめ返すばかりで、口を開こうとしない。

「沢木さん、どしたの？」

「え……」

「買い物してから帰ろうっていってんのに。……いやなの？　業者さんに頼む？」

「……嫌じゃないさ──」

　沢木の顔がほころび、大きな手が伸のびてきて、一海の頭をくしゃくしゃなでる。

「──一緒に、帰ろうな」

　あまりにも嬉しそうに微笑むから、逆に一海は戸と惑まどった。

　が、すぐに沢木の笑みの理由に思い当たった。

（きっと、ぼくが、『家に帰ろう』っていったからだ）

　今の一海にとっては、沢木が待つあの屋敷も『家』なんだってことを、嬉しいと思ってくれたんじゃないだろうか？

（もし、そうだったら嬉しいな）

「ほら、帰るぞ」

「うん！」

　一海は、ドアを開けて呼ぶ沢木に、大きくうなずき返した。




　スタッフルームを出て、あの絵の前で、ふと足を止める。

　優しく微笑み返してくる、沢木の心の中の一海。

　いつか、本当に、こんな風に微笑めるようになりたいと思う。

　媚こびも甘えもなく、ただ自然にそこにいて、見ただけで幸せな気分になるような笑みを浮かべられるような人になりたい。




　一海は、絵の中のもう一人の自分に指を突つきつけ、「負けないからな」と宣言してから、足を止めて振ふり向いた沢木に駆かけ寄っていった。
















あまえんぼうの休日













　沢さわ木きは、肌はだ寒ざむさを感じて目が覚めた。

　寒いのは、身体を覆おおっていた布団が片側だけ引っ張られて空間ができ、外気が進入したせいらしい。

　カーテンを引いていない部屋の中は、窓から差し込む微かすかな朝日で、うすぼんやりと浮うき上がって見える。

（……ったく、寝ね相ぞうが悪いな）

　寝入ったときは、すっぽりと腕の中に収まっていたはずの一海が、寝返りをうったらしく、広いベッドの隅すみっこまで移動してしまっている。

　起きてるときに、ちょろちょろとよく動き回る一海は、眠ってるときもよく動く。

　沢木などは、何度か蹴けりを入れられたり、伸ばした腕で顔を打ちつけられたりと、結構被ひ害がい甚じん大だいだったりする。

（今度、証しよう拠こ写真でも撮とってやるか）

　苦笑しながら布団からはみ出しかけている一海を連れ戻そうと腕を伸ばした。

「……ん」

　が、その前に、寒さを感じたらしい一海が、ころんと寝返りをうって、自分から戻ってきた。

　伸ばした腕の下に潜もぐり込み、沢木の胸に当たって止まると、胸にすりすりと鼻をこすりつけ、動かなくなる。

（…………か…わいいな）

　安心しきったような無む垢くな顔、微かに開いたふっくらした唇から零こぼれる吐と息いきに胸をくすぐられ、あまりの可愛さにくらくらするような錯さつ覚かくさえ覚える。

　沢木は、中ちゆう途と半はん端ぱに伸ばされたままだった腕を、一海を起こさないよう、そっと背中にまわした。




　沢木の死んだ両親はクリスチャンだった。

　神のなんたるかも知らなかった幼い沢木は、両親が存命中、二人の真ま似ねをして、よく手を組んで祈りを捧ささげるふりをしたものだ。

　だが、二人が一度に神の御み許もととやらに召めされた後、沢木は真似ごとでも祈らなくなった。

　祈ったところで、なんの役にも立たない。

　所しよ詮せんこの世は人間たちが作り出した決まりごとで動いているのだ。祈るより、自分にとって得になる人脈を確保し、生きていくのに必要で、なおかつ欲しいものを手に入れるために不可欠な金を手に入れる算段をしたほうが利口だ。

　ずっと、そう思って生きていた。

　だから、懐なつかしい色をその瞳にたたえた一海を見つけたときも、それまでと同じように金の力で自分の元に縛しばりつけようとしたのだ。

　が、この小さな生き物は必要経費以外を、がんとして受け取ろうとしなかった。それどころか、頼んでもいない屋敷の掃除を勝手にはじめた。

『今日はどこに手をつけよっかな』

　そういって、屋敷中をちょろちょろと動き回る一海は、楽しげにさえ見えて、だから、最初は変な奴だと思っていたのだ。

　得にもならないことを楽しげにやっている一海が、沢木には不思議でならなかった。

　疑問が、側そばにいて欲しいという欲求に変わったのはいつ頃からだったか、明確には覚えていない。

　一海の存在は、ごく自然に沢木の胸に染しみ込んできて、気がついたときには、懐かしい色をたたえたその瞳より、一海の存在、それ自体を手元に置いておきたいと思うようになっていた。

　その挙げ句が、あの凶きよう行こう。

　強引に抱いた後、かなりの高熱が出ているにもかかわらず、一海は屋敷から姿を消した。

　翌日も、その翌日も、屋敷を訪れなかった。

　当然だ、と沢木は思った。

　周囲の人間に愛されて育ったのだと、すぐに知れる素す直なおさと無む邪じや気きさを持っていた一海。

　彼は今まで、邪じや険けんに扱あつかわれたことも暴力を振るわれたこともなかっただろう。

　生まれて初めての酷ひどい仕打ちに、今頃は温かで優やさしい家族と友人たちの元で傷を癒いやし、この屋敷であったことをすべて忘れようとしているはずだ。

　もう一度ちょろちょろ動き回るあの姿を見たいという、耐たえ難がたい欲求に襲おそわれても我が慢まんしたのは、再び会ったときの一海の表情が容易に想像できたからだ。

　まるで天敵を見つけたときのような、恐怖に歪ゆがんだ顔で自分を見て、逃げようとするだろう。

　そのとき、きっと自分は黙って逃がしたりはしない。強引に連れ出し、また同じ凶行を繰くり返すはずだった。そして、また一海は、さらに自分を見て怯おびえるようになって……。

　欲しいのは、無邪気に笑って、ふくれて、生意気な口を利きく、のびのびと動き回る一海だ。

　ビクビクと怯え続ける一海の姿に、二度とあの姿を見られないのだと思い知らされ、家に帰ると泣かれたら、自分がなにをしてしまうか自信がない。逃げられないように縛りつける程度ではすまないとわかっていた。

　だから、耐えたのだ。

　屋敷から一歩でも出れば一海の元に向かうのはわかっていたから、車を運転しないよう、動くのがおっくうなぐらいに酒を飲んだ。

　飲酒運転は駄目だっていうのは、一海の受け売りだったなと、苦笑したりなんかして……。

　でも、今、一海はこの腕の中にいてくれる。

　あの凶行を忘れたわけじゃないだろう。

　その証拠に、少し強く腕をつかんだり、不意うちで抱き寄せると、いまだに一海はビクッと震えて身体を硬かたくする。

　それでも、探さぐるように瞳を覗のぞき込み、一つ二つ不満をこぼした後で、身体を預けてくれる。

　この腕の中、安心しきった表情で眠ってくれる。

（かみさま……か）

　今だったら、神に祈れそうな気がする。

　願いを叶えてくれとか、幸せにしてくれとか祈るんじゃない。

　受け止めきれないほどにあふれてくる幸せというやつを天に預け、いつか、この幸せを見失いかけたときに返してもらうため──いわば、幸せを預金するために……。

（そんな必要はないかな）

　腕の中に、柔やわらかで甘い小さな生き物を抱きしめていられる限り、見失うことはないような気がする。

　少なくとも、自分は……。

「俺から……離れるなよ」

　沢木は、眠り続ける白い額にキスを落とした。




　一海の寝顔を眺ながめているうちに、すっかり日が昇のぼり部屋は明るくなっていた。

「ん、……あつ…い」

　肌を合わせた部分に熱がこもり、冬だというのに微かに汗ばんでいる。

　それが不快だったのか、一海はまたしても寝返りをうって離れていってしまった。

（おいおい）

　もしかしたら、熱くなって離れ、寒くなってくっつくのを一晩中繰り返していたのかもしれないと、沢木は苦笑する。

　密着しない程度に一海を連れ戻そうと布団を持ち上げたら、一海の肩けん胛こう骨こつのあたりに、昨夜ゆうべつけたキスマークが浮き上がって見えた。

　キスマークは、さらに、その下にも点々と残っている。もちろん、今は見えない場所にも……。

　不特定多数の女とつきあっていた頃、沢木はしつこいほうじゃなかった。

　適当に濡ぬれてきたら突っ込んで、好き勝手に揺ゆさぶって果てて終わり。彼女面して図ずう々ずうしくなってくると、他の女に乗り換かえる。その繰り返しだった。結局、彼女たちは性欲のはけ口にすぎない存在だったのだ。

　だが、一海は違う。

　沢木以外の人間に触れられていない無垢な身体は、与あたえる刺し激げきに敏びん感かんに反応する。それが可愛くてしかたなくて、自分の性欲を我慢してでも一海を喜ばせてやりたくなる。

　女を抱いたことがないせいか、それとも感じすぎるせいなのか、こらえ性のない一海は、沢木の愛あい撫ぶにすぐにいってしまう。

　沢木としては、ぐったりして反応を返さない身体に触れてもつまらない。だから、いかせないよう、解放されるのを願っているモノをグッと締しめつけ、素直で敏感な身体の反応を長く楽しむのだが、これは一海には不評だった。

　少しやりすぎると意地悪だと拗すねられるし、かなりやりすぎるとこれじゃ拷ごう問もんだと泣かれてしまう。

（でも、こればっかりはやめられないよなぁ）

　昨夜も、これから丸二日、一緒にすごせるのだと思うと嬉しくて、ついやりすぎてしまった。

「も、……や……おかし…なる。も…いかせ…てよ」

　切れ切れに訴うつたえながら、力の抜けた手で胸を叩たたいてくる一海の、哀あい願がんするように見つめ返してくる濡れた瞳や、受け止めきれない快感に歪むその顔が、普段の無邪気さからは想像もできないほどの艶つやをたたえているものだから、もっとその表情が見たくなってしまって自分が止められなかった。

　一応反省はしているんだがと思いつつ、実際のところ全然反省してない沢木の手が、白い肌に浮うかぶ昨夜の名な残ごりを確認するようになぞり下りていく。

「……ん…？」

　くすぐったかったのか、一海は寝ね返がえりをうって仰あお向むけになった。

　少し鬱うつ血けつしていつもより赤い唇に触れると、触れたものを確かめるかのように、ピンク色の舌先で指先をぺろりとなめた。

　それは、一海には単なる条件反射にすぎない行為だったが、沢木にとっては挑ちよう発はつ的すぎた。

　眠る身体に覆おおい被かぶさり、唇に胸にそっとキスを落としながら下りていく。

　一海の寝顔を見ながら、まだなんの反応も示さないものをそっとしごき上げると、穏おだやかだった寝顔に変化があった。

「……あ……ん……さわき……さん」

　きゅっと眉まゆをひそめ、鼻にかかった甘い声を漏もらす。

　自分以外の人間が一海に触れていないことに沢木は確信を持っている。だから、与えられた快感に無意識で自分の名を呼ぶのも当然。

　それでも、この反応はいたく沢木を喜ばせた。

（たまらねぇ……）

　沢木はさらに調子に乗った。

　自分のものを二、三度しごき、手早く潤じゆん滑かつ剤ざいを塗ぬり込めると、一海の腰を抱え上げ一気に押し込む。

「ひゃっ!?　なに……あ……、や」

　強制的に目覚めさせられた一海が、今の自分の状態を把は握あくしきれず戸と惑まどう。その唇が苦情を紡つむぎだす前に、沢木は激しく動き出した。

「や……あん……あ……ああ……」

　こんな関係になったばかりの頃は受け入れる苦痛と不快感にこわばっていた身体も、最近ではすっかり慣れてくれたようで、すぐに沢木の動きに同調してくる。

　もっともっとといわんばかりに締め上げてくる熱く狭い内ない壁へきが与える快楽に沢木も夢中になった。

（やっぱ、早くおわらせねぇと、やばい…よな）

　没ぼつ頭とうして我を忘れかけていた沢木だったが、今の状況に思い至って、軽く舌打ちする。

　昨夜も少々しつこくしすぎたし、寝起きを襲われた一海が正気に戻ったとき拗ねるのは目に見えてる。あまり時間をかけすぎて、体力のない一海が、朝からのハードワークで、今日一日ぼんやりしているのを見るのもつまらない。

　長くもたせる努力を放ほう棄きした沢木は、甘い身体の与える快感に酔よった。

「あ…いい……。さわ…きさ……ん」

　沢木の腰に足を絡からめ、ひっきりなしに甘い声を漏らす一海の手が、腰を抱え上げている沢木の腕に触れ、潤うるんだ目がすがるように見つめてくる。

　一海は、いきそうになると密着した体位を求めてくるのだ。

「だって、なんだか怖いんだもん」というのが一海の言い分で、「おこさまだからだ」と沢木はからかっているのだが、内心はすがりついてくる一海の気持ちが嬉しくてしかたない。

　腰を高く抱え上げられ、肩かただけで体重を支える今の体位では、そんな一海が不安がるのも当然だ。

　沢木は、一海の身体をベッドにおろし、汗でしっとりと潤む肌に覆い被さった。

「ん……」

　安心したように一海が吐と息いきを漏らし、肩にしがみついてくるのを確認してから、もう一度激しく突き上げた。

「……やっぱ、まずかったかな」

　終わった後、やっぱり一海は拗ねた。

「沢木さん、寝ね込こみ襲おそうなんてサイテー！　ぼくのこと、なんだと思ってるのさっ!!　変態！　エロじじいっ!!」

　布団を頭から被り、顔を見せようともしない一海の頭を布団越しに撫なでて、「機き嫌げんなおったら起きてこいよ」といったのは、すでに一時間も前。

　いまだに、寝室からもバスルームからも、なんの物音も聞こえてこない。

　沢木は悩んだ挙げ句、とある場所に電話を入れた。




　一海が姿を現したのは、昼すぎだった。

　腹へっただろうと、機嫌をとるべく甘いフレンチトーストなんかをつくって与えたのだが、そんなものでは不ふ充じゆう分ぶんだったらしく、一海は黙もく々もくと無言で食べた後、スケッチブックを手にミニバーのスツールに陣じん取どって、静物画の練習を始めてしまい、こっちを見ようともしない。

　後ろめたい沢木としては、一海の視線を一身に受けているカウンター上のリンゴに、ヨーグルトサラダにして食ってやるぞと、恨うらみがましい視線を向けることぐらいしかできなかった。

（まいったな……）

　土日休みを利用しての、楽しいはずの二泊はく三日のお泊まり会の初日がこれではあんまりだ。

　それでも自業自得だと自覚している沢木は、実物が側そばにいないよりはマシだと自分にいいきかせ、真しん剣けんに静物画に挑いどむ一海の横顔を鑑かん賞しようさせてもらうことにした。

　最近の一海はパターンをスケッチしなくなった。飽あきたからじゃなく、違う目標ができたからだ。

「美大、受けようかなぁって思うんだけど……」

　学校から借りてきた参考書類を散々眺め回した挙げ句にそういい出したのが、ちょうど一月前。沢木の個展のすぐ後だった。

　専門学校より、そっちのほうが広こう範はんな範囲にわたって勉強できそうだし、後々の可能性も広がるんじゃないかなと思って、という一海に、いいんじゃないかとうなずき返したが、現実の状況に思いを巡めぐらせて少々不安になった。

　美大は定員数が少ないせいで、三さん浪ろう四浪が当たり前の世界なのだ。この屋や敷しきに近いところと限定すると、さらに難しくなる。

　学校の成績は問題なくクリアできるレベルのようなのだが（この事実に沢木はかなり驚いた。一海のことを、こいつ頭わるそうだなと、常々思っていたので……）、授業以外で絵を描くことをしていない一海では実技試験に問題がある。

　静物画の鉛えん筆ぴつデッサンが試験科目に入っていて、こればかりは一いつ朝ちよう一いつ夕せきでどうにかなるものじゃないからだ。

「これから一年間、みっちりやれば、なんとかなるんじゃないのか？」

　幸いなことに、難関をくぐり抜けて今日に至っている沢木は、試験官たちの好む基本的なスケッチ法も知っている。

　不安がる一海に、専属講師になってやるからと宣言したのだが、この状況では、今日は指導すらさせてもらえそうにない。

（浪人すんのもいいかもな……）

　そうしたら一緒にいられる時間が今より増える。強化合宿と銘めい打うって、長期間、この屋敷に泊まらせておくことも可能かも……。

　自分の仕事の都合はそっちのけで、一海が聞いたら湯気を立てて怒りそうなことを考え、沢木は一人ほくそ笑む。そのとき、ぎぎぃっと金属がこすれあう嫌な音が響ひびいた。

「来たか」

　訪問者を電話で呼び出しただけに沢木は鷹おう揚ように構えていた。

　が、幽ゆう霊れい屋敷と呼ばれるこの屋敷には訪問者が滅めつ多たに訪れないから、いきなりの訪問者に、一海は驚いたようだった。

「だれ？」

　スツールから飛び降りて、畳たたんだスケッチブックを抱だきしめている。

「真紀だ」

　答えると同時に、部屋のドアが開いた。

「配達に来てやったぞ」

　訪れたのは、何度見てもため息が出るような美び貌ぼうの持ち主。沢木の従い兄と弟この真紀だ。

「なんにも持ってないじゃないか」

　真紀の両手を見て、沢木が牙をむく。

「俺、繊せん細さいだから、あんな重いもん持てねぇもん。車に積んであるから、自分で取りに来いよ」

「じゃあ、誰が車まで運んだんだ？　ああ？」

　文句をいいながらも、真紀に促うながされた沢木は部屋を出た。

　荷物を持って戻ってきたとき、部屋の中には、フレーバーティーの香りが漂ただよっていた。

「あれ、真紀さんは？」

　一海は、沢木の背後に視線を向けている。

　最初の頃は、苦手がって真紀から逃げ回っていたくせに、個展の一件以来、真紀が来ると嬉き々きとして自分から近寄っていくようになった。

「追い返した」

　しゃくに障さわった沢木は、荷物を置いて、少々乱暴にドアを閉めた。

「えーっ、酷ひどいなぁ。せっかく真紀さんの好きな紅茶淹いれたのに」

「俺が飲んでやるよ」

「紅茶の味なんか、わかんないくせに」

「ブランデーたらせば、どれでも一緒だろ」

　よこせと手を伸ばしたら、一海はティーポットを持って、ささっと逃げた。

「そんなことしたらせっかくの香りが飛んじゃうよ。もったいない。ぼくがひとりで飲むからいいよ。──それより、その本、なに？」

　真紀から受け取った荷物は、括くくった本の山が二つ。

　興味を示した一海に、内心で引っかかったなとにんまり笑いながらも、表面上はさりげなく「自分で見てみろよ」とそそのかした。

「美術関係の本じゃんか。ねえ、これ、どうしたの？」

　近寄って背表紙を見ていた一海が、嬉々として叫ぶ。

「前に住んでたとこに、置きっぱなしにしといた参考資料だ。学生時代に使ってたのもあるから、おまえの役に立つんじゃないかと思ってな」

「うわっ。ほんと？　うれしい。──でもさぁ、沢木さん、真紀さんを小間使いみたいに利用するのってどうかと思うよ」

　括ってあるひもの結び目が固いらしく、苦労してほどきながら一海がいう。

「こまけぇなぁ。──あいつが住んでるトコに、この状態で置いてあったんだから、たいして手間はかけさせてねぇよ」

「……………一緒に、暮らしてたの？」

　不意に一海の声が硬くなる。

（なにを……かんぐってんだ）

　真紀との仲を疑ってるなとすぐ気づいたが、弟同然の真紀とそういう関係だったと疑われて薄うす気き味み悪いよりも、不器用に嫉しつ妬と心を覗のぞかせる一海の態度のほうが嬉しかった。

「いんや。前に住んでたマンションをやっただけだ。──ちなみに、真紀が乗り回してるあのフェラーリも俺のだったんだぞ」

「………趣味わる」

「なんだと!?　真紀に面と向かってそれいってみろ！」

「真紀さんはいいんだよ。真っ赤な車、似合うから」

「じゃ、俺は似合わないってか」

「うん。──沢木さんだと、なんか……暑苦しい」

「このちび！　生意気な」

　首に腕を回して、軽く、本当に軽く絞しめる。

「ロープ、ロープ！」

　パシパシと腕を叩いてくる一海の顔には笑みが浮かんでいて、よく笑い生意気な口を利く、いつもの一海に戻ったなと、沢木はホッとした。







「やっぱり、人物も描けるようになってないとまずいよね」

　静物画のデッサンの本を見つけだした一海は、ソファーの上であぐらをかいて、ぺらぺらとページをめくっている。

「ああ。石せつ膏こう像のデッサンとかも練習しといたほうが利口だな。──買ってやろうか？」

　さっきまで一海が陣じん取どっていたスツールに腰掛け、沢木はスコッチの入ったグラスを傾かたむけた。

「買うって……、石膏像？」

「ああ」

「それって、あまやかしすぎ」

　一海が軽く頰ほおを染め、照れくさそうに頰をふくらませる。

「石膏像って、個人で買うと結構するんじゃない？　ぼくの今の担任ってさ、美術部の顧こ問もんなんだ。頼めば美術室の隅すみを貸してくれるだろうし、買わなくても大丈夫だよ」

　この発言は、沢木にとってかなり不ふ愉ゆ快かいだった。

　美術室なんかでデッサンの練習をやられたら、ここですごす時間が減ってしまう。

「決めた。買う」

　そう断言すると、一海はキョトンと目を丸くし、しばらくして、ちょっと大人びた表情で小さく微笑ほほえんだ。

「そう？　でも、一年たったらいらなくなっちゃうよ」

「そしたら、リボンでもつけて飾っとくさ」

「りぼん!?　沢木さん、その発想、ものすっごく似合わない」

　けらけらと笑い転げている一海を眺ながめていたら、ふと、本当にあまやかされているのはどっちなんだろうという気分になってくる。

　前につきあっていた女たちと違ちがって、一海はなにか買ってくれとねだったりしない。いろんなものを買い与あたえるのは、沢木がそうしたいから勝手にやっていることだ。

　昨夜や今け朝さのように、沢木が自分勝手な欲望で一海を振り回しても、少々拗すねるだけで、しばらくすると元通り。

　乱暴にすると怯おびえるのは、以前のことを忘れていない証しよう拠こだから、単純すぎて少し前のことを忘れているというわけでもない。

　──俺は、許されているんだろうな。

　胸のあたりがむず痒がゆい。

　十歳も年下の少年にあまえている自分の図というのは、なんとも気き恥はずかしいが、たぶん、これが正解なんだろう。

「石膏像よりさぁ、沢木さんがモデルになってよ」

　笑い終えた一海に要求され、動どう揺ようした沢木は、アルコールを気管支に吸い込んでむせた。

「ば……かやろう。俺は描くほうで描かれるほうじゃないんだよ」

「けち。……勝手に描いたくせにさ」

　勝手に描いたというのは個展会場で見られた、あの絵のことだろう。

「あれは……なんだ。まぁ、もういいじゃねぇか」

　しどろもどろになってごまかそうとしたら、一海はまたあの笑みを浮かべ、「けち」とあまく囁ささやくと本に視線を戻した。

（……抱きてぇ）

　あのふせた瞼まぶたにキスをして、折れるほどに抱きしめたい。

　強い欲求を感じた沢木は、その欲求を堪こらえるために、視線を一海からむりやりはがし、一海がデザインしたモスグリーンのカーテンと、磨すりガラス越しに映る庭の緑を視界に入れた。







　実をいうと、一海を描いた絵は、もう一枚ある。

　個展に出品される羽目になったあの絵のすぐ後に描いた絵。

　前の絵が事務所のスタッフの目に触れて結構な大騒ぎになったから、これは誰にも見つからないよう細心の注意を払って仕上げ、完成してからは、こっそりと眺めては一人悦えつに入いっていた。が、ある日、その絵はいきなり無くなってしまった。

　こういうことをするのは真紀しかいないと思って牙きばをむいて問いつめたら、

「あの絵？　出品したよ」と、有名なコンクールの名をあっさり白状され、絶句した。

　あの絵だけは誰にも見せたくなかったのだが、出品した以上、もう取り戻すことは不可能。

　入賞しなければ、さして話題にもならずに終わるのだろうが、困ったことに、沢木自身あの絵の出来には満足しきっていて、不本意ながら絶対に入賞してしまう自信があった。

　それは、緑の野の中で一海が穏おだやかに眠っている姿を描いた絵だった。

　腕の中で眠る一海の表情を描き起こしただけに、審しん査さ員だけじゃなく、他のたくさんの目にあの一海が触れると思うと、嫉妬にも似た焦こげ臭くささを感じる。

　油絵は金にならないと、美大を卒業してからは一いつ切さい手をつけていなかったのだが、二枚目の絵も油絵具を使って描いた。

　一海を描くのなら、輪りん郭かくを何度もなぞり、色を塗ぬり重ねていくその作業こそが似つかわしいと思ったからだ。

　二枚目の絵の中の一海は瞳を閉じているから、沢木のトレードマークになっているあのオレンジ色は一切使われていない。使いたいとも思わなかった。

　追つい憶おくの中の色より、一海には、植物の緑色のほうがよく似合う。

　太陽の光を受け、天に向かってのびのびと葉を伸ばす木々の姿が、周囲の愛情を受けて素直に育った一海と重なるからかもしれない。

　だから、独どく占せん欲や所有欲のような、歪ゆがんだ欲求で縛しばりつけ、歪めてはいけない。

　側にいて欲しいのは、今、ここにいる、素直で伸びやかな存在なのだから……。




（とりあえず、日が沈しずむまで我が慢まんしてやるさ）

　大きな窓に歩み寄って開き、視界一面に戒いましめの緑を映した沢木は、午後の明るい日差しに目を細めた。
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